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「む～……」

　異能者組織《御み園その》に隠された情報を狙ねらった、同じく異能者組織である《異い戦せん雪せつ原げん》との衝突。その後始末として問いただした元凶の少女──彼女の行動に込められた想おもいの吐と露ろから、二日。

《御園》本部内にある《長おれ》の部屋……のさらに隣、ベッドと一人用の勉強机、背の低い戸棚がいくつかある部屋に、唸うなり声が響いていた。

　その声は机に向かい、小さく首をひねるのに合わせて銀ぎん紫しの長い髪を揺らす、小柄な少女から。

「むむむ～……」

　いつもなら喜怒哀楽の喜と楽ばかり表し続ける鈴のように澄んだ声も、今日に限っては不機嫌さを隠しもしない唸りに取って代わられている。

「むむむむむ～……」

　白く、見るからに柔らかそうな頬ほおをぷくりと不満げに膨ふくらませ、机に開かれた一冊の本を睨にらみ続ける、神かみ代しろ学がく園えんの夏制服である半はん袖そでブラウスとスカートを着た彼女。

　しかしその唸りと睨みもすでに数分。さすがに疲れたのか、彼女はその年に比べて相当に幼い顔をへにょりと悲しそうにして、

「ひなくぅん……無理だよぉ……」

「諦あきらめるな。諦めたらそこで試合終了だぞ」

「ふぇぇ……。もう試合自体は終わってるよぉ……」

　泣きそうに鳴き声を上げる彼女──幼なじみで、俺おれの愛いとしい愛しい恋人である綾あや川かわ鈴すず莉りは、椅い子すの背もたれに背を預けて、瞳ひとみを潤うるませる。

「ひなくん、人には向き不向きがあるんだよ？　私に勉強これは向いてないんだよ？」

「ああ、それはよーく知ってる」

　それでも、人間生きているならば嫌でもしなければならないことは多々あるわけで。

「俺は将来役に立つか怪しい──というか、ほぼ確実に役に立たないとわかっているようなことについては、最低限できればそれでいいと思ってる」

　だけど。だけど、だ。

　取り上げるのは、鈴莉が向かう机の上に本と一緒に置かれた一〇枚ほどのプリント。本日返却された期末テスト。

　その右上に記されている数字は、なんの奇跡か全く同じ数を示しており……

「オール三五点。さすがにこれは最低限すぎやしないか……？」

「あ、赤点じゃないもん！」

　たしかに、我らが神代学園は全教科一律で三四点以下を赤点と定めている。

　点数自体は甘めだが、赤点を取ってしまうと救済措置はなく一発で長期休暇中の補習が確定するという、休みを満喫したい学生にとっては鬼のようなシステムだ。

　だから鈴すず莉りがえっへんとばかりに、その小学生のような小さい体には不釣り合いなほど大きな胸を張って、たゆんと揺らしているのもある意味では正解だ。

　昔から想おもい合っていたとはいえ、恋人同士になってから初めての夏休み。そこを補習なんて無粋なもので潰つぶされなかったのは御の字といえる。

　それは鈴莉も同じ思いのようで、

「ね？　だからひなくん。復習なんてやめようよぉ……。まだ夏休みに入ってないけど、遊ぼうよぉ……」

　弱々しくそんな提案をしてくる。

　ああ、俺おれだって遊びたいさ。鈴莉にこんな顔をさせてしまっているのも心苦しいさ。

　だが……今だけは、心を鬼にしなければならない。

「だめだ」

「ふぇぇ……どうしてぇ……」

「一学期でこれなら、応用がでる二学期で今度こそ赤点取りかねないぞ？」

　そう。一学期をギリギリ乗り越えても、このままでは二学期で撃沈しかねない。

　冬休みが補習なんてことになったら、まったり年越しも初詣も姫ひめ始はじ──それは置いといて。いや、するけど。たぶんするけど。意外と鈴莉って和服似合うし。帯下に詰め物をしないで胸を強調するスタイルにするのが個人的にはベストチョイス。あえてタイツと和服というスタイルにしてみるのも、これまたマーベラス。

　とにかく。

「今のうちに期末テストを復習して、ちょっとでも学力を上げておくんだ。そうすれば後々楽だぞ？」

「うぅ～……いいもん。苦しくってもいいもん。またしっかりみっちり、ひなくんにいじめてもらうもん♪」

「鈴莉ー？　目的が入れ替わってるぞー？」

　夏休みはまだだってのに、楽しそうだなー。

　春からのたった数ヶ月を振り返ってみても……長年の想いが通じて俺と鈴莉が付き合いだして、直後に従妹いとこという触れ込みで皐さ月つき──実のところ従妹であり、腹違いの妹でもあった御み園その皐月が綾あや川かわ家に来て一緒に住むことになり、その皐月を狙ねらった暗殺者が襲ってきて、片付いたと思ったら《異い戦せん雪せつ原げん》が合計二度も《御園》に襲撃をかけ……と激動の詰め込みっぷり。

　そんなこんなで勉強時間もあまり取れず、ちょーっときつめのテスト勉強になったのがマゾっ気のある鈴莉的にはよかったらしい。俺も頑張った。うん、いろいろと。

　鈴莉もそのときを思いだしているのか、うっとりとして横に立つ俺に頭をすりつけだす。

　そろっと机に置かれた本──わざわざ持ってきた参考書も閉じているし、あれだけ言ったのに、勉強する気ゼロだ。

「ん～、ひなくん～♪」

　まったく……。

　思わず笑みがもれそうになるのを必死に堪こらえ、考える。

　……まあ、たしかに？　最悪赤点回避させる方法はあるわけですし？　そもそもこんな付け焼き刃的に今教え込んだところで、そもそもの基礎学力がかなりぼろぼろな鈴すず莉りがどうにかなるとは思えないし？　こう言ってしまうとお終しまいではあるけどさ。

「……甘いなあ、俺おれ」

「私はそういう甘いひなくんも、だ～い好きだよっ」

　にぱっと笑ってなんともかわいいことを言う鈴莉。思わず笑みももれるというものだ。

　そんな鈴莉の後ろに回り、

「わかった。そこまで言うなら復習は終わりにしよう」

「おお、やたっ！」

「その代わり」

「ふぇ……？」

　小さくガッツポーズしかけていた鈴莉の動きが、俺の不穏な言葉で止まる。

　うむ、勘がいい。

　悪い笑みがこぼれそうになるのを抑え、できるだけ厳おごそかに、重々しく宣言する。

「三五点なんて、ギリッギリの点を取って、しかも色仕掛けで復習をやめさせようとした鈴莉には……お仕置きをします」

「ふ、ふぇ!?　えと、えと、テストの点数はともかく、色仕掛けなんてそんなつもりはなかったよ!?」

　うん、それは知ってる。俺の彼女さんはそんなに器用じゃない。

　不器用なのに掃除を手伝おうとして掃除機に吸い込まれかけたり、不器用なのにほつれた服を直そうとしてそもそも糸が針に通らなくて泣きそうなったり。

　そして──不器用にもずっと、一〇年以上も前に出会ったときからずっと、真まっ直すぐに『ひなくん、大好き♪』と愛情を伝えてくれていた、俺の大好きな鈴莉。

「あ……えへへ」

　慌てて首をそらすように顔を上げた鈴莉は、しかし俺の顔を見てすぐにへにゃっと口元を緩める。

　そう。俺と鈴莉は文字通りの一心同体。声に出さずとも、通じ合える。

「あは。ひなくんは、悪い私にどんなお仕置きをしちゃうのかな？」

　それは言葉とは裏うら腹はらに嬉うれしそうな声。これから俺にされることを待ち望み、期待している声。お仕置きという名目の裏に隠された意図を正確に悟っている、熱のこもった声。

　だから、俺おれもそれに応えるように──そっと、後ろから鈴すず莉りを抱きしめる。

　そして唇を鈴莉の小さく形のいい耳元に近づけ、

「こういう、お仕置き」

「ひゃわっ!?」

　ふっ、と息を吹きかける。

「今は俺たちだけだし……声、我慢しなくていいぞ？」

　慌てて口元を押さえる鈴莉をかわいく思いながら、その頬ほおをなでるように指でなぞる。

「うぅ～、ひなくんのいじわる」

「そうやってかわいい声を聞く、お仕置きだからな」

「いじわるぅ……♪」

　すでに一息だけで声に甘い色をのせはじめている鈴莉は、楽しそうに言って前に回された俺の腕に細い指を絡ませる。

　この間隣でやったように──皐さ月つきや他ほかの身近な人たちがいる中で鈴莉にふれ、見つからないように声と反応を我慢させての羞しゆう恥ちプレイというのもいいものだが、やっぱり鈴莉のかわいい甘い声を聞ける方が、俺は好みだ。

「ひな、くぅん……」

「鈴莉……」

　振り向いた鈴莉のどこか艶なまめかしさも感じさせる赤い唇に、俺のそれをあわせる。

「ん……ちゅ…………は、ぁ……」

　銀の橋を架けながら離れていく鈴莉の頬はすでに上気し、朱に色づいている。

　とろんとした大きな紫紺の瞳ひとみを見つめ、真まっ直すぐ見つめ返される視線を感じながら、同時に囁ささやく。

「大好きだよ、鈴莉」

「大好きだよ、ひなくん」

　そうしてもう一度、軽く、深く、どちらからともなくキスを交わし合う。

「……鈴莉」

「ひなくん……いいよ」

　鈴莉の返事を聞き指を伸ばすのは、夏制服のブラウスを大きく持ち上げている両の胸。

　上から覗のぞき込むようになっている俺からはそこだけが大きく張り出していて、その下を窺うかがうことができない、それほどの大山脈。双子のエベレスト。

「あっ……」

　抱え上げるように手にのせれば、たしかすぎる重量感が感じられる鈴莉の胸。

　なでるように、さするように。薄いブラウスとブラジャー越しに、大きな胸にふれ続ける。

　それはときにもどかしいほどの弱さで。ときに指が沈むほどの強さで。

「ひなく、ん。もっとぉ……」

「お仕置き、だぞ？」

「ん……っ。そう、だね。お仕置き、だもんね。気持ちよくなっちゃ、だめだよね」

　言いながらも、切れ切れの声は甘く切ない。

　そして俺おれも、鈴すず莉りのそんな声をもっと聞くべく、指を動かす。

「ふぁ……っ」

　片手は胸を刺激しながら、もう片方の手を鈴莉の体に這はわせる。

　幾度となくふれてきたこの柔らかな体。鈴莉の弱いところは知り尽くしている。

「あ……んぅ……っ」

　脇わきを滑らせ、黒のストッキング越しにほどよい弾力の太ももを揉もみ、ブラウスの上からふにふにとしたお腹なかをなでる。

　その間にも双そう球きゆうをいじる手は休めず、着衣だからこそ味わえる柔らかさと布の感触を楽しむ。

　さらに、鈴莉の長くきれいな銀ぎん紫しの髪を横に流し、

「ふにゃっ!?」

　舌を、鈴莉のうなじに這わせる。

「ひ、ひなくぅん……んっ。三箇所、は……だめだよ、ぉ…………はぅぅっ」

　鈴莉の甘く熱い声には応えず、舌をうなじから離し、耳に持っていく。

　いつか鈴莉にそうされたように、柔らかい耳を唇で挟んで甘あま噛がみし、隙すき間まから出した舌でちろちろと形をなぞるように舐なめていく。

「ん……っふ……」

　ぴくぴくと体を震わせながらも、少しでも長く快感を味わうべく目をぎゅっと閉じて堪たえる鈴莉。

　しかしそれは敏感なところを三点同時に攻められることに対抗できるほど、強固なものではなく……

「──ちゅっ」

「ふ、ふぁああああああああああっっ!?」

　十分に各所からの刺激で高めたあと、不意打ち気味に全ての動きを止め、一点集中で首筋にキスを落とした瞬間、あっさりと決壊した。

「………………はぅ……」

「おっと」

　ピンと背筋をそらせての甘い叫びから一転、糸が切れた人形のようにくたっと椅い子すに力なく体を預ける鈴すず莉りを落ちないように抱きとめ、そのまましばらくなにもせず、ただ鈴莉のぬくもりを感じ続ける。

「……ひにゃくん？」

「どうした？」

　数分も経たっただろうか、未いまだ僅わずかに呂ろ律れつが回っていない鈴莉は体を支える俺おれに全身をすりつけるようにしながら呟つぶやく。

「お仕置き……終わり？」

　上目遣いに俺を見上げ、どこか名な残ごり惜しそうに言葉を紡つむぐ鈴莉。

　そんな鈴莉を、お姫様抱っこに抱え上げる。

「二人きり、だもんな」

「えへへ……♪」

　通じた、というように、かわいらしくはにかむ鈴莉を連れて行くのは、部屋に備え付けられたベッド。

　その僅かな距離の間に、彼氏として確かめておくべきことを訊たずねる。

「体調は？」

「絶好調！　……あ、でも。今はひなくんにふにゃふにゃにさせられちゃったから、ちょっと不調かも」

「おや？　それじゃあ大事を取って今日はこれくらいにしておこうか？」

「むぅ～。今日のひなくんは、やっぱりいじわる」

　眉まゆをへの字にして、力なんて全く入っていない小さな手でぺちぺちと俺の胸むな元もとを叩たたく様子は、元気そのもの。自己申告に嘘うそはなさそうだ。

　まあ、嘘なんてついたところで、鈴莉のことで俺が見逃すはずもないのではあるが。

「よ……っと」

　今朝も──というかほんの一時間ほど前まで、この部屋の住人であるロリっ子が使っていたはずなのだが……なぜか新品のシーツを使ってきれいに整えられているベッドに、そっと鈴莉を横たえる。

　力を抜いて横たわる鈴莉の上へ覆おおい被かぶさるように俺もベッドに上がり、

「あは。それじゃあ、早速……反撃っ♪」

　即座に楽しそうな声を上げた鈴莉に、抱きつかれた。

「反撃って」

　もはやお仕置きという名目すら無視した鈴莉の発言に苦笑しつつ、今度は正面から抱きしめ合う。

「すりすり～」

　ぎゅっと抱きつく鈴莉はその全身をこれでもかと俺に押しつけてきており、当然さっきまでふれていたお胸様が俺おれの胸板で潰つぶされ、柔らかさを誇こ示じするように形を変えている。

　むにむにと押しつけられる大きな胸に、小柄で細身なのに柔らかさに包まれた体。そして離れないというように俺の足に絡められる黒ストに包まれた、細くて長い足。

　それは先程俺が鈴すず莉りにした三点責めなどとは比べものにならない、全身同時攻撃。反撃というのも頷うなずける、凶悪に気持ちのいいふれあい。

「あは。ひなくん、どう？」

「気持ちいい。とっても」

「お～、ひなくんの目が本気だ～」

　でも、ともれる囁ささやきは俺と鈴莉の二人分。

「もっと……ね？」

「気持ちよく、なろうか？」

　言葉と動きは同時に。

　それは俺と鈴莉、二人同時でもあり。互いの手が絡みじゃれあいながら、お互いの服へと伸ばされる。

　ネクタイをゆるめ、制服のブラウスのボタンを一つずつゆっくりと外し……開く。

　はだけたブラウスの間から見えるのは服の白よりもなお白く、赤あか子ごのようにきめの細かい、鈴莉の肌。

　下に辿たどれば女性らしいくびれのある腰が見え、上に辿れば大きな胸を包むかわいいレースとフリルに彩いろどられた下着が目の前に広がる、まさに桃とう源げん郷きよう。

「きれいだ。とても、とってもきれいだ」

「あは、ありがと～」

　はにかむ鈴莉と軽く唇を合わせ、鈴莉の体へ視線を戻す。

　二人ともが動いていたからだろうか、鈴莉の服装は俺が開いた上半身だけでなく下のスカートも乱れ、隠されるべきところを露あらわにしている。

　黒のパンティストッキングから透けて見える白の紐ひもパンは何度見ても魅力的で、そこからすらりと伸びる太ももや、その上にあるランガードなど、見ているだけでたまらなくなる。

　俺の趣味に合わせて黒ストを穿はき続けてくれている健けな気げな鈴莉だが、そのことを除いても、幼さと色気を併せ持つ鈴莉には黒ストが似合うと、俺は断言できる。

「ひなくんも、はい」

　そうやって俺が鈴莉に見み惚ほれていると、鈴莉も俺のシャツを脱がせ終わったようで手を下ろすと「ほぅ……」と熱い息をつく。

「ひなくんの体……」

　さわさわとむき出しにされた俺の体をなでる鈴莉の小さな手。その手は熱く、ふれられたところからじんわりと熱が染みこんでくる。

　そうして再び、下から伸びる鈴すず莉りの腕と交差させるように俺おれも腕を伸ばし……最後の砦とりで、ブラジャーに手をかける。

「んっ」

　鈴莉が浮かせた背に手を回し、プツン、と小さな感触と共にホックを外す。そして表に戻した手で、ゆっくり下とおそろいのブラジャーを脱がせる。

　現れたのは、小さな体には不釣り合いなほど大きな胸。

　日焼けなど一切ない、真っ白な丘は先端を桃色に色づかせ、鈴莉の身じろぎに合わせて誘うようにふるりとその身を揺らす。

　一目見るだけで柔らかそうなその双そう球きゆうはしかし、ブラジャーから解き放たれ仰あお向むけに寝ているにもかかわらず一切形が崩くずれず、きれいなお椀わん型を保たもち続けている。

　そのふるふると揺れる様は、プリンかはたまたゼリーか。どうやら鈴莉はどこもかしこも甘いものでできているようだ。

「ひなくん……」

「ああ。鈴莉……」

　潤うるんだ瞳ひとみの鈴莉と視線を交わし、その至宝がごとき胸へと手を触れる。

「あ……♪」

　ふれた柔らかさは見た目以上に。ブラウスと下着越しにふれていたときの比ではなく。

　少し力を込めれば、心地よい反発と共に手のひらに余る胸に指が沈み込み、手の動きに合わせ自在に形を変える。しかし力を緩めると、すぐに胸は指を押し返し、元のきれいな形へと戻っていく。

「はぅ……ぁ……」

　五指それぞれに強弱をつけ、ピアノを弾くように鈴莉の胸を揉もみしだく。

「んぅ……あぁ。ふぁ……っ」

　音を奏でるのは鈴莉の小さな唇。そこからもれる響きはとっくに生クリームのようにねっとりと甘い甘い色を湛たたえており、それが俺の指に合わせてさらに強くなり、弱くなる。

「ひな、くん……も」

　伸ばされた手は鈴莉の意思を反映し、俺の晒さらされた胸むな元もとを細い指で刺激する。

「んっ……ひなくんの体。ここって昔、怪け我がしたところだよね……？」

「よく覚えてるな。傷跡も、残ってないだろ？」

「あは。傷跡なんてなくても、ひなくんのことはぜ～んぶ、どんなことでも覚えてるよ♪」

　それは七年前に一度、全ての思い出をなくしている鈴莉だからこそ、重みのある言葉。

　だが本人は気にした様子もなく、俺の胸元や脇わき腹ばらをなで、うっとりと熱く湿った吐と息いきをもらす。

「ひなくん……好き。大好き」

「鈴すず莉り……好きだ」

　上下に腕を交わし、言葉を交わし、唇を交わす。

　鈴莉の手は俺おれの胸むな元もとを離れ、腰回りへと移りだしている。それに合わせ、俺の手も下へと動く。

　ストッキング越しに胸とは違う柔らかさの太ももをなで、体相応のお尻しりを指を僅わずかに食い込ませて揉もみ……

「いいか……？」

「うん……いいよ」

　そっと大切なところにも、指をふれさせる。

「……っ、ぁん♪」

　頬ほおを赤くし、蕩とろけそうな声をもらす鈴莉。

　鈴莉の童顔はすでに女性のものになっており、紡つむがれる声にも幼さと相反する──しかし鈴莉の中にあってはこれ以上ないほど調和した艶つやがある。

　何度かストッキング越しに指を触れさせ、その度に鈴莉の体が大きく震える。

　その動きは今やブラジャーの制約から解き放たれた胸にも伝でん播ぱし、着衣のとき以上に細やかに、ときに大きく揺らめく。















　目の前で揺れる、魅力的な果実。そこで踊り、彼女の快感を示している桜色の先端を俺おれは……爪つま弾びく。

「ふぁあああ!?」

　今度の甘い叫びは短く。しかし俺の動きに合わせ、断続的に何度ももれる。

「あ……はぁ……ふにゃぁあああ!?」

　その声に、俺の高まり続けた興奮が限界を超えて、さらに増していく。

　それを感じたのだろう、鈴すず莉りは期待を込めて、緩みきった口元からその言葉を紡つむぐ。

「大好きなひなくん…………きて、ください……♪」



　　　　◇　◇　◇　◇



「────あら？　誰だれもいないのかしら？　日向ひなたー」

　隣の部屋からそんな声が聞こえてきたのは、俺と鈴莉がぼんやりしながらもそろそろ動こうか迷っていたときのことだった。

　人間は学ぶ生き物だ。

　こういうシチュエーションは、皐さ月つきが来てからもう何度も経験済み。やつにはノックなしで部屋に入られたり、妙な勘違いで突入されたりと幾度となく邪魔をされている。故に対抗策はしっかりとぬかりなく講じてある。

　忘れずドアには鍵をかけてあるし、いつも特攻してくる愚ぐ妹まいは、本部に来て早々食堂に向かい、現在は試作大福の品評会を行っている……らしい。メールにそう書いてあった。

　そしてここは《長おさ》の部屋から繋つながる寝室。本部内でも一、二を争う重要な場所。セキュリティもばっちりだ。つまり、なんの問題もない。

　それに今回呼びに来たのは大人に交じってバリバリ働いている、はとこにして《長》の秘書──御み園その由ゆ枝えさんだ。しっかり節度を持って、ノックのあと呼びかけるなどをしてくれるだろう。

「こっちかしら？　……と、鍵が──」

　うむ。気づいた。次はノックか呼びかけか──

「──ふんっ！」

　バキッ、と。ほうほう、バキッ。いい音だ。バキッ……？

「あ、日向。いたわね。指示されてた準備が整ったから、来なさい」

　破砕音一発、部屋に入ってきた由枝さんは破壊されたドアを見て呆ぼう然ぜんとする俺たちにそれだけを言うと、用事は終わったとばかりにさっさと去ろうとする。

　しかしその直前、由枝さんは足を止めるとベッドに寝転ぶ俺たちを冷めた目で一いち瞥べつし、

「訂正。どうせ彼女はもうずいぶん待たせてあるし、時間は気にせずシャワーくらい浴びてから、来なさい」

　有う無むを言わせぬ声こわ音ねで告げ、今度こそ部屋から出て行った。

　その後ろ姿を呆ほうけたまま見送り、同じようにポカンとしてる鈴すず莉りと顔を見合わせる。

「…………えと……由ゆ枝えお姉さん、今明らかに鍵壊したよね？」

「…………ああ。『ふんっ！』とか、かわいさの欠片かけらもないかけ声でな」

　いくら皐さ月つきでも、鍵がかかっているドアを破壊することはないだろう……と考えていたのだが、どうやら由枝さんは皐月以上に頭のネジが飛んでいたらしい。

　一応、結構いい鍵を使ってるはずなんだけど……。まさか人間の学習が力ちから業わざで破られるとは。さすがは異能者、不条理すぎる。異能使ってなかったけど。

　呆あきれたような疲れたような、なんともいえない気分になりながらも視線が向くのは、由枝さんに示された寝室のさらに奥にある、バスルーム。忙しいときなんかは眠気冷ましに重宝する、ビジネスホテルのような簡易ユニットバス。

　裸体に引き寄せたシーツをまとっただけの鈴莉の視線も、俺おれと同じく自然とそこに向いており……

「……とりあえず、シャワー浴びるか」

「うんっ♪」



　　　　◇　◇　◇　◇



　シャワーを浴び、後で着替えようと持ってきていた私服に着替え、

「あんたら遅い！　いやむしろ早い！　あと五分待って！　連続狩猟なの！　即行であと二体狩るから！」

　暇ひまつぶしにゲームを始めていたらしく、携帯ゲーム機から顔も上げずにそんなことを言う由枝さんを五分待って、

「あ、ごめん。ちょっと先になにかつまんでいっていい？」

「私も～。おやつ～」

　激しい運動でお腹なかが空すいたので食堂に寄ることにする。

「うーむ……この大福は少々求ぎゆう肥ひが硬すぎませんか？　それから、こっちの大福は論外です。なんですかこの手て粉ごなの量！　つきすぎですよ！」

　そこでは本当に俺の従妹いとこにして妹の皐月が試作大福の品評会をしていて……っておいおい、テーブルに審査委員長とか札が立ってるじゃねえか。なにおまえ、順調に出世していってない？　なんかギャラリーすごい数いるし。仕事しろよ職員共。

「やっほ～、皐月ちゃん。大福ちょ～だい」

「あ、お兄ちゃんにお姉ちゃん。ここもずいぶんと大福事情が改善されてきましたね。皐月大満足です。はい、お姉ちゃんの好きなイチゴ大福ですよー」

「そりゃよかった……」

　その割には餌え付づけのように鈴すず莉りへイチゴ大福を渡す皐さ月つきの手元にある得点表に、七点を超えるものがない辛口のようですが。ほらー、食堂長泣き入ってる。まさか一〇〇点満点じゃないだろうな？

　あむあむと子リスのようにかわいらしく大福をかじる鈴莉の頭を優しくなでながら、少しだけ皐月に苦言を呈ていする。

「迷惑にならない程度にしとけよ？　食堂の予算も無限じゃないんだから」

　あと料理人たちの精神力。どっちかっていうとこっちの方が深刻。そのうち専門の職人を連れてこいとか言い出すんじゃなかろうか、この妹様は。

　しかし皐月はむっとした顔で俺おれを睨にらみ、口をとがらせる。

「そんなことくらいわかってますよ。ですが皐月は和菓子──とくに大福においては妥協ができないのです。目指すはもちろん究極です！」

「……至高、も欲しい」

　ひょこ、と皐月の隣の椅い子すに腰掛けて平へい坦たんな声こわ音ねでちゃっかり主張したのは、フリルが多くついた改造和服姿の無表情ロリっ子──現在は《長おさ》の部屋に住んでいる、隠蔽班ヴエイラーの班長、月つく詠よみ詞ふみ香か。そして皐月と同じく、大の和菓子好き。

「あ、詞香ちゃん。お帰りなさいです。いくつか先に落選させましたけど、かまいませんでした？」

「……問題、なし。皐月さんの、情熱と味覚、は……認めてる」

「どもどもです。詞香ちゃんの舌もなかなかのものですよ」

「……えっへ、ん……？」

　わー、なんか妙な信頼関係が生まれちゃってるよ。うちの秘蔵っ子たぶらかすのやめてくれないかなー。隠蔽班班長とか俺の側そつ近きんとかロリ枠とか除いても、結構重要な子なんだよー？　いなかったら最悪いろいろと破は綻たんするくらいの。

　などなど、つっこみどころは多々あるものの、この際スルー。

　おやつは大福があるならそれでいいだろう。鈴莉もイチゴ大福をかじって幸せそうにしていることだし。

「一個もらってくぞー」

「あ、どぞどぞ。意外と色物枠のサルサ味がおいしくておすすめです。てりやき味もありますよ？」

「悪い、普通のにさせてくれ……」

　大福にサルサやてりやきって、さすがに色物すぎだろ……。



　……と、寄り道をすること合計にして二時間ほど。

　由ゆ枝えさんに連れられてきたのは、《御み園その》本部地下深くにある寂さびれた一角。金属製の頑丈そうな扉がついた部屋の前。

　その扉に手をかけ、由枝さんは真剣な顔で問いかける。

「今いま更さら彼女がなにかしてくるとは思えないけど……いいわね？」

「ああ、もしものための準備はしてある」

　懐を軽く叩たたく俺おれに、由枝さんも頷うなずく。

「ま、あんただったら机だろうと椅い子すだろうと、なににさわっても武器化防具化自在だものね。その点は警備が楽でいいわ。ゲームでもしてようかしら」

「いや、《長おさ》を守れよ側そつ近きん」

「冗談よ。それくらいわかってるわ」

　食堂を出てからここに着くまで一〇分ほど。

　その間に俺が意識を切り替えたことは、長い付き合いの由枝さんだ。気づいているだろうことは軽口を叩きながらも、その目を真剣なものにしていることから窺うかがえる。

　由枝さんは続けて、俺と手を繋つないでいる鈴すず莉りに視線を落とす。

「鈴莉ちゃんは、どうする？　大丈夫とは思うけれど、今回ばかりは用心して外であたしと一緒に待機しても……」

「ふぇ？　私？」

　訊きかれると思っていなかったのか、鈴莉が小さく首をかしげる。

「んと、由枝お姉さん？　私とひなくんは一心同体。いつでもどこでも一緒なんだよ？」

　疑問もためらいもなにも挟まない、迷いなき答え。

　それは鈴莉の異能が俺に譲渡された──一つの命を分け合っているという意味だけでなく、お互いがお互いを想おもう心故に。

「ひなくんは私が側そばにいると安心できる。私も、ひなくんが側にいると安心。だからどんなところでも、ひなくんと私は一緒なの♪」

　なんて言って、俺から離れるなんてことは考えられないとばかりに、鈴莉は抱きしめた俺の腕に頬ほおをすりつけて笑う。

　その気持ちは、俺も一緒。鈴莉から離れるなんてことは、考えられない。たとえ預ける相手が信頼している由枝さんであっても。

「そういうわけだ。鈴莉のことは全力で守るから心配ないさ」

「まあたしかに、下へ手たに離すより、あんたの側にいる方が安全そうね」

　由枝さんは微苦笑を浮かべると、小さく頭を振る。

「鈴莉ちゃんにふられちゃったし、あたしは別室で待機しているわ」

「ああ。考えたくはないが、万が一なにかがあったときは……由枝さんが、始末してくれ」

「了解しました、《長おさ》」

　安全性で言えば、由ゆ枝えさんを連れて一緒に入るのがいいのだろう。

　しかし、強力な力を持つ由枝さんだからこそ、この扉の向こうにいる異能者の彼女が逃げ出したときの後詰めとしての役割を担ってもらう。

「それじゃあ……ごゆっくり」

　由枝さんの手によって開かれる重そうな扉。

　その中に俺おれと鈴すず莉りが入ると、すぐさま背後で扉が閉まり鍵のかかる重厚な音が何重にも響き渡る。

　俺の前にあるのは二つ目の扉。もしものために設けられた二枚目の扉に手をかけ、一度息を吐く。柄にもなく緊張しているのか、はたまた……

「大丈夫だよ」

　そう言って、益やく体たいのないことを考え出していた俺の手を、鈴莉がきゅっと握ってくれる。

「大丈夫。私の大好きなひなくんなら、全部できちゃうよ」

「……ったく、ハードル上げてくれるなあ」

「あは。だって結果がもうすぐだもん。ここがダメでも、全体だと。ね？」

「違いない」

　ああ、やっぱり鈴莉は最高だ。最高の彼女で恋人で幼なじみでパートナーだ。もちろん、生涯の。

　小さく笑って鈴莉の頭をなで、もう一度意識を切り替える。

　鈴莉が言うように、今からのことはただの無駄足になるかもしれない。俺が考えているようなことと、この先にいる彼女は一切関係ないのかもしれない。

　でも、俺が自ら問いかけるだけの違和感はあった。だから、保険程度でも。僅わずかにでも手がかりがあれば。

「さて──それじゃあ中断していた調べ物を、再開しよう」



「──それで？　こうやって人を延々待たせ続けるのが、《御み園その》の流儀？　悪趣味」

　部屋に入った俺たちに開口一番、そんな悪態をついてきたのは飾り気のないＴシャツにジーンズ姿で簡素な椅い子すに腰掛ける少女。

《御園》以外に存在する異能者組織の一つ、《異い戦せん雪せつ原げん》。その中で年若くも第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいという戦闘部隊をまとめ上げる少女。忘れ去られた《異戦雪原》本流の末まつ裔えい、最後の姫──伊い瀬せ深み雪ゆき。

「独どく房ぼうでも尋じん問もん室しつでも、どこで待とうとそう変わりはないと思うがな」

　鈴莉と共にこれも簡素な机を挟んで、伊瀬深雪と向かいの椅子に並んで腰掛けながら言えば、伊瀬深雪は仏ぶつ頂ちよう面づらで頷うなずく。

「そうね。どっちも狭くてすることがなくて退屈なのは一緒」

　せいぜい、と彼女は片面に貼はられた鏡を見やり、

「片面が柵さくか、マジックミラーかの違い？」

「マジックミラー？　あれはただの鏡だ。《御み園その》が、わざわざ隣に人を配置するような無駄をすると思うか？」

「……ああ、そういうこと」

　それだけで伊い瀬せ深み雪ゆきは悟ったらしく、大げさに頭を振る。

「鏡は威圧を与えるダミー。本命は噂うわさに名高い《御園》の“〝千せん里り眼がん”〟部隊。ついでに外からはいつでも中に攻撃が加えられるように、かつ被害を受けないように遠距離攻撃型の異能者を配置してるってところ？」

「状況を正しく判断できているようでなによりだ、伊瀬深雪」

　建築技術は日々進歩しているとはいえ、壁に穴を開けてマジックミラーを設置するよりは、一部屋丸ごと鉄筋コンクリートで覆おおった方が強度的にはよほど高い。

　ましてやこの部屋に通されるのは、ほとんどが異能者。マジックミラー程度の強度では、壊されて隣室で監視している人すら巻き添えになりかねない。

「そこまで理解できているのなら、素直に話してもらおうか」

「なにを？」

「『《御園》には、きみたちの求める、いい情報が眠っている』」

　伊瀬深雪の表情が仏ぶつ頂ちよう面づらながら、僅わずかに動く。

　それもそうだろう。なにせ彼女はこの情報を元に、自らが部隊長を務める第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいを動かし。最終的には、《異い戦せん雪せつ原げん》内の反《御園》派を煽あおって数百人規模の戦闘を仕掛けてきたのだ。

　そしてその結果として、今彼女は『取り調べと処遇決定までの間の保護』という名目で、ここ《御園》本部の地下深くにある独どく房ぼうへ軟禁されている。

「それがどうかした？　流したやつならアタシも知らない」

「いや、それはどうでもいい」

　突き放したような態度の伊瀬深雪に首を横へ振る。

　そうだ。これはとある一人の少女が強い忠誠心と思いやりで流した、《御園》に──異能者の総本山、数千年を生き延びてきた巨木にとってはほんの些さ細さいなことなのだから。

　だけど、そこから派生して起きた事件には、見逃せない重要なことがある。

「伊瀬深雪。あんたが手に入れた情報は俺おれがさっき言った通りのはずだ」

　それは、先日行われた対《異戦雪原》の最中何度も感じた違和感。論理の飛躍ともいえる、疑問点。

「どうしてそんな曖あい昧まいな情報が──『《御園》より《異戦雪原》の方が上位であると示すかもしれない情報』なんてものに、何百人もの命を賭け、部隊を動かすものになった」

「……なるほど」

　俺おれの疑問を理解したらしい伊い瀬せ深み雪ゆきは静かに呟つぶやくと、

「教えない」

　そう、軽い調子で口にした。

「だいたい、そう簡単に言うわけがない。アタシとあなたの関係を考えたら？」

　伊瀬深雪は嘲あざけるように口元へ笑みすら浮かべながら吐き捨てる。

　たしかに、それは道理だ。

　ほんの数日前まで俺たちは敵同士。奪い奪われ、殺し殺されの関係だった。

　しかし、今は状況が違う。

「答えないことでさらに待遇が悪くなるとは、考えないのか？」

　目を細め、声に威圧の重みをのせる。

　今はこうしてチェックを受けた上での私服持ち込みすら許可されている。そういう、程度の低い軟禁。だが、これ以上となると──。

　そういう未来を暗に示すも、伊瀬深雪は変わらぬ態度のまま、

「愚問ね」

　一言で切り捨てる。

「さっきあなたも言ったように、アタシたちは命を賭けて《御み園その》に反抗した。その程度、とっくに覚悟済み」

　むしろ、と伊瀬深雪は僅わずかに俺の方へ首を傾け、差し出すようにして、

「またいつ襲ってくるかもわからない相手にこんなことしてないで、さっさと殺した方がいいんじゃない？」

　そう、言ってのける。

　……やれやれ。そう簡単に命を捨てられては、話が進まないのだが。

　伊瀬深雪の変わらぬ態度に苛いら立だちが募つのるものの、拳こぶしを握ってなんとか堪こらえ、話を続ける。

　当たりであれハズレであれ、こいつからは必要な情報をまだ聞き出していない。

　それに──こいつにはそれ以外の使い道も残っている。まだまだ殺すわけにはいかない。

「お望みなら、すぐにでもそうしてやりたいところだ」

「……へえ」

　俺の返答が予想外だったのか、伊瀬深雪が頭を戻し、その笑みを消す。

「だけど、今はこっちの方が重要なんでね。これを聞き出すまでは──俺に益があることでもないことでも答えてもらうまでは、殺しはしない。それだけだ」

「…………そう」

　つまらなさそうな吐と息いきをもらした伊瀬深雪は、コンクリートの天井を見上げる。

「これで……全部終わりってこと。────《御み園その》に殺されもせず、本隊の意向に反したとして《異い戦せん雪せつ原げん》に処分されることもなく、ただ地下深くに軟禁され続ける。ただただ、生きているだけ。他ほかには、なにもできない。させて、もらえない」

　つまり、

「アタシにはもう、《異戦雪原》の──家族の地位向上を目指すことも、できないのね」

　諦あきらめたように、挫ざ折せつしたように呟つぶやいた伊い瀬せ深み雪ゆきは変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらながら…………しかし、どこか余分な力の抜けた、清すが々すがしさすら感じる顔で、

「男が、来たの」

　口火を、切った。

「はぐれ異能者が《異戦雪原》にやってきてね。そいつはどうやったのか反《御園》の仲間に近づくと、《御園》の内部情報を渡してきた。代わりに匿かくまってくれ、と。それが──七年前。アタシがまだ本隊内で見習いだったとき」

　七年前。その言葉で僅わずかに、長い付き合いの鈴すず莉りだけがわかるほど僅かに反応を示してしてしまう。

　すると鈴莉がそんな俺おれの手を机の下でとり、ぎゅっと鈴莉なりの全力で包み込んできた。

　そして俺にだけ聞こえる小声で、

「大丈夫だよ。ひなくんにはいつでもいつまでも、なにがあっても私がついているから」

　前に進む力を、与え続けてくれる。

　だから俺も安心して、鈴莉の手を握り返す。

　そうだ。これは俺たちの問題だ。俺たちが、家族である俺たち二人が、どうにかしないといけない問題だ。

　伊瀬深雪の話は、続く。

「それ以来、アタシたちは《御園》に関する情報を精査するときに、彼を利用させてもらっている。もっとも、数週間ごとにアタシたちが用意した隠れ家が以外へも転々としているようだから、そうそう捕まらないけど」

　今思えば、

「アタシたちがそれを望んでいたという前提はあったにせよ。そいつの意見が、決め手だったのは否いなめない」

　言って、伊瀬深雪は目を閉じると、そのときのことを思いだすように口を開いた。

「その男は、こう言っていた。

『《異戦雪原》の、中でも《御園》に反抗する意思のある君たちへピンポイントに流れてきたリーク。だったら、いい情報というのはきみたちの望む、いい情報ではないかね？　どこにでも、昨日までは味方でも、気の迷い一つで鞍くら替がえする人は存在するからねぇ』

　これが……たぶん、決め手だった」
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「聞いたか」

「もちろん」

　声は後ろから。尋じん問もん室しつを出て、廊下を歩く俺おれたちに合流した由ゆ枝えさんのもの。

　別室で俺と伊い瀬せ深み雪ゆきの会話を聞いていた由枝さんに、鈴すず莉りと腕を組み直して英気を養いながら問いかける。

「どう思う？」

「ほぼ間違いない……と思うけど、なんともいえないわね」

「同意見だ。情報が少なすぎる」

　……否いな。情報は少なくない。ただ、それぞれが古く、浅く、曖あい昧まいで、小さすぎるだけ。

　それでも、いくらピースが小さくとも。数が数千数万あり、組み合わせるべき絵柄がわからなくとも。パズルを完成させることは、不可能ではない。

「確証がないとはいえ、今回の情報は有益だ。なにせ生の──今の情報だ」

　成果としては十分。期待以上だ。

　そして《異い戦せん雪せつ原げん》の一部がやつと繋つながっていたのなら、今職員に連れられて独どく房ぼうへ戻っているであろう伊瀬深雪は、想定通り情報提供者以上の価値を持つ。

《異戦雪原》の本流──忘れ去られた姫として、本人に自覚はなくとも《異戦雪原》を動かすだけの価値を。

　だが、

「それでも……情報が足りないのはたしかだ」

　話に上がった男はただのはぐれかもしれないし、当たりだとしても、そのために動いているのだとは確証がない。

　そうだろう、とは思っている。状況証拠の積み重ねと推測の重ね合わせだが、ほぼ間違いなく。しかし確定では、ない。

　できれば。そう、できれば、

「あと一つ、生の情報が欲しいところだな……」

「それなら、ちょうどいいのがいるじゃない」

「………………は？」

　ため息交じりの愚痴に平然と返されて、思わず間抜けな声がもれてしまう。

　温かな体を俺に寄り添わせ、組んだ腕を胸に挟んで無意識に理性を削ってくる鈴莉を見やるも、彼女も心当たりがないらしく『ふぇ？』という感じで首をかしげている。

　そんな俺たちの反応がおもしろかったのか、由枝さんは笑みを浮かべ、

「ま、ついてきなさい。そんなに楽しい相手じゃないけどね」
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「こいつよ、こいつ。伊い沢ざわ金きん蔵ぞう」

「「あー……」」

　案内されたのは地下の独どく房ぼう。伊い瀬せ深み雪ゆきとは別の区画で、俺おれと鈴すず莉りはその太ったおっさんを見て同時に納得の声をもらした。

「いたなあ、こんなやつ」

「完全に忘れてたね～」

「あんたたち……。実行犯の“〝消しよう失しつ”〟──久く世ぜ竜りゆ也うやには入院中でもお構いなしでガッツリと聴取したくせに、その依頼人忘れるってどういうことよ……」

「いやだって、金蔵だぞ？　すぐに《異い戦せん雪せつ原げん》絡みのごたごたが出てきたし、忘れるって。書類何枚読んだと思ってんの？　数百じゃ足りないんだぞ？」

　それに久世は本当に皐さ月つきを殺すよう依頼されただけで、なんにも知らなかったし。まあ、だからこそ使えるのではあるが。

「つまり、金蔵は紙以下ってことね。それなら仕方ないわ。ただの太ったおっさんだもの」

「私はひなくん以外の男の人に興味ないし～」

「鈴莉ちゃんは予想通りすぎるから、つっこまないわよ？　むしろ金蔵の存在を認識できてただけでも、お姉さん驚いてるわ」

　そんな金蔵トークに花を咲かせていると、聞こえてきたのは独房からの大声。

「貴様ら……ただ儂わしを笑いに来ただけか！」

「うるさいなあ。ピザでも食ってろ金蔵」

「それはここに入れられて、一〇キロ以上やせた儂への嫌みか!?」

「はっはっは、凄すごいだろう。ここで出される囚人食は俺が栄養計算して、その上飽きがこないように毎日メニューを変えて一ヶ月ローテーションで考えてある、超健康食だ。よかったな、運動しなくてもダイエットできて。おまえはそれでも太ってるんだから」

　ちなみにこのメニューの一部はこっそり皐月にも適用中。あいつはお菓子を食いすぎだ。その栄養が最近胸にもいっているのは知っているが、お腹なかが油断気味すぎる。ちなみに一カップ上がったようです。

「さて」

　首をコキコキと鳴らし、話題を切り替える一言を挟み、俺を怒りの表情で睨にらみながら牢ろうの柵さくを握るおっさんを見据える。

　伊沢金蔵──自分の娘を《長おさ》の座につかせるため、本家筋の皐月を殺すように暗殺者久く世ぜ竜りゆ也うやに依頼した男。

　たしかに、忙しかったとはいえなぜ忘れていたのか不思議なほど重要な人物だ。その起こした事件は違和感の塊かたまりであり、俺おれが再始動したきっかけとなるほどのものだったというのに。

「…………まあ、キャラは濃いけど、影が薄かったから。仕方ないわよ」

　たぶん由ゆ枝えさんのフォローが正解。実行犯の方にばかり目がいっていて、そのうち《異い戦せん雪せつ原げん》に……仕方ない仕方ない。

　作戦のための仕込みは合間を見て続けていたとはいえ、いつ動かすのか、なんてものはわからなかった。あの一件がなければこのまま廃棄していたことは間違いないだろう。

　だが、無駄になることをわかった上で続けていた長年の仕込みで、すでに行動の道筋はついている。伊い瀬せ深み雪ゆきを手元に置けたことと、彼女の証言で一気にそれは前進した。

　ならば、こいつから聞き出した情報で、さらに前進するということも──。

　伊い沢ざわ金きん蔵ぞうの重要性を理解した途端、頭が明確に切り替わる。逸はやる気持ちはあれど──それが増せば増すほど、心は冷えきっていく。

「な、なんだ……」

　先程までの軽い調子から一転、すっと温度を下げて自身を見据える俺に、伊沢金蔵はさっきまでの勢いはどこへやら、僅わずかに後ずさりながら声を出す。

「そうか……貴様は《長おさ》だったな。儂わしも、これで最後というわけか……」

「勘違いをするな、伊沢金蔵。処刑前の最後の挨あい拶さつじゃない。そもそも同じ結末でも、死ぬまで働かせてからの方が《御み園その》の利益になる」

　そして、今ここにいるのは《御園》の利益のためではない。今の《御園》はこのために俺が作り変えた《御園》なのだから、本分ともいえるのではあるが……はっきり言って、個人的な理由のため。

　へたり込むように独どく房ぼうの床に座る伊沢金蔵を見下ろし、訊たずねる。

「単刀直入に言う。伊沢金蔵。おまえは俺の妹、御園皐さ月つきを殺そうとした」

　だが、

「おまえは、どうやって皐月を──秘されており、側そつ近きんと一部の者しか知り得ない本家筋の存在を特定した」

　否いな、特定方法はわかっている。

「おまえの会社の執務室にあったレポート。皐月について調べたあのレポートは、いったい誰だれから手に入れた」

　俺の問いかけに、伊沢金蔵は鼻を鳴らす。

「ふん。貴様に話すことなど──」

　……ああ、またか。おまえも伊瀬深雪と同じように、また無駄な時間と手間を取らせるのか。

　伊い瀬せ深み雪ゆきのときに燻くすぶった苛いら立だちへ再び火が点ともり、その苛立ちに任せ伊い沢ざわ金きん蔵ぞうを見下ろし吐き捨てる。

「ならかまわない。まずは、おまえが半生をかけて作り上げた会社を潰つぶすだけだ。跡形もなく。名前すらも存在を消しておこう」

「なっ……！」

「俺おれに手間をかけさせるな。伊沢金蔵。俺は俺の用事で忙しい」

　目を見開き驚く伊沢金蔵へ、俺はさも今思いだしたというように小さく首をかしげる。

「ああ、そういえばおまえには娘がいたな」

「……っ!?」

　言葉に詰まり、みるみる顔を青くしていく伊沢金蔵に口角を上げ、笑いかける。

「能力、性格、器量、どれも申し分なし。いや、素晴らしい娘さんで羨うらやましいかぎりだ。さて、遠因とはいえ皐さ月つきが狙ねらわれる原因となったこの娘────どう扱おうか？」

「き、貴様…………っ!!」

「おや、どうした伊沢金蔵。まだわからないのか？　どう周りに影響が及ぼうと──その全ての責は、皐月を狙い、《長おさ》を敵に回し……あげく敗れた、おまえにあると」

「ぐ……」

「そもそも本家筋を殺しておいて、本当にばれずに娘を《長》の座につかせるなんてことができると思っていたのか？　勝てば官軍、なんてことは現代ではそうそう実現できるわけもないというのに」

「………………わかった」

　伊沢金蔵が唸うなったのは一瞬。すぐにその顔を一変させ、一気に一〇も二〇も年を取ったように弱々しく口を開き、頭を下げる。

「……わかった。貴様が望むことを話そう。だから……だから、娘にだけは、手を出さないでくれ。妻を亡くした儂わしに、残された娘だ。どうか……頼む」

「だったら早く答えろ。おまえは、誰だれから皐月の情報を手に入れた」

　大の大人が震えながら頭を下げる様子を見ても、微み塵じんも変わらぬ俺の声に伊沢金蔵は僅わずかに震えを大きくすると、それが免罪符となるかのように早口にまくし立てだした。

「強い力を持ちながらも、このままではせいぜいが処理班イレースに配属される程度までしか上がれない娘のことを思って、儂はいろいろと手を回していた。そんなときに、『おもしろい話がある』と近づいてきた男がいた」

「……ほう」

「その男は儂に『古い情報だけどねぇ。どうにかなるかね？』と本家の娘──御み園その皐月の情報を渡してきた。たしかにその情報は七年前と古かったが、儂も儂で会社を作る際に無茶はしておる。その伝つ手てで、過去から現在にさかのぼって調べさせた」

　七年前。……そうか。ここでも、出てくるか。

　今度は反応を抑え込み、さっきとは逆に、先に鈴すず莉りの手を取って『俺おれは大丈夫』とアピールする。

「──────大丈夫だよ。どんなひなくんも、私は大好きだから」

　それに応え、小さく囁ささやき、指を絡めて握り返してくる鈴莉が、やはり頼もしい。

「儂わしはそこから《長おさ》の跡継ぎを殺せば、と考えた。その後は……貴様らの知っての通りだ。暗殺者を雇い、返り討ちにされ、儂は《長》に喧けん嘩かを売ったことの意味を……体感している」

　話すべきことは全て話したと、伊い沢ざわ金きん蔵ぞうは再び顔を俯うつむける。

　そこに俺は、声を投げかける。

「報酬はどうした」

「報酬……？」

「七年前の皐さ月つきの情報を持ってきた男に対する報酬だ。向こうから接触してきたのなら、なにかを要求されたんじゃないのか？」

「あ、ああ。たしかに。自分は追われている身だと。だから隠れ家がと金が欲しい、と。その程度でこの情報が手に入るならば安いものだと、その要求を呑のんで、与えてやった」

　隠れ家に、金ね。なるほどなるほど。

　手に入れようとすれば、どうとでもなるもの。とくに異能者にとっては、法を気にかけなければその程度のものを手に入れるのは、たいした苦でもない。

　となれば、やはり────こっちが本命か。

「そ、それだけだ！　儂がやつに関して知っているのは！　だから、娘には……っ」

「ああ、手出しはしないさ」

　──今のところは。と心の中で付け加えながら、踵きびすを返す。

「さようなら、伊沢金蔵。もう会うことはないだろうが、《御み園その》の牢ろう暮らしを楽しんでくれ。大人しくしていれば、近いうちに日の光を浴びることもできるだろう」

　そのまま歩き去ろうとして──

「貴様。…………いや、《長》」

　後ろからの声に、足を止めた。

「どうした？　ああ、会社も安心しろ。有能な副社長が切り盛りして──」



「──《長》、なにを焦っている」



「…………」

「儂わしを部下に捕らえさせ、暗殺者を叩たたき伏せた、あのときの余裕はどこへいった」

　……余裕、か。

「今の貴様からは、余裕を感じん。異能のない儂は《長おさ》のことは──貴様のことはよく知らん。だが、儂の会社や娘を人質に取るようななりふりのかまわなさは、どうも貴様らしくない。その歳としで《御み園その》を束ねる、儂があのとき感じた小生意気な余裕を感じん」

「……そうだとして、どうしておまえがそれを気にかける？　皐さ月つきの次には《長おれ》を殺そうとした、おまえが」

　俺おれの問い返しに、伊い沢ざわ金きん蔵ぞうは背後でかすれた笑い声を上げると、どこか暖かみの感じる声をもらした。

「なに。ただの年寄りの戯言たわごとだ。貴様と同じくらいの娘がいる、年寄りのな」
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「焦っている、余裕がない……か」

　伊沢金蔵にすら心配されてしまうとは、俺もとうとう焼きが回ったか。

『急ぎの用事がある』なんてわかりやすい嘘うそで席を外してくれた由ゆ枝えさんと別れ、鈴すず莉りと二人、ゆっくりと本部の中を歩きながら考えをまとめる。

「たしかに、俺は焦っているのかもしれない」

　俺と腕を組んだ鈴莉が静かに聞いてくれているのを感じながら、呟つぶやき続ける。

「だけど、まただ。また、なんだよ。焦りも、する」

　予感は、あった。

　日本最大──政治や経済などだけでなく、警察や企業にまで手を回すことも容易たやすく、日本を牛耳っているともいわれる《御園》の力を用い、七年前から集め続けた資料や証言。それらを紐ひも解とき繋つなぎ合わせ、真実にほど近いところまで辿たどり着くことはできた。

　しかし、それは過去。現在いまの俺たちに関わらないのなら、そのまま放置しておこうと思っていた。

　だが、

「伊い瀬せ深み雪ゆきと伊沢金蔵。二人の証言で確信した」

　それは、

「この一連の事件の背後には、やつがいる」

　そう。一連の。

　伊沢金蔵に皐月が狙ねらわれたのも、《異い戦せん雪せつ原げん》が《御園》に襲撃をかけたのも。どちらも、過去から繋がっている。

　そしてそれを企たくらんだやつ──黒幕とでも呼ぶべきやつの正体も、確信した。

　動きがなければこのままにしておこうと思っていたが、そんな日和見はやつが動いていると確信した以上……もうできない。

　伊い沢ざわ金きん蔵ぞうの会社の監視カメラ映像の精査など、裏付けのためにすべきことはまだまだある。本当に、俺おれの考えている通りにやつが動いているのか。それを確定させるには時間がかかる。

　それでも──

「鈴すず莉り、俺決めたよ」

　足を止め、鈴莉の小さな小さな体を抱きしめる。

　その思い自体は七年前に一度。

　そして、再出発点は──あの騒がしく心優しい彼女の出生を知った、あの日。

　だから存在の全てを、思いの全てを共有する鈴莉と見つめ合いながら、それを口にする。

「俺は、やつを捕らえる。これ以上、家族を傷つけさせないために。過去は取り戻せないけど──俺たちの未来を、守るために」

「うん」

　真剣な顔の鈴莉は一言。

　全部わかっている、と。そう言うように、静かに頷うなずく。

　そしてふにゃっといつもの笑みを浮かべ、

「うん。ひなくん、がんばっ！　私も、できることならなんでも手伝っちゃうから」

「ああ。頼りにしてるよ、鈴莉。でも、無茶だけはするなよ？」

「もちろんだよ。ひなくんに心配をかけちゃったり、ひなくんが悲しんだら本末転倒だもん。そうなったら私も悲しいもん」

　ね？　と笑う鈴莉をもう一度抱きしめ、決意を固める。

　そうだ。この笑顔を曇くもらせないために。そのために、俺はどんな犠ぎ牲せいを払っても──絶対に、やつを捕らえてみせる。
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　それから数分。

《長おさ》の部屋に俺が入ると、手前の応接用ソファーには満足そうな皐さ月つきと詞ふみ香かが座っており、奥の大きな執務机の周りでは、由ゆ枝えさんが次なる書類の山を作成していた。

「お兄ちゃん、お仕事終わりました？　皐月、いい感じに眠くなってきたのでそろそろ帰りたいなー、なんて思うのですが」

「……お帰り、なさいませ。お茶、をお淹いれ……します」

　俺に気づき、ぐでーっとソファーに埋まったまま自堕落なことを言う皐月に、ぺこりと頭を下げ甲か斐い甲が斐いしくもさっそくお茶を淹いれようとしてくれる詞ふみ香か。まるでダメな姉とよくできた妹のようで、その対比におかしくなる。

「お茶はあとでいいよ、詞香。それから皐さ月つき、最後の一仕事をしたら帰るから、眠いならソファーか隣の部屋で寝てていいぞ。起こしてやる」

「え？　あ、はい……」

　いつになく優しい俺おれの言葉に戸と惑まどうような声を上げる皐月。

　そんな彼女に苦笑しながら奥へ進み、大きな革張りの執務椅い子すに腰掛ける。

「由ゆ枝えさん」

　ぴょこんと隣の椅子に座る鈴すず莉りを見て、ソファーで俺に訝いぶかしそうな視線を向けてきている皐月を見て。俺の気配からなにかを感じ取ったらしい由枝さんへ、声をかける。

「由枝さん。仕込みは、無駄にならなさそうだ」

「そう。……やるのね？」

「ああ」

　長年、俺の計画に付き合ってきただけあって、返事はすぐに。

　由枝さんも思うところがあるのか、先程の俺同様鈴莉と皐月を一いち瞥べつする。

　しかし、すぐに態度を改めるとその手に持っていた書類を置き、直立不動で──《御み園その》の《長おさ》、その側そつ近きんとしての態度で、口を開く。

「──ご命令を、《長》」

　ここが、分岐点だ。

　これまでは動けず、いいようにされてきた。だが、今は違う。

　そのための七年間であり、《御園》であり、《長》の座だ。

　今度は、こっちから仕掛けてやる。

　一息を挟み、自然と浮かび上がる笑みを抑えず──仕込みの最後を、口にする。

「《カムイエムシ》と《経けい異い連れん》に計画通り協働の連絡を。《異い戦せん雪せつ原げん》には伊い瀬せ深み雪ゆきの証言を渡して協働と共に、接触したやつの洗い出しと隠れ家が潰つぶしを並行するように指示しろ」

「了解しました」

　由枝さんの言葉は短く。執務机に備え付けられた電話を取り上げ、連絡を取ってはまた次の部署に連絡をしていく。

　それを見て、本格的に動き出した実感を得ながら椅子に深く腰掛け部屋を見渡せば、皐月が向かいのソファーに座る詞香を小さな声で呼んでいた。

「詞香ちゃん、ちょっといいですか？」

「……？」

「今のお兄ちゃんにはちょっと聞きづらいんで。《カムイエムシ》とか《経異連》ってなんです？　《異い戦せん雪せつ原げん》と並んでたってことは別の異能者組織ですか？」

「……そ、う。さつきさん、頭……いい」

「え、そうですか？　照れますねぇ」

「……思ってた、よりは」

「だから詞ふみ香かちゃん、皐さ月つきのことどれだけアホの子だと思ってるんですか!?　お兄ちゃんより頭いいんですよ!?」

「……さつき、さん。しー」

「おっとと」

　電話中の由ゆ枝えさんに視線を向けた詞香にたしなめられ、慌てて口を押さえる皐月。

　もはや完全に歳としが逆転しているような二人は、由枝さんが怒ってこないのを見て、大丈夫だと判断したらしく再び小声で会話を再開する。

「……《カムイエムシ》、は……北」

「北？　北ほつ海かい道どうとかですか？」

「……それと……東とう北ほく、の一部、も」

「ほうほう。たしか《異戦雪原》が北ほく陸りくとかでしたから、さらに上の方ってことですね」

　では、と皐月は栗くり色いろのローツインテールを揺らして首をかしげ、

「《経けい異い連れん》、というのは？　若干他ほかの二つと語感が違いますが」

「……関かん東とう、の異能者たち。小さな集団の、集まり。れん……ごう？」

「ああ、連合ですか」

「……う、ん。長い、から……《経異連》は、略称。なん、だっけ……？」

　かくん、と壊れた人形のように首をかしげて正面の皐月をビクッとさせながら、俺おれへと視線を向けてくる詞香。

「ちょ、ちょっと詞香ちゃん。今のお兄ちゃんには聞きづらいって──」

「ああ、いや。かまわないよ」

　詞香の視線に気づいて慌てて止めに入る皐月に手を振りながら、詞香の疑問に答える。

「《経異連》。正式名称は《経けい済ざいにおける異い能のうの存そん在ざいを憂うれう諸しよ組そ織しき連れん合ごう》。長いだろ？　だから誰だれもが《経異連》としか呼ばないんだ。主に関東東海をまとめる異能者組織で、首都圏を勢力圏にするだけあって、政治や経済に強い」

《異戦雪原》《カムイエムシ》《経異連》──そして、《御み園その》。

「中ちゆう部ぶ以西を中心に治める《御園》を含めたこの四組織が、日本の中では大手に分類される異能者組織だ」

「はー……。じゃあ全部と手を結んだら、今度こそ完全に日本征服完了ですね」

　俺が普通に答えたことで、なにに遠慮していたのかわからないが皐月もいつものような軽口を叩たたく。

　そして、自分で言って疑問に感じたのか首をひねり、

「あまり仲がよくないと聞いてますが、お兄ちゃんはどうしてそんなところと連絡を？　ぶっちゃけた話、《御み園その》だけでも十分に好き放題できるくらい、日本征服はできてるんですよね？」

「なに、簡単なことだ」

　そう。簡単なことだ。答えは皐さ月つき自身が口にしている。

《御園》が巨大かつ強大すぎて、軋あつ轢れきはあれど他ほかの異能者組織が《御園》の傘下のような扱いになっているとはいえ、正式に連絡をして手を取り合う。

　それは、皐月の言葉通り《御園》が日本全域に、手が届かないところなどなくなるということ。

　作り上げるのは、こちらの初手。

　仕上げの最終段階。

　笑いながら告げるそれは──

「────包囲網、だ」
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　曇くもり空であるにもかかわらず、湿度が高く不快な昼時。

　エアコンや昼食を求め、短い昼休みを有意義に過ごすべく早足に歩くビジネスマンに交じり、その男は連れも荷物もなく一人で歩いていた。

「こちらにまで、手を伸ばすとはねぇ……」

　小さく呟つぶやきながら歩く男は二〇代半ばほどだろうか。

　だが、働き盛りの力強さも若々しさも感じられず、その病的なまでの細い体つきはこの暑い夏にあって、いつ倒れるのかと心配になるほどだ。

「暇ひまな人たちだねぇ」

　粘ねばつくような響きの声をもらし男が思いだすのは、ちょうど一日前。昼食を食べ町外れの隠れ家がに戻ったときのこと。

「まさか《カムイエムシ》と《異い戦せん雪せつ原げん》が手を結ぶとは思わなかったね」

　彼が現役時代に知るかぎりでは《異戦雪原》は武闘派で、《御み園その》をはじめどの組織にも突っかかっていくという印象だった。

　そして《カムイエムシ》はその逆。警察などと協力し異能を犯罪捜査などに用いているものの、かなりの穏健派。勢力圏の接している《異戦雪原》が突っかかってこようと『まあまあ』とたしなめるようなところだった。

　だからこそ、男は《カムイエムシ》と《異戦雪原》の境界近くにある──双方共に手の出しづらい干渉地域にも似た場所にある隠れ家に、ここのところ潜んでいた。

「それも、今日までだねぇ……。魚がおいしかったのに、残念だね」

　しかし昨日。彼の住処すみかだった古いアパートは、その姿を一変していた。

「他ほかの住民もいたというのに、武闘派の《異戦雪原》らしいねぇ」

　彼が見たのは火に包まれ、煙を上げるアパート。それも一部屋ではなく、建物を一棟まるごと。周りに延焼する様子が見えないのは、それが異能による炎だからだろう。

　そしてその下、建物の周囲を囲んでいたのは……《異戦雪原》と《カムイエムシ》。両組織の異能者たち。

「手を結んではぐれ捜索とはね」

　彼らからもれ聞いたところによると、《カムイエムシ》と《異戦雪原》が手を結び、大規模なはぐれ捜索を行っているとのことだった。

　それだけならば──捜索のはずが焼き払うという方法はさておき──まだありえないというほどのものではなかった。

　しかし、

「《経けい異い連れん》も、となると……これはまいったねぇ」

　隠れ家がの一つが焼き払われたことを確認したその足で、男は数ある隠れ家のうち《経けい異い連れん》内のものを選択して移動を開始した。

　だが、男が向かった隠れ家は、そのことごとくが人ならざる力──異能によって破壊されており、五軒目にして無事な隠れ家を発見したものの……

「“〝追つい跡せき”〟“〝探たん知ち”〟“〝千せん里り眼がん”〟。どれも堅実な《経異連》らしい異能だねぇ」

　そこにあったのは、入ってきた者を追跡し、マーキングを施し、それらと組み合わせてマーキングされた者の周囲を把握するという、異能によるトラップの数々だった。

「こういうのも、昔取った杵きね柄づかというのかねぇ」

　異能の罠わなに引っかかる前に、経験から罠を看破し逃走した男は呟つぶやき、どこか病的に笑う。

「おそらく、調べるだけ調べ尽くされたあとだろうねぇ……。“〝過か去こ復ふく元げん”〟系に“〝照しよう合ごう”〟系も使われたと考えるべきかね」

　そして、調べたあとに帰ってくるのを待つでもなく破壊するのは、

「どちらも、警告だろうねぇ……」

　わかりやすい破壊の跡は、すでに自分の存在がばれているという警告だと男は考える。

　どこまでばれているのかはわからないものの、少なくとも隠れ家は把握されている。

　そうなるとどこまで知られているのか、素性や顔なども特定されており、今にも後ろから肩を叩たたかれるのではないかと萎い縮しゆくし、行動の幅が狭まる。

　しかし、隠れ家を潰つぶされた以上、残された隠れ家も安全とはいえず、見つからぬよう引きこもることもできずに人目のある街を歩くしかなくなる。

「なんとも、嫌らしい手だねぇ……」

　これを考えたのは、どこのどいつか。性根が腐っているのではないだろうか。

「ふふ。ボクに、腐っているなんて言われたくはないだろうけどねぇ──おや？」

　男が不思議そうに懐から取り出したのは、初期設定の着信音を鳴らす型の古いケータイ。

　見たことのない番号に彼は訝いぶかしみながら、ケータイを耳に当てる。

「もしもし……？」

『ああ、あんた。まだ捕まってなかったんだな！』

　聞こえてきたのは、焦っているようにも興奮しているようにも聞こえる大声。

　男はその声が隠れ家や表に出せない資金を仲介し、その洗浄を行う代わりに手数料を取る協力者のものだと思いだし、口を開こうとする。

　だが、それよりも早く、電話口から再び大声が響く。

『今すぐ国外に逃げろ！　日本はもうダメだ！』

「日本は……？　各組織の一斉はぐれ捜索のことかね？」

『はぐれ捜索!?　なに悠長なことを言ってんだ！　狙ねらいは、あんただよ！』

　電話先の男は走っているのか、荒い息を挟みながらまくし立てる。

『なにをやらかしたんだ、あんた！　指名手配がかかった！　それも日本全域、全異能者組織が協力した指名手配だ！　こんなの聞いたことがねえぞ!?　逃げ場がない！』

「……そういうことかね」

《御み園その》や《異い戦せん雪せつ原げん》といった異能者組織からなんらかの事情で外れたはぐれ異能者は、異能者の秘匿と安定を掲げる《御園》の意向により、どの異能者組織も歓迎していない。どのような行動を起こして異能者の存在を表に晒さらすことになるかもわからないからである。

　だからといってここまで大規模な『はぐれ狩り』が行われるとは、男にとっても予想外でしかなかったのだが、この電話で納得がいった。

『あんたは五年来の上客だったから餞せん別べつに教えてやったが、それもここまでだ！　これ以上はもう手伝えない！　こっちの身が危うすぎる！　クソが！　協力者同業者まで全部潰つぶして、異能業界の闇やみを全部洗い出す気か!?』

　狙ねらいがボクなら、そこまでのことはきっと考えていないだろうねぇ……と男は思い、しかしそれを伝えるよりも早く、叫び声が電話口から聞こえてくる。

『ファック!!　“〝消しよう失しつ”〟のやつ、もう追いつきやがった！　悪名高い暗殺者を雇って、暗部同士で喰くい合わせるだと!?　いくらなんでも限度ってもんが──』

『────消えろ』

『地面が……っ！　やめ……っ。金なら倍でも三倍でも──』

『────俺おれは消すために存在する、機械。機械に、余分な金は必要ない。最初に命令を入力したのが誰だれか、それだけだ』

『や、やめ──』

　男はその叫びを聞き終わる前に電話を切り、折りたたんだケータイを弄もてあそぶ。

「…………今いま更さらとはいえ、少々動きすぎたかねぇ」

　事件との関連性に気づかれ、目をつけられてしまったか、と男はやや早足になりながら考えをめぐらせる。

　異能者組織による指名手配がかかっているという話が本当ならば、すでにどこにいようと安全ではないだろう。

　裏社会のネットワークというのは、表のそれ以上に速い。

　人目から逃れるために新しい隠れ家がを手に入れようにも、国外逃亡のための資金を手に入れようにも、協力者すら潰しにかかっているならばもはや協力する者などいないだろう。それどころか、自らの身かわいさに、接触してきた男を売る可能性すらある。

「新たな実験をする者は、常に孤独だねぇ」

　自らの境遇を皮肉り、男はちょうどついた駅に入り込む。

　これすら見張られているかもしれないが、そうして怯おびえてしまっては思う壺つぼ。ならばいっそのこと大胆に──

「そうだねぇ……次は、もう少し実験対象の近くに潜んでみようかね」

　これまでは追っ手に見つからないよう間接的に、遠方から実験の準備を進めていた。

　だが日本中から追っ手がかかるのならば、もはや近くであろうと遠くであろうと、さほど変わりはない。むしろリスクが変わらないのならば、近くに潜む方が……

「直接、ボクが動くこともできるしねぇ」

　呟つぶやいた男は人ひと混ごみの中、手のひらで弄もてあそんでいたケータイを無造作に放ほうり捨て、改札をくぐっていく。

「新しいケータイも、手に入れないとねぇ……」

　しかし、その人混みが途切れたとき、地面にあったのは古い型の二つ折りケータイではなく……腐り落ちた果実のように泡を吹く、プラスチックの塊かたまりだけだった。
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「もしもし？」

《長おさ》の部屋で行動を開始したあの日から、一週間。

『日向ひなた？　あたし。今ちょっといい？』

　学校から帰宅した俺おれたちが綾あや川かわ家に入るなり、待ちかまえていたように着信音を響かせ出したケータイに出れば、聞こえてきたのは聞き慣れた由ゆ枝えさんの声。

「ああ、由枝さん。かまわないよ」

　手振りで先に着替えるよう鈴すず莉りと皐さ月つきを促しながら俺の足は奥のキッチンへ向かう。

　基本的に俺以外誰だれも入ってこない、内緒話にはうってつけのキッチンの流し台に背を預けながら、電話先の由枝さんを促す。

「それで？」

『各作業の進しん捗ちよくについての報告を』

　由枝さんはそう言って一息入れると、手元に報告書でもあるのか迷うことなくすらすらと言葉を連ねていく。

『《カムイエムシ》《経けい異い連れん》《異い戦せん雪せつ原げん》の各組織は、それぞれの勢力圏内で行動を開始した、と連絡があったわ。隠れ家がになりそうな怪しい住居の捜索、各組織内ではぐれや意向に沿わない者へ力を貸している協力者捜し。どれもずいぶん力を入れているようね』

「動きが早いな」

『そういうものでしょ。《御み園その》が捜しているあいつを発見できれば、《御園》に恩を売ることができる。それに他組織にも逃げ込ませない一斉捜査。多少でも目端が利けば、組織浄化にも繋つながるこの機会を逃すわけがないってね』

「ま、それくらいのうまみがなけりゃ、そうそう動きはしないよな」

　異能を神からの授かりものと考える《カムイエムシ》はこういう正義をお題目に掲げたような話が好きだし、《経けい異い連れん》は新興かつその実態が互助組合とあって、平和主義の今の《御み園その》とはまだしも仲がいい。

　一番問題だった武闘派の《異い戦せん雪せつ原げん》だが……こちらもかの姫君、伊い瀬せ深み雪ゆきのおかげで比較的素直に話を聞いてくれている。

「没落した源流の娘を人質に取っているようで心苦しいよ」

『ようで、というかまさにそのものでしょうが。この悪党』

「共犯者がそれを言うか？」

　くっくっと喉のどで笑う。

「だいたい、《異戦雪原》も話を聞きさえすれば、すぐに協力を申し出ただろう？」

『正解。あそこは建前建前で、本題に持っていくまでが長いんだから……』

「設立のときからそういうスタンスで来てるんだから、今いま更さらどうしようもないんだろ」

《御園》からの要請とはいえ、姫を人質に取られているという状況がなければ、ここまですんなりと話が通ることはなかっただろう。

　それに、他ほか二つの組織同様《異戦雪原》にだって、この作戦に参加するうまみは十分にある。

　伊瀬深雪の証言いわく、反《御園》──《異戦雪原》にとっては反主流派となる者たちが素性の知れないはぐれを匿かくまい、資金提供までしていることがわかったのだから。そんな不穏分子、放ほうっておけるはずもない。

　その排除を《御園》の金と、他組織の勢力圏に逃がすこともない統制の下で行えるとあっては、拒む理由はない。

　逆に協力しなかった場合は、現在《異戦雪原》の上層部にいる大隊長方──《異戦雪原》の本流である伊瀬家を没落させ、中枢から追いやった彼らにとって、少々厄介なことにもなり得る。

《異戦雪原》を作り上げた本流の伊瀬家、その末まつ裔えいである姫・伊瀬深雪は今、日本最大手の異能者組織《御園》の庇ひ護ご下にいるのだから。

　ここでもし、俺おれたちが伊瀬深雪に真実を教え正当なる権利のために立ち上がった彼女に手を貸せば……どうなるかは、わざわざ想像するまでもない。

　故に《異戦雪原》の上層部は《御園》に協力し、伊瀬深雪に何も知られないまま、粛々と事を進めて彼女を手元に戻すことが最善手となる。

「裏の方は了解。だいたい想定していた通りだ」

　由ゆ枝えさんにそう言いながら視線を感じてダイニングを向くと、薄手なのにフリルたっぷりのゴスロリっぽい私服に着替えてきた鈴すず莉りが手に、

『アイス食べてもいい？』

　なんてメモを持って小首をかしげていたので、冷凍庫からイチゴの果肉入りアイスとスプーンを取り出して渡してやる。あー、もう在庫がないな。後で買いに行かないと。

　そうしている間にも、由ゆ枝えさんからの報告は続く。

『それじゃあ、次は表の方。こっちは──』

「ちょうど今、その成果が見えてるよ」

　由枝さんの言葉を遮り、アイスを持って嬉うれしそうにとてとてとリビングに戻っていく鈴すず莉りのさらに向こうへと視線を向ける。

　そこにあるのは、最近になって皐さ月つきが「小さいです！」と言って創つくり出した大画面の薄型テレビ。

　その手前では、私服の桃色ワンピースに着替えて鈴莉と一緒に下りてきたらしき皐月が、ソファーに座る流れでつけたテレビを見るでもなく、ソファーの背越しに俺おれの方をどことなく心配そうな視線でじっと見つめており……俺が視線を合わせると、急に顔を背けてしまった。

　自ら背けたにもかかわらず、チラチラとこちらを窺うかがう皐月の視線は気になるものの、俺の意識は皐月のつけたテレビ、そこに映る成果に引き寄せられる。

　夕方のニュース番組らしきテレビ画面には『速報　複数事件の首謀者を指名手配』というテロップが躍っており、キャスターやコメンテーターたちが口々に意見を述べていた。

『────今回警察が指名手配に踏み切ったのは、先日県内の会計事務所で起きた強盗放火事件に容疑者が関与している可能性が濃厚であり、その際に発見した証拠から他ほか複数の事件とも関連性が見つけられたためとのことです』

『この容疑者は自分の手は汚さず、凶悪事件をいくつも教きよう唆さしていたそうですね。警察は関連性は不明としながらも、国内でのテロなどに関与も──』

『しかも事件の中には、幼い子供が巻き込まれたものまで。痛ましくも亡くなった方も多数いらっしゃるそうで──』

『ビルへの放火にも、となると被害に遭われた方はどれほどの規模になるのか──』

『──ただ今、警察から発表がありました！　警察はこの男を最重要容疑者とし、全国の警察へ指名手配をすると共に、有益な情報の提供者には懸賞金を出すとのことです！』

『それでは現在公表されている容疑者、灰はい島じま芥あくたについての情報をもう一度おさらいしていきましょう──』

　テレビでは指名手配されたと話題になっている男──灰島芥の大判写真が映し出され、個々の事件への関連性や素性などが読み上げられていく。

「お姉ちゃん。いくらお兄ちゃんがいるとはいえ、気をつけなきゃダメですよ。こんな怖い人が野放しになっているなんて。警察はなにをやっているんでしょう」

「そ、そうだね～。気をつけないとね～……」

「おや？　お姉ちゃんどうかしました？　そんなに微妙な顔で。アイス傷んでました？」

　純粋な皐さ月つきの心配に、報道の裏を知っている鈴すず莉りが目を泳がせる。

　そんな二人の声を聞きながら、俺おれは意識を電話の方へと戻す。

「コメンテーターも仕込みか？」

『正解。凶悪犯ってイメージを煽あおった方が、警察も善良な市民も動かしやすいもの』

「えげつねえ……」

『元はといえばあんたの作戦でしょうが！』

「俺はもっと穏当な作戦出しましたー。いそうなところ全部焼き払えって言いましたー」

『却下に決まってるでしょうが！　だいたい空爆って意外と生き残りやすいのよ？　運良く殺やれても、バラバラじゃ確認がしづらいじゃない』

　そういう問題だろうか……。

　ともかく、と由ゆ枝えさんは仕切り直し、

『政府や警察の方から手を回して、あいつを多数の凶悪犯罪の首謀者として指名手配することに成功したわ。嘘うそや誇張も大量にあるけど、大筋は間違ってないから大丈夫でしょ』

「ああ。警察に捕まえてもらうことは期待してないからな」

　重要なのは、人の目だ。

　日本人口一億三千万。街を歩けばたった百メートルで十数人以上とすれ違う。それだけの人が、凶悪犯を捜す──あいつを捜す目になる。

　そうして入ってきた情報は警察だけでなく、《御み園その》や各異能者組織で共有され、俺の元へと届く。これもある意味世論を味方につける、というよくある手法だ。

「表の方も了解。進みとしては？」

『予定通り。突発的な発表だから、政府や警察内部はずいぶんと編成なんかにごたついてるみたい。マスコミによる市民の目も、周知にあと数日はかかるでしょうね』

「裏は？」

『各組織で進みや段取りに違いはあるけど、どこもだいたい今は協力者潰つぶしの最中。協力者を潰して、退路を断ってから狩り、ね。警察や市民の目もあるし、狩り場が広がるけど表に誘おびき出してくれるのは作戦通り。問題ないわ』

「了解。どっちも順調そうでなによりだ」

　となれば、この表と裏、一般人と異能者を使い、日本全国に張り巡らせた包囲網が完成するには、あと数日かかるか。

　それまでの間、やつがどう動くか想定はしてあれど、気は抜けない。

　もっとも……包囲網が完成したらしたで、気は抜けないのだが。

『あと、妙たえさん──日向ひなたのおばあさまにも、護衛として処理班イレース数名を回してあるわ。あの方も本家の一人だから、狙ねらわれる可能性はあるでしょ？』

「助かる」

　ばーさんが狙ねらわれるよりは先に、こちらを排除して戦力を無力化すると思われるが、所しよ詮せんは推測。打てる手は打っておくべきだ。

『……ねえ、日向ひなた』

「ん？」

　などと考えていると、電話の向こうで由ゆ枝えさんが声のトーンを一段落とした。

『あんたがこれに賭ける思いはわかってるわ。あんたの性格もよく、ね。それでも……それでも、身近な年上として、あえて言わせてもらうわ』

　そう言って由枝さんは真面目まじめな声こわ音ねで……しかし、どこか悲しげな響きを含ませ、

『もうちょっと、周りに頼ることを覚えなさい。あんたはごまかせてるつもりでも……近しい人は、変化に敏感なものよ』

「……肝きもに銘めいじておくよ」

『そうしてちょうだい。悲しませたら、本末転倒でしょ？』

「そりゃそうだ」

　だけど、

「知らずにいてくれるなら、それが一番いい。だろ？」

『それは、そうだけど……』

　わがままを言う子供にどう対処しようか困っているような、そんな声を出す由枝さんに心の中で謝る。

　いつも苦労をかけてすまない、と。彼女がそんな言葉を望まないと知っているから、あくまで心の中だけで。

「それじゃあ、報告ありがと。またなにかあったら連絡してくれ」

『了解。あんたもね』

　それじゃあ、ともう一度言って電話を切り、ケータイをポケットに突っこみながらリビングへと向かう。

　すると、

「…………」

「皐さ月つき？」

　難しい顔で俺おれのことを見ていた皐月と、目が合った。

　皐月はなにか言いたげな……だが、なにかが引っかかり言い出せないという、困惑したような悲しいような怒っているような複雑な顔で俺を見つめ続ける。

　恥ずかしがり屋の皐月は互いに目が合うとすぐに外して泳がす癖があるのだが、どうやらそれすら起こらないほど、なにかに気を取られているらしい。

　そういえば、電話中もチラチラとこちらの様子を窺うかがってきていたな。キッチンとリビングで離れているから、内容は聞こえなかっただろうけど……。

「皐さ月つき？　どうかしたか？」

　内心を読み取られないようにしながらもう一度皐月に呼びかけ、隣に腰掛ける。

「お兄ちゃん……」

　皐月は小さく呟つぶやくと、まるで俺おれの存在を確かめるように──自分の側そばにつなぎ止めようとするかのように、俺の手を握る。

「大丈夫……ですか？」

　囁ささやくように訊たずねる皐月の視線は真まっ直すぐ、俺の顔に向けられたまま。

　複雑な色を湛たたえた表情は変わらず、その中でも一番濃い心配の感情を栗くり色いろの瞳ひとみに宿し、皐月は俺を見据える。

「大丈夫って、なにがだ？」

「…………やっぱり、お兄ちゃんなら……そう言いますよね」

　俺が平静を保たもったまま問い返せば、皐月は諦あきらめたような吐と息いきと共に言葉をもらす。

「皐月は、お兄ちゃんがなにをしているのか知らないです。どうしてあんな顔をしているのかもわからないです」

　でも、と皐月は俺を見つめ、

「そんな皐月ですが、頼ってくれないのは……悲しいです。なにかを一人で背負い込んでるようなお兄ちゃんには、ちょっと怒ってます」

「それは、どういう……」

「…………わからないなら、別にいいです」

　皐月の不意に見せた真剣な表情に当惑する俺から、皐月は拗すねたようにふいっと顔を逸そらす。

「っ!?」

　直後、その顔が驚きに固まるのを見て、俺もつられて視線を動かし──

「さーつーきーちゃんっ。とうっ」

「ひゃわっ!?」

　顔の僅わずか先を飛んできた鈴すず莉りに押し倒されて、皐月がソファーに沈み込んだ。

「む～！　むぅ～！」

　そのまま皐月に馬乗りになり、ぽかぽかとだだっ子パンチをくりだす鈴莉。

　俺の目の前にはそんな鈴莉の下半身が鎮座ましましており……わーい、ストッキング越しのおパンツ様ー。むにっと潰つぶれた感じで眼福眼福。

「ちょっと！　いつも見てるくせに、お兄ちゃんなにしてるんですか！　早く助けてくださいよ！」

「まだまだ甘いなあ、皐月は」

「な、なんですか。その余裕かました態度は」

「むぅ～。むぅ～！」

　ぽかぽか叩たたかれながらの皐さ月つきと、それを見下ろしながら会話する俺おれ。

　いやはや、皐月は本当に甘い。

「いつもの俺と鈴すず莉りぐらい甘い」

「それとんでもないですよね!?　常人には致死量レベルの甘さですよね!?」

「いや、それほどでも……」

「照れた!?　なんで!?」

　うん、由ゆ枝えさんの諦あきらめ気味なつっこみと違って、こいつのつっこみもいいなあ。小気味いいテンポだ。

「たしかに、鈴莉の下着はよく見ている。見慣れてると言っても過言じゃない」

「じゃあわざわざ今見なくてもいいじゃないですか！　妹が襲われてるんですよ!?」

　いや、だって……

「誰だれかに馬乗りになってる状態を後ろから見るのって、俺と鈴莉だけじゃできないし。レアだぞ？」

「抱き枕まくらでも使えばいいじゃないですか！」

「俺の抱き枕は鈴莉だ！」

「…………。一瞬意味を理解して納得しちゃった自分がもう嫌です……。じゃあ布団でも丸めて使えばいいんじゃないですか……」

「…………あー」

「あ！　この兄、そこまで思考が及んでませんでしたよ！　絶対思いつきで行動してましたよ！」

「…………ま、まあ。それはさておき」

「さておいた！　あくまで自分の非を認めない気ですね！」

　妹うるさい。

「鈴莉ー。もう十分叩いただろー」

「む～……」

　鈴莉の小さく軽い体をひょいっと抱え上げ、そのまま後ろ向きに進んで一人がけのソファーへ腰を下ろす。鈴莉は当然、膝ひざの上に。ぎゅっと不機嫌そうな鈴莉を包み込むように抱きしめる。

「それで、今回の嫉しつ妬と原因は？」

「……皐月ちゃん、ひなくんのこと電話中からず～っと熱い視線で見つめ続けてたもん。さっきも変な雰囲気だったもん」

「あー……」

　たしかに見てた。熱いかどうかは微妙ながら、なんだかいろいろな感情のこもった複雑な視線で。だから俺おれも気になって声をかけたわけだ。

　でも、

「いつも言ってるだろ？　俺は鈴すず莉りが一番なんだって」

　言葉と共に、膝ひざの上で横座りになった鈴莉の唇へ軽くキスを落とす。

「あ……えへへ」

　ああもう、はにかむ鈴莉はかわいいなあ。

「ごめんね、皐さ月つきちゃん。私、どうしてもひなくんのことになると……」

「ああ、いえ。気にしないでください。お姉ちゃんがヤンデレ属性持ちなのは承知の上なので。勘違いされるような行動を取った皐月が迂う闊かつでした」

「その納得のされ方はちょっと嫌かも……」

　そしてちゃんと謝る。なんてよくできた彼女だ。頭をなでてやろう。

「わ、ひなくんどうしたの～？」

「んー、鈴莉が愛いとおしくて。かわいいなあって」

「も、もう。ひなくんったら……ひなくんも、かっこいいよ♪」

「鈴莉～」

「ひ～なく～ん♪」

　なんて皐月が服を整えるまでひとしきりじゃれあっていると、垂れ流されていたテレビから楽しそうな音楽と子供たちの声が聞こえてきた。

「あー、そういえば夏ですねー」

　綾あや川かわ家に来た最初よりは暖かみがあるものの、それでも冷たい視線を送る皐月は疲れたような息を吐きつつ呟つぶやく。

　テレビに映っていたのは、提供《御み園その》の凶悪犯罪うんたらかんたらから打って変わって、楽しそうに公園で遊ぶ子供たちや『この夏必須！』とか銘打たれた行楽グッズの数々。

「もうすぐ夏休みだねっ」

「だなー。今年はどうするか」

「お兄ちゃんたちは、去年まで夏休みにどんなことしてました？」

　それにつられるように、自然と俺たちの会話も迫ってきた夏休みへと移り出す。

「んー……なにしてたっけ？」

「えと……大掃除とかしたよね」

「あー、したした。鈴莉が掃除機と洗濯機と蛇口を連続で壊したときな」

「こ、壊してないもん！　買い直さずにすんだもん！　……ごめんなさい」

「うんまあ、それはいいんだけどさ」

　しゅんとしてしまった鈴莉の頭をなで、またこいつらは……みたいな顔をしている皐月に向き直る。

「結構普通だぞ？　俺おれたち二人だけだったから家事とかに時間は取られたけど、それでも庭で花火したりとか、スイカ食べたりとか」

「思いの外小規模ですね。てっきり海外旅行くらいは行ってたのかと」

「ほら、俺たち基本的に出不精だし。俺は鈴すず莉りがいれば、それだけで」

「私も～。ひなくんさえいればどこでもおっけ～。それに、おうちでひなくんとごろごろだらだら～ってしてるのがいいの。まったりしてて」

「老夫婦ですか、お二人とも……」

「夫婦……えへへぇ～、ひなくんひなくん。私たち夫婦だって♪」

「そう見えるってのは、嬉うれしいことだよな」

「はいそこすぐやめる。皐さ月つきを熱中症で殺す気ですか」

　おう……マジ顔だ。怒りゲージがすでに三本溜たまってたか。ゲージ解放必殺技で剣を降らしかねない。

　鈴莉もその恐怖を感じ取ったのか、名な残ごり惜しそうに俺の胸むな元もとに手を置きながらも話題を元に戻す。

「んと、それじゃあ今年はどうする？　海とかプールとか行く？」

　そう言って、ちょうどテレビに映っているいろとりどりの水着を指さす鈴莉。

　水着……うむ……うむ！

「そうだな！　せっかくの夏だし、泳ぎに行くのは必須だな！」

「お兄ちゃん、建前じゃなくて本音で喋しやべっていいですよ」

「泳ぎに行こう！」

「おや？　てっきりお姉ちゃんの水着姿が見たいのかと思ったのに」

　だから皐月は甘いなあ。

「鈴莉は部屋でも水着を着てくれる！　だがまぶしい日差しの下や、水に濡ぬれて湿ってはりついた水着というのもいいものだとは思わないか!?」

「どこからつっこめばいいんですか!?　フェチシズムたっぷりなところにですか!?　それとも隣の部屋でそんなコスプレが行われていたことがまず最初ですか!?」

「ひなくんったら、あのときはすごくて♪　それに、黒ストやパーカーも……きゃっ♪」

「やばい！　これは過去最大級にやばい地雷を踏んだ気がしますよ！」

　ともあれ、

「泳ぎに行くのは賛成です。皐月、山育ちだったので学校以外で泳いだことないですし」

　コホン、と咳せき払ばらいをして脱線しかかった話題を元に戻す皐月。

　しかし続けて、ちょっと赤い顔で俺に流し目なんて送り、

「お、お兄ちゃんが見たいなら、皐月の水着姿も……じっくり見ていいですよ？」

「その前にお腹なかのお肉どうにかしようなー」

「うっさいですよ!!」

　あ、まずい。マジギレした。手元に金かな槌づちどころか剣創つくり出しやがった。

　……まあ、隙すきを見てさわってみたものの、実際は言うほどでもないのではあるが。

　油断気味ってだけで、スタイル自体は崩くずれてないからなーこいつ。毎晩俺おれたちの部屋と張り合うかのように健康器具をガチャガチャいわせているだけはある。

「あとおまえには学習能力がないのか？」

「はい？　この優等生様に向かってなにを──」

　ふふん、と若干見下した感じでそのまだまだ成長期の胸を張る学年五位様だったが、その顔は俺に抱えられた鈴すず莉りの笑顔を見て、凍りついた。

「皐さ月つきちゃん？　ひなくんに水着姿を見せて……なんなのかな？」

「お、お姉ちゃん!?　なんですかその暗黒微笑！　こ、これはですね。違うんです。ただただ見てもらいたい欲求といいますか……」

「皐月ちゃん、露出狂？」

「違いますよ!?　お兄ちゃん以外には水着姿でも恥ずかしいですよ!?」

「……ほう」

「お、おや？　お姉ちゃん？　その文庫本はどこから？　えっと、投とう擲てき体勢に入ってますけど、文庫本は投げるものじゃないですよ？」

　本当に、これで学年五位なんだよなあ……。

　再び鈴莉の嫉しつ妬とにより攻撃をくらう皐月を見ながらため息を吐つく。

「ほら鈴莉ー。本傷むだろー」

「皐月の心配はどうしたんですか、お兄ちゃん!?」

「むぅ」

　渡さないと宣言するようにひしっと俺に抱きつき、また不満そうに唸うなる鈴莉。

「あーもうそんなにほっぺた膨ふくらませて。ぷにぷにするぞ」

「ぷにぷに……して？　そうしないと私、怒ったままだよ……？」

「ったく、かわいいなあ鈴莉は！」

　上目遣いにそんなことを言う、鈴莉のつきたてお餅もちがごとく柔らかいほっぺたをぷにぷにつつきながら、

「じゃあ泳ぎに行くのは確定ってことで。せっかくだから海に行くか」

「いいですねえ、海。──白い砂浜で走って『待てー』『捕まえてごらんなさーい』とか。波打ち際に相合い傘を描いて、波に消されてしまって……でも、『俺たちの愛は消されはしない。永遠だよ』…………とか！　きゃーっ！　きゃーっ！」

　黄色い悲鳴を上げながら興奮してバンバンバンバンとローテーブルを叩たたく皐月。

　だめだこいつ早くなんとかしないと。

「あ、でも砂浜に相合い傘はやるか。もう周り全員に鈴すず莉りは俺おれの彼女だ、って示す感じで」

「あは、それ賛成～。ひなくんは私の彼氏さんって宣言しちゃうもん♪」

　などと語り合っているうちにテレビの夏特集も終わり、次の話題に。

　その話題を見て、思わず鈴莉と声をそろえてしまう。

「「……結婚式」」

　テレビに映るのは、純白のウェディングドレスをまとった新婦。その隣には揃そろいのタキシードに身を包んだ新郎の姿もあり、二人が幸せそうに指輪を交わしている。

「夏あわせのウェディングプランの紹介か」

　自然と俺の視線は下を向き、同じく俺を見上げていた鈴莉と視線が絡み合う。

「鈴莉の、ウェディングレドレス……」

「ひなくんの、タキシード……」

　さすがというかなんというか、考えることは同じのようで、それぞれの口から言葉がもれる。

　鈴莉のウェディングドレス姿。

　それは想像するだけでもすでに言葉が見つからないくらい、とてもきれいなものになるだろう。

　小柄な体に反して大きな胸を強調するように胸むな元もとが開いたタイプでもいいし、逆に普段の服装同様、フリルやレースを多用したかわいらしいデザインでもいいかもしれない。

　そんな鈴莉と、教会でお互いに添い遂げることを誓い、指輪を交わし、唇を──

「えとえと……ひなくん」

　鈴莉も似たようなことを考えていたのか、うっすら朱に染まった顔で、俺の服を引いてくる。

　そして意識していたからかやけに艶なまめかしく見える赤い唇を、一度決意するようにきゅっと引き締め……それを、口にする。

「私……待ってるから。恋人同士になるまでに比べたら、ひなくんと結婚できるようになるまでなんて、もうあと一年もないもん」

「そう、だな。ずっと待たせてたもんな」

　俺が臆おく病びようだったから、幼なじみの関係を壊すのが怖かったから、鈴莉には──ずっと俺に『好き』と伝え続けてくれていた鈴莉には、今年の誕生日まで待たせることになってしまった。

　だから、それについては、

「ごめん、待たせて」

　でも、これからは、

「もう、待たせないから。鈴すず莉りが嫌がっても、ずっと隣にいるから」

「うんっ。ひなくんがすることで、私が嫌がるなんてことはないから、私のこと好きにしちゃってくださいっ。ひなくん、大好きだよ♪」

「鈴莉……」

「ひなくん……」

　予行演習ではなく、想おもいのままに。

　唇をあわせたのはほんの数秒。軽く交わすだけのキス。

　それでもお互いの気持ちはしっかりと交わされ、吐と息いきすらもふれる距離にいる鈴莉がふにゃりと大きな紫紺の瞳ひとみを緩めてもう一度その言葉を囁ささやく。

「ひなくん、大好き♪」



「え、ええとですね……」

　という言葉が聞こえたのは、それから数分後のこと。

　その間ずっと見つめ合い、時折キスを交わしたりしていた俺おれたちは、その遠慮がちな声に皐さ月つきへ視線を向けた。

「お二人はいろいろとまあ夢中になっていたので、お気づきになっていなかったかもしれませんが」

　皐月はそう前置きしてから、なんともいえない微妙な顔で、

「さっきのウェディングプランのやつですが結構近所で、その……お試しとかも、あるそうですよ？　とだけ」

　ボソボソと恥ずかしそうに言う皐月に、俺と鈴莉は顔を見合わせ、同時に答える。

「「それはしない」」

「あれ!?　てっきり興味を惹ひかれると思ったのに!?」

「だってもうあと一年もないもん」

「どうせだったらしっかりと本番で着たいよなあ」

「くっ、これが彼女持ちで経済的余裕があるやつの余裕……っ。だいたい一年だったらまだ在学中だから簡単には結婚できないはずなのに……っ」

「「…………あ」」

「二人とも勢いと感情任せで、そのあたりは考えてませんでしたね!?」

「ど、どうにか……しよう。うん」

「そ、そうだね。どうにか……しよう。きっと、ひなくんが」

「お姉ちゃんのお兄ちゃんに頼りっきりなのも、板についてきましたよね……」

　まあ、ウェディングドレスの鈴莉に惹かれないわけでもないけど、

「そのときは、練習やお試しじゃなくて」

「しっかり、ね♪」



　で、そんなちょっと気恥ずかしい一幕を挟んで再び鈴すず莉りを抱きかかえながらテレビを見れば、次の話題は旅行のご様子。毎年恒例のハワイ旅行が人気とかという話題。

「……ニュースしろよ」

「最近どの報道番組もこういうのばかりですからねー」

「旅行か～。んと、中学の修学旅行以来行ってなかったっけ？」

「だなー。あんまり距離があるのは……」

　もしものときに、怖い。

　という黙った部分から悟ったのか、それとも皐さ月つきも似たような危き惧ぐを抱き、そこから思いだしたのか。

「そういえば……お姉ちゃん、体の方はあれから大丈夫ですか？」

「ふぇ？　んと、昨日もひなくんが激しかったからちょっと疲れてるよ？」

「鈴莉もずいぶんと激しかっただろ？　休もうにも離してくれないし」

「そういう生々しい報告は要いりませんよ!?」

　栗くり色いろの二本尻尾しつぽを振り乱しながら叫ぶ皐月。

「一〇日くらい前ですよ！　本部でバーベキューしたあとくらいからお姉ちゃん、ちょっと体調崩くずしてたじゃないですか！」

　たしかに、鈴莉は一〇日ほど前──ちょうど《異い戦せん雪せつ原げん》とのことが一段落したあとくらいに少し体調を崩した。

　といっても入院するほどではなく、ぼーっとして倦けん怠たい感かんに微熱、食べ物はぐずって俺おれの口移ししか受け付けない。うんまあ、典型的な風邪っぽい症状だ。最後のが一般的かどうかはたぶん要議論だが。

　それも一日安静に──俺がつきっきりで──寝ていればみるみる回復し、その一日後には、本部でその……なんだ。いろいろできるくらい、いつも通りにまで回復した。

「あ～、そういえばそうだったかも」

「本人なのに軽いですね……。あのときは本気で心配したんですから……」

　むしろ本人だからこそ、原因がわかっていて軽くなるというか。

　かといって原因を言うのも、これはまた心配をかけてしまいそうで……言いづらい。

　鈴莉も同じ気持ちのようで、俺と視線を絡ませて、

『どうしよう？』

　とアイコンタクトを送ってきている。

　だが、それを勘違いしたアホが一人。

「お兄ちゃんと意味深な視線を…………はっ！　────ま、まさか！　皐月、叔母さんになってしまうんですか……!?」

「どうして夏バテとか夏風邪とか、そういう一般的な方向にいかないんだおまえは……」

「じゃ、じゃあイチャつきすぎて体力がなくなって、夏バテですか!?」

　あ、どうしても絡めたいんだ。いや、いいけど。大量の前科持ちの身でなにを言っても意味ないし。

「体調は大丈夫だよ～。寝てる間もひなくんにいっぱい愛情注いでもらったから、元気いっぱい！」

　むん、なんてかわいらしくノースリーブのブラウスから伸びた白い腕を曲げて力を込める鈴すず莉り。

　その全く力こぶなんてできないぷにぷにした腕を下ろして、鈴莉は再度、今度はそれを期待する笑顔とウインクをつけて。

「えへへ～。皐さ月つきちゃんが叔母さんになる日も、遠くないかもね♪」

「ま、マジですか!?　この年で、叔母さん……うわぁ……これは結構心にグサリときますね……」

「ほらー、鈴莉も変なところに油を注がない」

「ふぇ？」

　不思議そうに小首なんてかしげちゃって、かわいいなあ。

　そうしてまたいつものように鈴莉となでなでさわさわしたりされたりしていると、叔母さんという言葉の響きから立ち直った皐月が元気そうに俺おれとじゃれあう鈴莉を見て微笑ほほえみ、

「お姉ちゃんは、大丈夫そうですね。────でも……」

　直後に、再び心配そうな雰囲気も露あらわに……今度は、俺を見た。

　最後の呟つぶやきは思わずもれたものなのか、皐月は俺がそれに反応したのにも気づかない様子で、僅わずかに俯うつむき考え込んでしまう。

「皐月……？　さっきから、どうかしたのか？」

「へ!?　い、いえ！　なんでも──」

　手をぱたぱたと振り否定の言葉を続けようとした皐月だったが、途中で切ると、

「──そう、ですね。言葉にしないと、伝わらないこともありますよね。あれだけ言っても伝わらなかったのですし、もっと……素直に……。────お兄ちゃん」

「お、おう」

　なにかを決めた声で、呼びかけてきた。

　しかし、その顔は依然としてどこか心配そうに不安げなもので、俺も鈴莉もその雰囲気にのまれてしまう。

「…………心配、なんですよ」

　最初はぽつりと。

「心配……？」

「……お兄ちゃん、気づいてました？　本部にいるときも、さっきキッチンで電話しているときも、その間ずっと……怖い顔してました」

「…………」

　思い当たる節がないわけでは……ない。

　今実行している作戦は由ゆ枝えさんも言っていたが、いろいろなものを賭けた作戦だ。そこに込めた思いを考えると──抑えきれなかった可能性は、ある。

　黙ってしまった俺おれをどう思ったのか、皐さ月つきは悲しそうな色を声にまぜ、言葉を続ける。

「でも、皐月にはお兄ちゃんがそんな怖い顔をしてまでなにをしているのか……わかりません。“〝万ばん能のう”〟の本家、なんでも創つくり出せる異能者だなんていっても、こういうときには役立たずです……」

「そんなことはない。おまえに助けてもらったのも一回や二回じゃないだろ？」

　皐月が形、機能、名称を一致させられる物ならなんでも創造できる、“〝万能”〟を司つかさどる本家筋にあっても破格の異能──“〝万物創造オムニア・クリアート”〟。

　たしかにその異能には、多種を同時に創れない、そもそも創っても皐月自身が扱うことができるものは平均的女子高校生が扱える物と変わりはない。故に、攻撃に用いる場合は創った物を投げるか、重力を利用した上空からの自由落下攻撃くらいしかできない……など、その特性上不可避の欠点は存在する。

　だが、俺の真意がわからないのは、異能とは関係がなく。それを皐月が気に病む必要はなく。ただ、俺が話していないだけで──

「ええ、それはわかっています」

　俺の言いたいことが伝わったようで、皐月は小さく頷うなずく。

「わかって……いるんです。異能なんて関係ないってことも。お兄ちゃんの性格も。だからお兄ちゃんが皐月に話さないってことは、その必要性がないからだってことも、わかってるんです」

　でも、と皐月は感情が高ぶってきたのか、今にも泣き出しそうな声を絞り出す。

「心配なものは、心配なんですよ……っ」

　俺も鈴すず莉りも声を出すことができない中、皐月の言葉は続く。

「家事とか家のことだけじゃなく、皐月がこの家に来てから、皐月はお兄ちゃんに甘えっぱなしで頼りっぱなし。こんな皐月が言っても薄っぺらく聞こえるかもしれませんが、心配なんですよ……」

　まるで、

「まるで、あのとき──お兄ちゃんが暗殺者に戦いを挑む前の夜みたいで……また、お兄ちゃんが傷つくんじゃないかって……」

　そうだ。これは久く世ぜ竜りゆ也うやと戦う前日。皐さ月つきがベッドに潜り込んできたときと、同じ声。

「そうなったら、いくらお兄ちゃんでも、何度もあんなことをしていたらいつかは──」

「大丈夫だ」

　言葉にして最悪の想像をしてしまったのだろう。じわりと目に涙を浮かべる皐月を、抱きしめる。少しでも人肌の温かさで心が和やわらげば、と抱きしめる。

「皐月が心配するようなことは、なにもないから」

「……本当、ですか？」

「ああ。今してることだって、面倒くさいだけですぐに終わる。……だいたい」

「あうっ」

　抱きしめた背をなでていた手で軽く額ひたいをこづき、

「妹は兄に甘えるもんだ。迷惑をかけろって言ったはずだぞ？　いつもその特権を利用してる身で、知らないとは言わせないからな」

「で、ですが……っ」

「それに、だ」

　駄だ々だをこねるように身を揺すらせる皐月の両肩に手を置き、真まっ直すぐにその栗くり色いろの瞳ひとみを見つめる。

「俺おれは使う者だ。使うことは宿命──なんて言うと大げさだが、俺だけが持ち得た力なんだ。だから兄として、《長おさ》として、それを振るうのを、皐月が気にすることはない。それも、俺の意思であり、決して皐月が気に病むべきことじゃないんだから」

　ちらりと目を向ければ、鈴すず莉りが、

『いいの？』

　と視線を向けてきているのに気づく。

　だが、『これでいいんだ』と俺は視線を送り返す。

　そう。これでいい。

　嘘うそはついていない。しかし、真実も話してはいない。

　本当のこと──俺がなにをしているのか、そしてこれからなにをしようとしているのか、どうしてそれを決意したのかを話してしまえば……こいつは怒り、今以上に心労を増やすだろう。

　心配をかけるくらいなら、とは言わない。その心細さは、俺も知っているものだから。

　でも、これ以上の負担を皐月の心にかけるなら、今は心配をかける方が……ましだ。

　だからせめて、今の言葉を嘘にはしないように。

　これ以上の心配をかけないように……そう、せめて間近に迫る夏休みまでには終わらせられるように。そして不安も憂いもなく、夏休みを──『泳ぎたい』と言っていた皐月に、夏休みを満喫させるために。確実に、この計画を成功させる。

　決意も新たにする俺おれの前で、皐さ月つきは納得したのか。それとも、無む理り矢や理りに心を落ち着かせたのか。ぐしぐし手の甲で涙を拭ぬぐうと、再び見せた真剣な顔で、

「わかり……ました」

　そう、口にした。

　しかし、存外にも素直な返答に内心で安あん堵どの息をもらす俺の前で、なにに対してか皐月は頷うなずきを見せると、

「お兄ちゃん。皐月はお兄ちゃんの言葉を受け入れて、引き下がりましたね？」

「ん？　ああ、そういうことになる……のか？」

　諭しただけのような気もするが……まあ、皐月が俺の言葉を聞いてくれた、という事実は変わらないからどちらでもいいか。

　俺の返事を聞いた皐月は「では」と嬉うれしそうに口の端を上げ、

「お兄ちゃんに請われて皐月が引き下がった分、お兄ちゃんも皐月の要求をのんでくれますよね？」

「そういうことかよ……。なにが望みだ？」

　ちゃっかりしているというか抜け目がないというか。

　苦笑が浮かびそうになるが……その直前、するりと挟み込まれた皐月の要求に、俺は動きを止めてしまう。

「では──お兄ちゃんは、皐月にもできることがあったら、迷わず言ってください。なんでも手伝いますから。皐月を、頼ってください」

　それこそ、

「お兄ちゃんが使う者だというのなら、皐月は創つくる者として。お兄ちゃんは皐月を、手足のように使ってください」

　こればっかりは譲りませんよ？　とニヤリとした笑みを浮かべる皐月に硬直が解けた俺も笑みを返し、「降参」と両手を挙げる。

　まったく、こいつは。皐月、俺の妹よ。それは要求なんかじゃなくて、ただの……。

「了解。そんなときが来たら、手伝ってもらうよ」

「絶対ですからね？」

「ああ、無理矢理にでもこき使ってやるって」

　もっとも、そんなときが来ないように、俺は動いているのではあるが──。



「あ、お兄ちゃんもうちょっとだけ抱いててくれません？　その……落ち着くので」

「む～！　もうだめー！」

「ちょっ、お姉ちゃん本の角はマジでダメですよ!?　ダメですってぇ……」

　いやほんと学習しろよ……。



　　　　◇　◇　◇　◇



　皐さ月つきの悩みが聞けた日から、二日。

　休み時間にかかってきた電話に出た俺おれは、腕に鈴すず莉りを抱きつかせ神かみ代しろ学がく園えん校舎の屋上で由ゆ枝えさんからの報告を聞いていた。

『警察庁は協力部署を各都道府県警に立ち上げさせ、首相もコメントを発表。マスコミも特番を組んだりして、どこも我先にと凶悪犯アピールをやってくれているわ。予定通りに』

「裏は？」

『協力者潰つぶしも終盤。中にはこちらに協力的なのもいて捗はかどったそうよ。今は、種々の情報を元に狩りの真っ最中』

「よくやった。これで──」

『──全国に亘わたる警察と市民の目。狩り立てる異能の狩人かりゆうどたち。すでに逃げ場はなく、唯一残されたのは、《長おさ》の想定している場所だけ』

　すなわち、

『包囲網の、完成ね』

　由枝さんは小さく息を吐くと、心底呆あきれたというように声を出す。

『まったく。日本中の異能者組織が協働。しかも表の政治やマスコミ、警察まで動かしての指名手配犯捜し。本当に、ここまで大がかりなことができるとは思わなかったわ』

「運だよ。全ては運だ。《異い戦せん雪せつ原げん》は姫が手に入らなかったらここまで協力的じゃなかっただろうし、他ほかにも──」

『謙けん遜そんなんてしなくていいわよ。あんたがどれだけ頑張ってたのか──それを表に出さないようにしていたのか。たぶん鈴莉ちゃんの次にあたしが一番知ってるんだから』

「……だな。いろいろと、面倒をかけた。ありがとう、由枝さん」

『いいわよ。好きでやっていることだもの』

「ああ。それから…………心配かけて、すまない」

『…………それは皐月ちゃんに言ってあげなさい。でも……一応、受け取っておくわ』

　微かすかに聞こえるのは、由枝さんが笑んだ音か。

　しかし直後の言葉にその痕こん跡せきはなく、

『あんたにとっては、ここからが本番。──頑張りなさい』

「もちろんだ。そのために、俺はこの計画を再度動かすことにしたんだ」

　そう。再度。

　通話の終わったケータイをポケットに放ほうり込み、数歩。

　鈴莉を落ちないように抱きしめ、寄り添いながら。

 眼下に広がる見慣れた町並みを見下ろし、ようやくの開幕を告げる。



「さあ──七年越しの、本番を始めよう」
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　きっかけは、些さ細さいなことだった。

「もはや周りにかまう余裕はないねぇ……」

「では班長、親玉だけを一気に叩たたきますか？」

「そうするしか、ないだろうねぇ……。子がどうなるかはわからないけれど、全部を相手にするのは多すぎるね」

　仕事として対たい峙じした、はぐれ異能者。

　種類に富み、想像もできない奇跡を起こす、それが異能。だが、中でもその異能は特異だった。

「子として処理を施した者に、常人離れした力を与える。“〝強きよう化か”〟系の一種だろうけど、“〝他た者しや強きよう化か”〟は聞いたことがないね。まるでゾンビか吸血鬼みたいだねぇ……」

　しかも異能者の手にかかった子には親を守る意思が植えつけられるらしく、まさしく吸血鬼映画さながらに増殖していく子の前に、はぐれ討伐に来た男たちは手を焼いていた。

　しかし、男が親玉だけを狙ねらうと決めたところで、全ては変わった。

　親玉のはぐれ異能者は常に子に身を守らせていたため、子を無視して攻撃を加えてきた男たちに抗あらがう術すべはなく……処理された。



　そしてその瞬間が、男の転機でもあった。



「班長！　子が！」

「正気に戻っていく……？」

　力を与えた親玉がいなくなった途端、子として親を守っていたはずの彼らはその親を守るという意思を失い、

「強化も消えている……のか？」

　与えられていた常人離れした力も、同時に失った。

「班長、子は強化を喪失。意識への異能の後遺症もありません！」

「ああ……それはよかったねぇ……」

　強化を失った子を調べていた部下の報告に、男は微かすかに頷うなずく。

　部下たちは以後の戦闘がないことに喜び、撤収準備を進めている。

　しかし周囲を包む慌ただしさの中にありながら、男は脇わき目めもふらず真まっ直すぐに、なにかに憑かれたように、処置を受けている異能に操られていた子たち──ただの人に戻った人々を見つめていた。

「…………子の力は、親玉の異能から受け取ったもの。親玉を処理したことで、異能は消え、子の力は失われた。子と親は繋つながっている……？　子は親への常時接続により、親から力を引き出す……？」

　班長と呼ばれる男は、これと似た繋がりを持つシステムを知っていた。

　それは自身や部下も持つ、とある奇跡の力。

　この二つの類似性に気づいた男は、一つの仮説を思いついた。思いついて、しまった。

「────もっと根幹のシステムもこれと同質なら、どうなるんだろうねぇ……？」

「班長？　どうかしましたか？」

　急に笑い声を上げ始めた男に、部下が不思議そうに問いかける。

　しかし、男はすでにそちらへ意識を向けていない。彼が考えるのは、仮説を証明するための実験手順。

　今回の手順をなぞるのならば、根幹システムにおける親を処理──殺さねばならない。今回の一件とは異なり、一人で親を構成しているわけではないため、複数人を。

　それは、別段問題ではない。

　仮説が正しければ、実験の結果により大勢の人が被害を被ることだろう。

　しかし、それも男には実験をやめる理由にはならない。

　これほどおもしろい仮説を思いついたのだ。実験し、証明するのは人として当たり前だ。

　重要なのは、人の生死や被害ではなく──思いついた仮説を実験すること。

「これは楽しみだねぇ……！」



「…………久しぶりに、あの夢だねぇ」

　早朝といえど、未いまだ闇やみの深い時間帯。男は呟つぶやきながら薄暗い路地の塀に預けていた体を起こした。

「まさか、ここまでするとはねぇ」

　男は始まりとなった出来事の夢を思いながら、現状を振り返る。

《異い戦せん雪せつ原げん》《カムイエムシ》《経けい異い連れん》。そして──《御み園その》。

　これら異能者組織が協力して追っているだけかと思いきや……男がこの土地まで移動する間に、それはすでにこの国全てを巻き込む規模のものへと変貌していた。

「全国に指名手配、それも異能者ではなく警察に追われるようになるとはねぇ……」

　いくら日本を実質的に支配する《御園》、そして政治経済の中心に居をかまえる《経異連》が協力しているとはいえ、政府や警察を動かすのはそう簡単ではない。

　何年も前から地道に根を張り枝を伸ばし、『《御園》の意向』が表にも通用するようにする。それはどれだけの労力と時間か。

　しかしそれは今現実のものとなり、男は異能者だけでなく警察やニュースを見た一般市民にまで追われるようになっている。

「《御み園その》の……《長おさ》が本気になったということかね」

　すでに男はこの七年間、《長》が本気になるだけのことをいくつも犯している。大きく表沙汰になったこともあれば、《長》すら気づいていない効果のなかった仕込みまで、実験のために数限りなく。

　ただ、

「少々、実験の予定が早まってしまったねぇ……」

　男はこの包囲網ができあがる前に手に入れていた資料で見慣れた女性を見かけ、フードを被かぶりなおして路地からふらりと体を出す。

　男が後をつけるのは、薄うす闇やみに溶ける黒のスカートスーツ姿の美女。

　彼女は欠伸あくびをもらし、時折長いストレートの黒髪を暑そうにかき上げながら早朝の住宅街へ向かっていく。

　男が彼女をつけること、数分。ちらりと後ろに視線を投げかけた彼女は、そのまま本来の道を外れ人ひと気けのない方へと進んでいく。

　そして再び数分あまり。その間彼女は幾度もある角を全て人気の少なくなる方へと曲がっていき、最終的に小さく開けた川沿いの一角へと出る。

「で？」

　行き止まりになったそこで女性は黒髪を風に流しながら男を振り返る。

「あたしになんの用？　先に言っておくけど、一ひと目め惚ぼれしたとかそんなんだったらご愁傷様。あたし、許嫁いいなずけがいるから」

　よくできるＯＬのような見た目の彼女は、腕組みをしてそのきつそうな雰囲気によく合った言葉を男に投げかける。

　そして仕事が忙しいのか苛いら立だったような口調で、

「だいたいねえ、ストーキングなんてしてどうするつもりよ。そんなのされて好きになるやついないでしょうが。男ならガツンとぶつかりなさいって」

　いや、ガツンといきすぎるのも問題か。と女性は自分で言ってなにか知り合いでも思いだしたのか顔をしかめる。

「ま、とにかく。あたしは今機嫌が悪いのよ。ストーキングして、あたしを不快にさせてここまで歩かせた労力は、これでチャラにしてあげる。──ぼったくりなんて、言わないでよ？」

　女性はストーキングしていた相手に気づかれてもなにも喋しやべらない男をどう思っているのか、吐き捨てるように言うと、その細い指を宙に掲げる。

　瞬間、彼女の背後にある川から──竜が現れた。

　水で形作られた水竜とでも呼ぶべき存在は、女性の指の動きに合わせ……男に襲いかかる。

「……！」

「あら、いい動き」

　初撃をかわした男に、女性は好戦的な笑みをさらに広げる。

「安心なさい。不思議な体験は、申請して丁寧に消してあげるから。“〝記き憶おく操そう作さ”〟系は人権に関わるからって厳しいのよ？」

　ただし、と女性は逆の手を持ち上げ、

「恐怖と、痛みだけは残しておいてあげる。もう二度と、女をストーキングなんてしないようにね！」

　二匹目の水竜を、召喚した。

　鎌かま首くびをもたげた水竜は自らの意思でもあるかのように宙を駆け、男へと殺到する。

　男はその光景を見て、うち捨てられた小舟の裏に隠れるも、

「その程度は意味ないわよ。それ、一匹当たり三トンの水を圧縮してるから。鋼鉄なんて比べものにならない硬さよ」

　女性の言葉通り、まるで水竜に喰くわれたかのように小舟へ丸い穴が開く。

「『水を動かす』だけって言ってもね、向きを考えればいろいろできるのよ。中心軸を決めて、常にそこに向かっていくように動かすとか、ね。ぶつかり合っても進み続ける水は圧縮され、最終的に物にふれても散ることがない──超硬度の塊かたまりとなる」















　女性は話しながら、くいっと指を上向ける。

　すると男の後ろ、入ってきた道を塞ふさぐように、アスファルトを突き破り水の壁ができあがる。

「余計な抵抗しないで一発あたしに殴られときなさいって。川に逃げてもいいけど、その場合さすがに命の保証はできないわよ？　──圧縮に巻き込んで、殺しちゃうかも」

　よほどイライラしているのか、女性はこれだけの常軌を逸する力を見せつけておきながらも自らの手で殴りたいらしく、拳こぶしを鳴らしながら歩を進める。

　男は女性の接近を視界に入れながらも、左右を水竜、背後を水の壁に阻まれ動くことができない。

　しかし、男がフードの奥でもらしたのは、現状とは真逆の──楽しそうな声。

「なかなかいい異能だねぇ。『水を動かす』というシンプルだからこそ、限定的な通常の異能でありながら、応用の幅が存在するわけだね」

　その実験を行い、おもしろい結果が出たような声に、女性はぴたりと足を止め全ての表情を消す。

「異能……って言ったわね、あんた」

　しかし、すでに男が答えることはなく。

　代わりに生まれたのは、薄い靄もやだった。

「痛っ……！」

　足に焼けつくような痛みを感じた女性が見たのは、腐るように泡を吹き、溶けて肌にはりついたストッキング。

　その現象は足下だけでなく、彼女のスーツの袖やスカートなどにも及んでおり。彼女が異変を感じて視線を上げれば、それは視界にある物全てに及んでいた。

「まず……っ。こいつ、異能者……！」

　女性は小さく叫び、体勢を立て直そうとするが……その気づきは、致命的に遅かった。

「おもしろいねぇ……。やはり《御み園その》はいい。実験のしがいがあるねぇ」

　先程水竜が穴を開けた小舟、足下に生えた雑草、周囲にある落下防止柵さく、一本だけ立った電柱。女性の視界内にある物全てが泡を吹き、形を崩くずしていく。

　それは女性の作り出した水竜や水壁も例外ではなく、沸騰したように泡を上げ……形を崩していく。

　このままでは圧縮していた水があふれ出して溺おぼれてしまう、と警戒した女性が水竜を川に戻すと同時。男は狂ったような笑い声を上げ、朝霧にも似た靄をまとわりつかせ女性へと進み出した。

「実験は手順を間違えなければ、一定以上の結果を出す。今の《御園》がどれほどのものになっているか……予備実験といこうかねぇ」
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「皐さ月つきちゃん……私たちがいなくても、頑張ってね」

「皐月……一人でも、やり遂げるんだぞ」

　一歩、また一歩と離れていく皐月に、鈴すず莉りと共に手を振る。

　唐突な、紙切れ一枚によって告げられた妹との別れ。それは俺おれだけでなく、実の妹のように皐月をかわいがっていた鈴莉にとっても大きな別れであることは疑いようもなく。抱きしめた体からは微かすかな震えが伝わってくる。

　皐月、頑張れ……俺たちがいなくても、おまえなら……一人でもやっていける。強い子だってことは、俺がよく知っている。

　心からの応援を送り、そっと鈴莉の目元に浮かんだ涙をぬぐ──

「なに感動の最終回っぽくしてるんですか!?　ただ単に、くじで調理実習の班がわかれただけですよねえ!?」

　というわけで、調理実習。

「はいそこの三人ー。私語してないでねー。落第させるぞー」

「「「はーい」」」

　ほわんと恐ろしいことを言って注意してくる家庭科の先生に返事を返しつつ、もう一度皐月に。

「頑張れ。おまえはやればできる子なんだ。家で俺が料理してても微み塵じんも手伝わず、たまには料理してみろと言ったら『お兄ちゃんって炭を食べる趣味があるんですか？　ないわー』とのたまうおまえだが、きっとできると兄は信じている！」

「ちょっと！　家のことを学校でばらすのはルール違反でしょう!?　班員の人たちがおもいっきり引いてるじゃないですか！　あ、ほらなにか相談始まった！」

「大丈夫だよ、皐月ちゃん」

　もーやですー……と脱力中の皐月の肩を叩たたくのは、大いなる神の力が働いて俺と同じ班になった鈴莉。

「授業だもん。レシピ通りに作ったらいいんだから、皐月ちゃんでも大丈夫だよ。みんなも手伝ってくれるし」

「うう……破壊神のお姉ちゃんに慰められた……。皐月もう生きていけません……」

「時々思うんだけど、皐月ちゃんって結構私のことバカにしてるよね……？」

「そんなことないですよ。尊敬してますよ、いろいろと」

「例えば？」

「…………大きな胸とか？」

「皐さ月つきちゃんのバカ──ッ!!」

　そんな始まりで迎えた、金曜日の一時間目。調理実習。

　今日のお題はクッキーだそうで、手順さえ知っていればそう難しくもないためほっと胸をなで下ろす。

「いいか、鈴すず莉り。さっき鈴莉自身言ってたけど、これは授業だ。だから俺おれも時間いっぱいおまえに教えながら調理ができる。急ぐ必要もないしな」

「うんっ、頑張るよ！」

　むん、とエプロンに描かれたひよこマークを大きく歪ゆがめている胸を張る鈴莉。

　エプロン通り料理がひよこ同然──というかそれ以下である鈴莉にとって、調理実習は学校の授業の中でもかなり役に立つ部類の授業となる。

　俺も家で教えてはいるが、やっぱり授業として時間をとれるのはありがたい。

「料理──とくにお菓子作りは化学実験と似たところがある」

「ふむふむ」

「しっかりと下準備としてレシピを用意したり材料をそろえたり計量したりしておけば、そうそう失敗しない。今回なら、見た目はともかく、おいしいクッキーという大目標を達成することができる」

「はい、ひなくん先生！」

「どうした？」

　いつものこととして、壁際ですでに休憩モードに入っている他ほかの班員に手で謝ったり「楽できるからいいよー」とか返されたりしながら、手を挙げた鈴莉を指名すれば、彼女はびしっと背筋を伸ばして元気よく、

「絶対にこぼすのですが、どうしましょう！」

「うん、知ってる」

　鈴莉は七年前の事故──その後に起きた、俺への異能譲渡で体の力が異常ともいえるレベルで低下してしまっている。

　ギリギリ日常生活が送れる程度のものだが、やはり不便するところは多い。

　そして力が要いらないように思える計量というのも、力がなければ意外と難しい。

「でも、今日は頑張るように。大丈夫だ。汚したってここは学校だから。掃除の人手には困らない。クラスメイトがいる」

「「「いや、おまえらが掃除しろよ!!」」」

　うむ、安定のクラス総つっこみ。おまえら鈴莉の声に聞き耳たててんじゃねえよ。もぐぞその耳。

「うん、そうだね。なにごともチャレンジだねっ。ていっ」

　鈴莉も慣れたもので、クラスメイトのつっこみなど意に介さず気合いを入れて電でん子し秤ばかりのスイッチを入れたりしている。そこは気合い要いらないんじゃないかなー。

　そしてスイッチを入れたところで鈴すず莉りはなにかを思いついたらしくぽん、と手を打ち、

「ひなくんひなくん」

「どうした？」

「クッキーって、作るの簡単なほう？」

「んー、まあ。計量さえしっかりしてれば、あとは混ぜるだけだし」

　形はこの際置いておいて、焼き時間もオーブン自体で設定するから焼きすぎるということもない。最難関は先程鈴莉が言っていた計量にあるといってもいいだろう。

　それを聞いた鈴莉は顔を輝かせると、鈴莉はほんとかわいいなあとほんわかしている俺おれに、衝撃的なことを告げた。

「じゃあ、今日は一人でやってみる！」

「「「!?」」」

　その驚きの声というか衝撃波じみたものは、クラス全体から。

　鈴莉の発言から悲劇を予測したクラスメイトたちに緊張が走り、一斉に遮しや蔽へい物ぶつを探し出す。……っておいおい、どんな悲劇を想像してるんだおまえたちは。せいぜいオーブンが爆発するくらいだぞ。あ、小麦粉使うし粉ふん塵じん爆発って線もあるか。

「鈴莉さんや、その心は？」

「んっとね……」

　訊たずねられた鈴莉は「えへへ～」とはにかみ、

「ひなくんに、手作りクッキー食べさせてあげたいな～って♪」

「鈴莉……！」

「きゃっ」

　かわいく健けな気げなことを言う鈴莉を思わず抱きしめてしまう。

　小さな悲鳴を上げたものの、すぐに俺に体を預けてすりつけてくる鈴莉。そんなかわいくて仕方がない愛いとおしい彼女のぬくもりを感じながら、囁ささやく。

「いいぞ。思う存分やっちゃえ。俺は大好きな鈴莉が作るものなら、どんなものでも食べてやるから」

「あは、ひなくんありがと。でも、ひなくんに危ないもの食べさせちゃうわけにはいかないから、後ろで指導はしてね？」

「もちろん。鈴莉が危ないことになっても、俺は嫌だからな」

「ありがと、ひなくん。大好き♪」

「こちらこそ、鈴莉。大好きだ」

　外だから自重して、小さく小鳥がついばむようなキスを一回だけ。

　でも、それでお互いに気合いが入り、

「よ～し、やるよ～！」

「頑張れ、鈴すず莉り！　後ろから教えてやるから！」

「うんっ！」



　と、始めたのはいいものの……

「鈴莉！　こぼしてる！　レシピ見てないで今は手元見て！」

「ふ、ふぇ!?　ま、真っ白……ひなくん、どこぉ……」

「後ろにいるから心配するな。ほら、換気扇で見えるようになってきた」

　計量中に小麦粉を袋ごとぶちまけて、一時的に視界不良になったりとか。

「えと、バターをクリーム状にしたから、次は……」

「鈴莉、危ない！　先に泡立て器のスイッチ切って！」

「ふ、ふぇ!?　え、えとえと……ふにゃっ!?　…………ふぇぇ……顔、どろどろ……んっ、濃い匂いがするよぉ……」

「大丈夫か!?　ほら、拭ふいてやるからじっとしてろ。──あと、見たやつは俺おれの後ろに整列しとけ。一人ずつ粛清してやる」

　クリーム状になったバターを鈴莉が幼い顔に浴びて、なんだかとってもイケナイ感じの光景になったりとか。















「ふぁっ。ひなくんの舌、ちょっとエッチ……」

「仕方ないだろ、こんな風に鈴莉がなってるんだ。少しくらいエッチにも、なるさ」

「ひなくぅん……んぁ……っ」

「動くなって。ほら、まだほっぺたに、ついてるぞ」

「うん……♪」

　鈴莉の顔についた小麦粉やバターをティッシュで拭ぬぐうも拭いきれず、仕方なく……そう、仕方なく！　それらを舐なめとっていったりとか。

「えとえと、これを絞るの？」

「そうそう。オーブンシート敷いた天板に、こうむにゅっと。大きすぎると、中まで火が通らないことがあるから、気持ち小さめに」

「了解であります、ひなくん先生！　………………あ」

「うんまあ、そうだよね。鈴莉だもんね。半量でよかった……」

　天板の上にどばーっと飛び出した生地を見ながら、新しい天板にオーブンシートを敷いたりとか。

　そんなこんなを繰り返しながらも、なんとか絞った生地をオーブンに入れることに成功し、（ほぼ）自分一人で作ったクッキーにワクワクしている鈴莉を抱きしめて焼き上がるのを待つ。

「ふぇ？　私たち早かったのかな？」

「普通程度ってところじゃないか？」

　することがなくなり、抱き合ったまま隅に置かれた椅い子すに座って家庭科室を見渡せば、俺おれたちと同じように休んでいるのが半分、今も調理を続けているのが半分といったところ。

　どこもラストスパートのようで、見ているうちにその比率は休憩の方が増えていき、調理中の班は減っていく。

「あ、皐さ月つきちゃんも終わったみたい」

「成功してるといいんだけどな……」

「あはは。他ほかの人たちもいるからきっと大丈夫だよ」

　手に水の入ったコップを持って俺たちの方へ歩いてくる皐月を見て、鈴すず莉りと笑いあう。

　だが、そんな俺たちの見ている前で、すぐ隣の調理台で作業をしていたクラスメイトが天板を持ち上げ──

「皐月、危ない！」

「はいー？　っとっとと………………あ！」

　ガシャン!!　と部屋にいる全員が振り返る嫌な音は皐月の足下から。

　天板を持った女子が背中にぶつかった衝撃で皐月の手を離れたコップは床で砕け、あたりに破片と中の水を飛び散らせてしまっていた。

「あちゃー、やっちゃいましたね」

「御み園そのさん、大丈夫!?　ごめんね、慌ててて……」

「ああ、いえ。怪け我がもしてませんし、遅くなって焦る気持ちもわかりますから。むしろクッキー生地は無事でした？」

「う、うん。落とさなかったから。すぐに片付けるね！」

「先にオーブンへ入れてきてからでいいですよー。幸いなことにお水でしたし」

「……じゃ、じゃあ入れたらすぐに片付けるから！」

　また誰だれかにぶつかるんじゃないかという速度で、教室後ろのオーブンへ向かうクラスメイトの女子を見送りつつ、皐さ月つきに声をかける。

「怪我は？」

「大丈夫ですよー。ちょっと靴が濡ぬれたくらいです」

「よかったぁ……」

　ほっと大きな胸をなで下ろす鈴すず莉りを抱きしめて、割れたガラスに近寄らせないようにしつつ、暇ひまをもてあましたクラスメイトたちが早速とばかりに片付け出すのを眺める。

「怪我がなくてよかった。まあ、なんとなーく嫌な感じではあるけどな」

「ふぇ？　んと……湯飲みに罅ひびが、とか。そんな感じ？」

「そうそう。まだ新しい靴くつ紐ひもが突然切れる、とか」

　今回は外的要因があったことだし、湯飲みも靴紐も迷信ではあるのだが。

「…………異能も、同じオカルト畑だからなあ」

　割れたコップを片付け終え、雑ぞう巾きんに吸われて消えていく水を見ていると、なんとなくそう思ってしまうのであった。



　そんな事件がありながらも、生地をオーブンに入れてから待つこと一〇分少々。

　チン、とオーブンの鳴らした軽い音を聞いて急いで駆け寄ろうとする鈴莉を「ここだけは」と押しとどめて熱い天板を取り出す。

「おお～。焦げてない！」

「そりゃタイマーがかかってるから」

　直じか火びならともかく、タイマー付きの調理器具で焦げるなんてことはそうそうない。最初の設定さえミスらなければ。

　案の定時間をミスっていたものの、しっかりと注意してなおさせたオーブンは十全に役割を果たし、調理室の机に置かれた天板にあるのは、甘い匂いを漂わせるクッキーたち。

　多少形は崩くずれているが、それはご愛あい敬きよう。プレーンなバタークッキーはどれもきつね色に焼き上がり、湯気を立てる姿は見るからにおいしそうだ。

「えいっ」

「ちょっ、鈴すず莉り。まだ熱い──」

「えへへ～、もう大丈夫だよ。それよりひなくんっ」

　嬉うれしそうな笑みの鈴莉は、その自分で作ったクッキーを俺おれの口元に近づけ、

「私の初めて、もらってください♪」

「ったく……」

　鈴莉の言い回しに苦笑しながら、口を開ける。

「あ～ん」

「あーん」

　口に入ったクッキーはまだほのかに温かく、噛かめばサクリとした食感と共に香ばしさがふわりと口の中に広がる。

　甘さを控えめにしたクッキーは舌の上で溶けていき、後味にスッとかすかな甘みとシナモンの爽さわやかさを感じさせながら、喉のどへと落ちていく。

　うん、これはもう文句なし。

　どう？　どう？　と尻尾しつぽがあったならぱたぱた振ってそうな鈴莉の頭をなで、笑いかける。

「合格。とってもおいしいよ、鈴莉」

「あ……！　やたー！」

　わーい！　と両手を挙げて喜ぶ鈴莉。その仕草は幼い容姿にとても似合っていて、なんともかわいらしく微笑ほほえましい。

　そんな鈴莉を抱きしめ、あらかじめとっておいたクッキーを鈴莉の口元へ持っていく。

「ほら、自分で作ったクッキーだ。本当なら俺に食べさせる前に味見しとかないとな？」

「あ、そだそだ。えへへ、ごめんね、ひなくん」

　楽しそうな笑みのまま謝る鈴莉の背をぽんぽんと叩たたきながら、クッキーをさらに近づける。

　しかし、俺同様あーんと受け取ると思われた鈴莉は、意外にもクッキーをつまみ上げると、どういうわけか先程の焼き直しのように俺の口元へと近づける。

　そして、

「でもどうせなら……ひなくんの味がするクッキーが、いいな」

「……学校だぞ？」

「みんな『暑いなー』って出て行っちゃったよ？」

　見ればたしかに調理室には先生を含め人っ子一人おらず、時折焼き上がったらしきオーブンがタイマーの音を響かせるだけ。

「ね？」

「まったく……」

　諦あきらめた俺おれの口に、鈴すず莉りの小さな指でつままれたクッキーがそっと差し込まれる。

　そして、鈴莉はそのまま俺との距離をさらに詰め……

「ひなくん味のクッキー、いただきます♪」

　俺と鈴莉の間に、数センチしかないクッキーの橋が架かった。



「というか、お姉ちゃんってクッキー作るの初めてでしたっけ？」

「ううん、二回目だよ。さっきのはノリ」

「ノリ!?」

「あはっ。私の初めてはもうとっくに、ぜ～んぶひなくんに捧ささげちゃってるんだよっ♪」



　　　　◇　◇　◇　◇



　それは、幸せな調理実習を終えた次の時間。

　退屈な数学の授業すらも、鈴莉のお手製クッキーの余韻で楽しいものにしていた俺を現実に引き戻すように、鳴り響いた。

　ビビビビビ!!　という無む理り矢や理りに不快感を押しつけるような電子音が響きだしたのは、俺のズボン。そのポケットに突っこまれた、ケータイから。

「こら御み園その兄。授業中はマナーモードにしろと──」

「黙ってろ！」

「は、はい！」

「お、お兄ちゃん!?」

　怯おびえる数学の教師を無視し、震えながら不吉な音を出すケータイを急いで取り出して鈴莉と共に廊下へ出る。

　ああ、もちろん授業中はマナーモードにしてたさ。いくらなんでもそれくらいの常識はある。

　だが、これは違う。マナーモードにしていても、この不吉な音が出るように──絶対に気づくようにしていた、この番号だけは違う。

「お、お兄ちゃんどうしたんです!?　お兄ちゃんらしく……なくはないですけど、さすがにこれは……」

　追いかけてきた皐さ月つきを手で制し、通話ボタンを押すのももどかしくケータイを耳に当てる。

　そうだ。これは通常の電話とは違う。

　なにかが──それも音の通り、なにかとんでもなく不吉なことが起きたときにだけ使われる、緊急用の回線。

『……もし、もし……』

　プツ、と繋つながったあとに聞こえてきたのは途切れ途切れの幼い声。

『……ひな、た……さま？』

「詞ふみ香かか？」

『……繋がっ……た……！　ひな、たさま……っ』

「どうした？　いったいなにがあった」

　逸はやる気持ちを抑え、電話をかけてきた詞香に問いかける。

　しかし、いつも平へい坦たんな感情の読み取りづらい声こわ音ねで話す詞香は、

『……ひな、たさま……っ。…………えぐっ……血が……爛ただれ、て……』

「おい、どうした!?　いったいなにがあったんだ！」

　珍しくも感情を露あらわにし、電話をかけながら泣きじゃくっているらしき詞香に、思わず語気を強めてしまう。

　しかしそれが逆によかったのか、詞香は泣きじゃくり、いつも以上に声を途切れさせながらも、その名前を口にした。

『…………ひくっ。ゆ…………ゆえ、さん……が……っ！』



　　　　◇　◇　◇　◇



「いったいなにがあったのか……話してくれますよね？」

　あのあとすぐに俺おれは車を手配、頭痛かつ腹痛ということにして学校を早退し、本部へと向かった。

　その車中、俺や鈴すず莉りと一緒に早退した皐さ月つきはきつい視線で俺を見据えながら問いかける。

「最後、こっちにも聞こえてましたよ。詞香ちゃんの泣き声で『ゆえさんが』って。なにが、あったんですか」

「…………」

　このまま一緒に本部へ向かえば隠し通せるはずもなし。だからといって途中で車を降りろと言っても素直に降りるはずもない。

　それに、不安そうにしているのは皐月だけではなく、鈴莉も。

　鈴莉を不安にさせてしまうのは俺の本意ではなく、『由ゆ枝えお姉さん』と慕う鈴莉には、どちらにせよ伝えておきたい。

　俺は三列シートに鈴莉を挟んで座る皐月に、もっとこちらへ寄るように手を振り、近づいてきた皐月と鈴莉に小声で、しかしはっきりと先程詞香に伝えられたことを、話した。

「由枝さんが、何者かに襲われて…………意識不明の重体だ」



　車が本部に到着したのは、それから十数分後。

　それ以上のことを聞こうとする皐さ月つきと鈴すず莉りに、これ以上のことは聞けていないと説明しながら過ごした車内は居心地が悪く、車が止まるなり外に飛び出した皐月を追い、俺おれも足の遅い鈴莉を抱きかかえるようにして走る。

「由ゆ枝えお姉さん、大丈夫だよね……？」

「大丈夫だ。あの由枝さんだぞ」

　自分に言い聞かせるように言いながらも、不安は膨ふくらんでいく。

　そう。あの由枝さんだ。

　搦からめ手ても含めた攻撃力という意味では歴代の《御み園その》でも随一であり、本来なら処理班イレースの班長になり現場で力を振るうべきところを、俺が秘書として手元に置き、側そつ近きんとして俺のためだけに力を振るう由枝さんだ。

　その由枝さんが重体。

　相手は何者か。この局面で由枝さんが抜けた穴をどう埋めるか。不安要素は多々ある。

「…………いや」

　冷徹に冷静に、由枝さんのことをただの損害として考えている頭から、その考えを振り払う。

　今はそうではない。今は由枝さんのことを心配すべきところだ。

　自らの思考回路に自己嫌悪しながら本部内を走り、途中で道に迷っていた皐月を先導してさらに走る。

　走っているうちに床の色が変わり、病院にも似た雰囲気の場所へと入る。

　無数の病室とそれぞれ専門の診察室の並ぶ一角。通称、医務棟。

　その清潔すぎるが故に無機質な廊下を走っていると、奥まった一室の前に、一人の少女が立ち尽くしていた。

　その少女は足音を立てて走る俺たちに気づき、その整った顔に新しい涙を一筋追加して、

「……ひなた、さま……っ」

「詞ふみ香か……っ」

　慌てて立ち止まり、鈴莉を下ろす俺。

　床に下り立ち、不安そうな顔の鈴莉。

　息も絶え絶えに少し遅れて到着した皐月。

　三人を見渡した詞香は、いつもは無表情な顔に涙と、珍しくも悲しそうな表情を浮かべて、俺へと抱きついてきた。

「……ひな、た……さま……っ。ゆえ、さん……が……っ」

　いつもは怖い顔になる鈴莉も、さすがに今はそういう場合ではないとわかっているようで、詞香を落ち着かせようとその薄い背をなでる。

「どうした？　いったい、なにがあったんだ？」

　電話と同じ問いかけをもう一度。

　しかし同じものでも目の前にいて、たしかな俺おれの感触を感じながらだと違ったようで、詞ふみ香かは涙をこぼしながらも言葉を紡つむぐ。

「……ゆえ、さん……ひくっ。来なく、て……。みんなで……捜し、たら……家の近く、で……ぐす……ぼろぼろ、に……」

　言いながら見つけたときを思いだしたのか、ぎゅっと俺に抱きつく力を強める詞香。そんな彼女を鈴すず莉りと共になでながら、続きを促す。

　辛つらいことであっても……俺には、聞く必要がある。

「それで、どうしたんだ？」

「……血が、いっぱいで……ゆえさ、んも……周りも、ぐすっ……溶けて、て……」

　溶けて……？

「……ここ、まで運んだ……けど、起きなく、て……お医者さん、は……見た目は……ひどいけど、命は……大丈夫って……。……でも、ゆえさ……ん。ぼろ、ぼろで……っ」

　再び抑えきれなくなったらしく俺の胸に顔を埋めて泣きじゃくる詞香の背をなでながら、命の心配がないことに内心で僅わずかに安あん堵どする。

　それは詞香の声に聞き耳を立てていた皐さ月つきや鈴莉も同様で、二人とも不安そうな顔に安堵の色を広げている。

　だが、心配な気持ちは変わらず。

　聞き逃せないところも、多々あった。

「詞ふみ香か。由ゆ枝えさんはここに？」

　指さすのは詞香が前に立っていた部屋の扉。どこかこことは違うところに存在しているようにも感じる、扉。

　俺おれの確認に詞香はこくりと頷うなずき、

「……絶対、安静……。誰だれも、入れちゃ、ダメって……お医者、さんが……」

　ただ、と詞香は胸むな元もとから俺を見上げ、

「……《長おさ》は、押し通ろうと……する、だろうから……入れて、やれって。……無理は、させるな……って」

「よくわかってらっしゃる……」

　心の中で俺と鈴すず莉りの主治医でもある仕事熱心な女性を思いだし、頭を下げておく。

「詞香。入れてもらっていいか？」

「……は、い」

　俺の言葉をうけ、扉に向けて小さく手を振る詞香。

「……“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟、解除……しました」

「ありがとう」

　詞香の異能、“〝閉じた小部屋”〟。

　何物をも通さない異能の結界に扉を守らせていたのならば、それはたしかに絶対安静となる。壁を壊しでもしない限り、誰も入ることはできない。

　自分は入るつもりがないらしく扉の横に立つ詞香に頷き、俺は静かにドアを開ける。

　病室の内装は病院のそれと変わらず、白い壁紙にリノリウムの床。壁際のテレビにベッドサイドに置かれた小さな机。

　そして……簡素なパイプベッドに横たわる、由枝さん。

　麻酔が効いているのか、由枝さんは白いシーツの上に黒髪を広げて微動だにせず目を閉じている。

　その顔が穏やかなことに一瞬安あん堵どし……しかし、胸元までかかったシーツからはみ出し、点滴の管が繋つながる腕を見て、心を引き締めなおす。

　もはやギャグ漫画の世界に住んでいるのではないかと思うことすらある由枝さんだが、その力を出す腕が、女性らしい柔らかさと細さを持っていることを俺は知っている。

　今その腕は隙すき間まなく包帯が巻きつけられ、中にガーゼかギプスでもあるのか二回りも腕を太くしている。おそらくシーツに隠されたところも、似たり寄ったりだろう。

「……っ」















「由ゆ枝え、お姉さん……」

　戸と惑まどう声は二人分。皐さ月つきは息をのみ、鈴すず莉りは由枝さんの惨状を見てどう反応していいのかわからず、ただ俺おれの裾すそを引っ張る。

　鈴莉の手を取り、そのあまりの状態に俺も二人同様動けないでいると、その由枝さんが僅わずかに動いた。

「ぅ……」

「ゆ、由枝お姉さん!?」

「由枝さん!?」

　二人の声がさらに覚かく醒せいを強めたのか、由枝さんは僅かに首を動かし、ゆっくりと……弱々しく瞳ひとみを開く。

「鈴莉、ちゃん……？　それに、皐月ちゃんも…………痛っ」

「由枝さん、まだ無理はするな。すぐに医者を呼ぶから」

「日向ひなたまで……いったい…………………………ああ、そういうこと、ね……」

　起き上がろうとする由枝さんを言葉で押しとどめると、僅かに考え込んだ由枝さんは現状を理解したらしく、再びベッドに沈み込んだ。

「あたし、負けたのね……」



　ナースコールを押すと、即座に医者が飛んできて由枝さんに問診を始めだした。

　その様子を隅で見守りながら、再び──今度は安あん堵どから泣き始めた詞ふみ香かをいつも鈴莉にするようにあやしてやる。

　診察はその後しばらく続き……泣き疲れた詞香が皐月の膝ひざを枕まくらにして眠り始めたところで、医者が俺を呼んだ。

「容態は？」

「命という意味では問題ない。意識もはっきりしているし、後遺症もないだろう」

　だが、と医者は顔を歪ゆがめ、

「骨折や打撲はまだいいとして……全身、とくに肌の露出していたところが、酸でも浴びたかのように焼け爛ただれていてな。それ自体は“〝復ふく元げん”〟系や“〝回かい帰き”〟系の異能者を緊急招集して元通りきれいなものだが……さすがに体と脳への負担が大きすぎた」

　それが示すこと。それは、

「現場復帰は？」

「最低でも一ヶ月は無理だ。無む理り矢や理り動かしてもいいが、意識に体がついてこん。次になにかがあったら、命を落としかねん」

「…………」

　異能による治療とはいえ、意識差を埋めることはできない。

　体自体は異能により元に戻る。きれいに、なにもなかったかのように。だが、意識──脳が認識している怪け我がは、そう簡単に治らない。

　だからそこに差異が生まれ、重傷を異能によって治した直後の怪我人は動きが鈍る。それが元に戻るには、自分の体を正しく認識しなおせるまで──医者の見立てによると今回の由ゆ枝えさんは、一ヶ月かかる。

「……わかった。無理はさせないようにする。それ以外は？」

「大丈夫だ。全身が爛ただれていた以外は外傷もなく、変なことをされた形跡もない」

「了解した。悪いが……」

「うむ、最低でも今週はここに詰めておこう。このあと泊まりの用意をしてくる」

「助かる。──ああ、話す分には問題ないよな？」

「問題ないが……長時間はやめておけ。いくら体が健康体になっているとはいえ、今問題なのは怪我をしていると認識して疲弊しきっている脳だ。疲れさせるな」

「……了解」

　話の済んだ医者が部屋から出て行くのを見送り、先程まで彼女の座っていた丸椅い子す──今はベッドに上半身を起こしている由枝さんの隣に腰掛ける。

「具合はどうだ？」

「最悪。痛いのに痛くない。気持ち悪いのに気持ち悪くない。異能治療ってこんなに辛つらいものなの？」

　いつもの調子で顔をしかめる由枝さんに、心配は心配ながらも、僅わずかにほっとする。

「今回は緊急だったからな。反動もでかい。普通の骨折とか程度なら、そこまで違和感はないさ」

「ってことは、あたしはそれだけ手ひどくやられたってことよね」

　真まっ直すぐ俺おれを見る目に宿るのは、気恥ずかしさと……それに倍する、怒り。

「あの医者は口を濁してたけど……あたし、どうなってたの？」

「……知らない方がいいと思うぞ」

「言え」

　怪我人とは思えない眼力で睨にらまれ、最後に医者から渡された搬送直後の由枝さんの写真をカルテと共にベッドへ広げる。

「…………なによ、これ……」

「医者は言ってなかったが、正直生きてるのが不思議なくらいだ」

　あるいは、俺や鈴すず莉りのためにこの本部の医療技術を底上げしていなければ……危なかったかもしれない。

「……日向ひなた」

　由枝さんは写真やカルテから視線を上げると、毅き然ぜんとした表情で俺を見据える。

「やった犯人はわかってるわ。……やつよ」

「……やっぱり、か」

「気づいてたの？」

「さっき、な。どういう怪け我がか聞いて、思い至った」

「だったら話は早いわ。すぐに本部に警戒と、街に非常線を──」

「由ゆ枝えさん」

「ああ、その前に現場から足取りを追った方が早いわね。“〝千せん里り眼がん”〟で──」

「由枝さん！」

　俺おれが怒鳴ると、由枝さんは一瞬目を丸くし……すぐに、頭を下げた。

「……ごめんなさい。そうじゃ、ないわよね」

「わかったなら、いい。医者も言っていたが、由枝さんは一ひと月つき……いや、この際二ふた月つきは仕事を休め。これは、《長おさ》の命令だ」

「あたしが抜けたら…………いえ、不本意だけど、そう言われたら従うしかないわね」

　ため息を吐つき、前のめりになっていた体をベッドに戻す由枝さん。

　力なく横たわるその姿はいつもの凜りんとした由枝さんらしくなく、治っているとはいえそれだけのダメージを受けたのだと容易に想像させる。

「由枝お姉さん、大丈夫……？」

「大丈夫よ。でも、やっぱり動くのはだるいから、こいつの言う通り安静にしてるわ」

　おずおずと伸ばされた鈴すず莉りの手に触れながら優しく由枝さんはそう告げ、次に隅で眠る詞ふみ香かと、枕まくらになってしまい動けない皐さ月つきへと視線を向ける。

「皐月ちゃんも、心配させちゃったわね」

「い、いえ。ご無事なら、それで」

　言葉数少なく、ぶんぶんと手と首を横に振る皐月。

　そんな様子に由枝さんは僅わずかに苦笑して、

「ふみにも起きたら伝えておいて。あたしは大丈夫、あたしの分もあなたが頑張りなさいって。あたしが動けない以上、《長》が全てを任せられる側そつ近きんはあなただけなんだから」

「ええ。たしかに。起きたら伝えておきます」

　頷うなずく皐月に、「お願いね」と由枝さんは念押しし……再び、俺を見る。

「悪いけど、今回の作戦に関してあたしはここでリタイアみたい。こんなときに……ごめんなさい。自分で言うのもなんだけど、あたしが抜けた穴は大きい。どうにか、なるの？」

「気にするな……って言っても気にするだろうな」

　だから、

「こう言おう。俺を、誰だれだと思っている？」

　冗談めかして言えば、由枝さんもその意図を悟ったらしく口元に笑みを浮かべる。

「“〝万ばん能のう”〟の本家、そこより選出された我らが《長おさ》。《御み園その》数千万を束ねる、異能者の幹にして起源」

「だったら、言うべきことは？」

「──全てお任せ致します、我らが《長》」



「いったいどういうことですか!?」

　由ゆ枝えさんに別れを告げ、医務棟を出たところで戸と惑まどいも露あらわな皐さ月つきに肩を掴つかまれる。

「いったい、お兄ちゃんたちはなにを進めてるんですか!?　あんな……由枝さんがあんなことになるような作戦って……っ」

　皐月の心配も戸惑いもよくわかる。

　だが、

「悪い、皐月。ちょっと今は静かにしていてくれないか」

　今は、答える時間も惜しい。

「お兄ちゃん、皐月は頼ってくださいって言いましたよね!?　また怖い顔になって……いったいなにを背負い込んでるんですか!?」

　一瞬気け圧おされたように瞳ひとみを揺らした皐月だったが、それでも彼女は俺おれを真まっ直すぐに見据える。

「これ以上、心配させないでくださいよ……！　どうしてそんなにまで、皐月に話そうとしないんですか!?　皐月は家族の心配も、しちゃだめなんですか……？」

　皐月は力なく下がった手で服の裾すそを掴み、か細く声を上げる。

「教えてくださいよ……。今回は由枝さんでしたけど、もしかしてお兄ちゃんやお姉ちゃんも、大おお怪け我がを負うような……」

「──皐月。今は、話せない。……わかってくれ」

「……っ」

　睨にらんだつもりはなかったが、俺の顔を見た皐月は言葉をなくし、そのまま小さく、

「お兄ちゃん、また……」

　と呟つぶやき手を離すと、歩く俺の少し後ろに俯うつむきがちについた。

　心配そうな鈴すず莉りと皐月に見られながら、鈴莉の手を握り思考を巡らせる。

　犯人は、やつだ。

　由枝さんがはっきりとそう証言しているし、彼女の怪我──爛ただれた皮膚も、そう証明している。

　やつが包囲網により追い立てられてきたのはこちらの作戦通りだ。元々この街を戦場にするつもりだったのだから、それは問題ない。むしろやつがこの街まで来ているとわかったのは僥ぎよう倖こうといえる。

　だが、

「…………先手を、とられた……っ」

　対組織に際して個人の持つ最大の利点は、その機動性にある。

　そこを十分に理解していたはずだったのに……俺おれは要かなめの一つである由ゆ枝えさんを無防備にしてしまった。

　もちろん由枝さんの強さに安心していたところはあるが……それでも、作戦に組み込んである以上、もっと手を打つべきだった。

　やつは、それだけの相手なのだ。下へ手たをすれば、俺の采さい配はいミスで……由枝さんを、失っていたかもしれない。それだけの。

「…………包囲網はこっちが先だ。だが、この戦い自体は……」

　皐さ月つきの心配そうな視線が強くなっているのを感じるが、気にしている余裕はない。ここで失敗すれば、全てが水の泡に帰す。それは文字通り、全てがなくなるという意味で。むしろ、自らそれを早めてしまっただけという、ばかばかしい事態にだって。

　だが、それを受け入れてこその、この作戦だった。薄氷一枚下に危険が潜んでいようと、それを実行に移したのは、俺の判断であり……責任だ。

「…………狙ねらいは、なんだ」

　やつの狙いは。目標を達成しようと思えば、すぐにでも達成できるのに。そう道筋を作ってあるのに、わざわざ遠回りをして由枝さんを狙った狙いは。

「…………単純、か」

　将を射んと欲すればまず馬を射よ。

　ことわざ通りだ。敵はまず俺たちの戦力を削そぐことから始めた。

　どこから手に入れたのか──いや、やつはいろいろな裏と繋つながりがあった。《長おさ》の代理として外部に出ることの多い由枝さんの情報を手に入れる機会は、いくらでもあっただろう。

　そうしてまずは一人。不意打ちで戦力を削った。

　今回の作戦において、由枝さんはいわば剣だった。俺たちの事情を知っており、それだけの力を有する異能者として。しかしそれは先手を打って潰つぶされた。

　作戦の全容がもれているということはありえない。なにせ全容は俺の頭の中にしかないのだから。ならば、やつは側そつ近きんということで由枝さんを潰したのか？

　だとすれば、各個撃破はどこまで続く？　それこそ──無数に、戦闘要員の異能者が全て潰されるまでということすら、ありえる。やつはそれだけの力を、持っている。

「…………っ」

　それではいくらなんでも被害が大きすぎる。

　自分のために他ほかのものを切り捨てることは珍しくない俺だが、だからこそ、被害が大きいのは望ましくない。

　この作戦が終わっても、その後というものはまだまだ続いていくのだから。

　だが、現在動かしている作戦は基本的に『待ち』の作戦だ。

　能動的に積極的に動いているように見えても、最終的にはやつの動き一つにかかっている。

「…………無理にでも、早めるしかないか」

　そのことによる弊害はあれど……由ゆ枝えさんが──現《御み園その》においてほぼ最強に近い由枝さんがやられた以上、リスクは変わらない。彼女に変わる剣を今から用意するのは、やつが街まで来ている以上……もう、間に合わない。

　ならば──俺おれがさらに、死力を尽くすだけだ。

「……鈴すず莉り」

「うん」

　視線を下げれば鈴莉は真面目まじめな顔で。

「私は、ひなくんがそう決めたなら全力で応援するよ」

「…………きっと苦しいぞ？」

　いや、

「できるだけ短くするとはいえ……きっと、苦しませるぞ」

「あは。ひなくんと一緒にいられないことの方が、もっと苦しいよ」

「……ほんと。いい女だよ、おまえは」

　ちらりと後ろに視線を向ければ、静かについてきながらも心配そうな視線を向けてきている皐さ月つきが見える。

　皐月は“〝万物創造オムニア・クリアート”〟という、強力無比の力を有する。

　だが、それでも彼女をこの作戦に組み込んでしまうのは……本末転倒だ。

　今のままでは──由枝さんを欠いた状態では、決め手に欠ける。

　しかしそれでも、皐月を巻き込むわけには、いかない。

　彼女もどこかの段階で遠ざけるとして……。

　俺のやるべきことは──。
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　男は森の中を歩いていた。

　正しく舗装された道でもなく。獣道のように踏み固められているわけでもない。

　ただ、自身の記憶のみを頼りに森の──山の中にある建物を目指し、男は歩を進めていた。

「今代の《長おさ》は、あまりにも情報が少ないねぇ」

　そのような道であるにもかかわらず男はふらつくことなく、あまつさえ束ねられた資料を読みながら着実に進み続ける。

「秘されし《長》という意味では正しいのだけれど……こうまで情報が出てこないと、幽霊が《長》をやっているのかと思いたくもなるね」

　呟つぶやきながら男は読み終えた資料を森の中へと放ほうる。

　だが、その資料は地面につくよりも早く、周りの木々や草と一緒に泡を吹き……溶け落ちる。

「とはいえ、幽霊があれだけの作戦を指揮できるはずもないし……いるのは間違いないんだろうねぇ」

　男は先程溶けた資料に書かれていた、ここ数年の《御み園その》の戦果を思いだす。

「組織の統率と……戦闘に関しては並以上と見ていいだろうねぇ。全く厄介なことに……」

　しかし言葉とは裏うら腹はらに、男の病的にやせ細り頬ほお骨ぼねの浮き出た顔は明るい。

「組織の統率に長たけるが、表舞台には出てこないのなら……先に有能な手駒を潰つぶせばいい、というだけの話だね」

　そして、と再び思いだすのは《長》の持つ手て駒ごま。

「有能な手駒──《長》の正体を知り、公私に渡り支える側そつ近きんはそうそう変わらないし、補充も利かない。古いデータでも、信用していいだろうね」

　男が枝をかき分けながら脳裏に浮かべるのは、先日交戦して骨を折り皮膚を溶かした、黒髪の女性。

　年若くも《長》の秘書であり、《長》の代理人として外と接することも多い彼女。実際に交戦してみて確信したことではあるが、

「彼女が《長》にとっての剣。もう一人の守りを司つかさどる側近を潰せば──」

　男はまだ目的地につかないのをいいことに、病的に、狂的に笑う。

「そうして実験の邪魔をする《長》を！　庇ひ護ごのなくなった残りの本家を！　それでようやく、ようやくこの実験に結論が出る！」

　それが成功であれ、失敗であれ。

　明確な結果が出るのならば、長年燻くすぶり続けた知識欲が満たされるのならば。

「七年越しの実験。結論までの障害など、苦でもないねぇ……！」

　男は、笑い続ける。
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　来週に終業式を控えた土曜日。

　泊まり込みの準備もして、朝から本部へ来た俺おれは、各所の対応に追われていた。

「ああ。全員だ、全員。最低限の人員を地下に……そうだ、シェルタールームだ。あそこなら核だろうがバンカーバスターだろうが効きやしない」

　電話で指示を出し。

「………………ああ？　帰りの車ぁ？　いいからさっさと待避しろ！」

　今必要ではないことを切り捨て。

「由ゆ枝えさんは休暇中だ。同じ命令でも女の声がよかったって……よしわかった。伝えておこう。あとでたっぷり変態と罵ののしられろ」

　男の声で命令されるのは嫌だというバカに、時限式の爆弾を仕掛け。

「いいんだ。受付も開けろ。隔壁も全開放しておけ。…………なにが起こるか、なんてのは知らなくていい。知らない方がいい」

　諸もろ々もろ指示を出し終えた頃には、すでに本部へ来てから数時間が経過していた。

「ひなくん、お疲れ様」

「あー、ありがと。鈴すず莉り」

　電話を置いた瞬間を見計らって鈴莉の差し出してきた冷たいお茶を、一気に呷あおる。

「まったく……由枝さんがいないだけでこれだけの忙しさって」

「それだけ由枝さんに頼りきりだったってことでしょう？」

　そう言いながら《長おさ》の部屋に入ってきたのは、書類を抱えた皐さ月つき。

「お兄ちゃんの言う通り、回収してきましたよ。これ全部確認して承認のハンコが欲しいそうです」

「まじかよ……」

　それは山というのがふさわしい量の書類。

　いつもは先に由枝さんが重複やミスのある書類、明らかにおかしいものをはじいておいてくれる分まで含んでいるので、その量は平時の三倍近い。

「…………いや、由枝さんが仕分けてる分だけじゃない、か」

　積まれた書類をめくりながら独りごちる。

　そうだ。今は平時ではない。

　昨日までは平時と変わらないようにこの本部を動かしていたし、今も最低限の機能は最低限の人員で保たせている。

　ほとんどの職員はなにも知らない。

　これは俺おれの問題だし、やつに限っては数で押すというのはあまり効果的ではない。だからこそのこの作戦であり、布陣の予定だった。

　それは由ゆ枝えさんを欠き、崩くずれた今でも、変わりはない。

「あと少し……あと少しなんだ。それで、全てに決着がつく……！」

　だが、その決着をつけるための剣ゆえさんが、折れた。

　戦いとは先に全てを決しておくべきもの、というのが俺の持論だ。

　相手が素手ならば、こちらは刃物を使う。相手が銃を持ち出すならば、こちらは戦車を。相手が戦闘機を引っ張り出すなら、こちらは先に弾道ミサイルを落とす。

　これは極端な例だが、武力、資金、兵の練度、作戦、全てが相手より上回っていること。八割でも九割でもなく、一〇割。確実に勝利できると確定してから動くのが、確実な勝利を導く方程式だ。

　故に本番の戦闘行為自体に意味はなく、それ以前に行う権謀術数の方が、本当の意味での戦いとなる。

　だから俺はそこに力を入れ、想定通りに全ては動いていた。

　ただ一点、剣が折れたこと以外は。

　しかしその剣が……致命的だ。

「……ひなた、さま」

「どうした？　詞ふみ香か」

　小さく声をかけてきた詞香に、できるだけ表情を柔らかくしながら声を返す。

　部屋の隅でぼんやりと立ち尽くしていた詞香は二日前、由枝さんが入院してからずっと背負っている暗い雰囲気のまま、ドアを指さす。

「……ゆえ、さんの……お見舞い、に行ってきても……いい、ですか？」

「いいぞ。寝てたらそっとしておいてやれよ」

「……は、い」

　頷うなずき、ぱたぱたと着物の裾すそを揺らしながら廊下に出る詞香を見送りながら、もう一度考える。

「…………どうやって、穴を埋めるか」

“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟──詞香を使うか？

　否いな。彼女の力は本質的に『遮断』。鉄壁の守りにはなるものの──故に、守りとして組み込んではいるものの、攻撃には転用しづらい。

　ならば今からでも処理班イレースを動かす？

　これも否。やつは数で押せばいいというものでもない。それに、処理班の手の内をやつはよく知っている。ただただ、無駄に倒れる人が増えるだけだ。

　だからこそ処理班イレースの色に染まっておらず、単体で最強の由ゆ枝えさんがこの作戦には適していた。しかし……

「…………やっぱり、俺おれが動くしかないのか……？」

　もともと俺も動く手はずだった。だが、それは由枝さんと連携の上で。

　由枝さんが欠けた今、俺一人でどこまでできるか……。

　いつものように最終手段は用意してあるが……これは、本当の意味での最終手段だ。最も重要なその後の保証がなく、下へ手たをすれば作戦が失敗するよりも……ひどいことになる。

「…………ったく、少数精鋭のツケが回ってきたな」

　自じ嘲ちようの笑みが口元に浮かぶのを自覚しながら、革張りの大きな椅い子すに腰を落とす。

　もう、賽さいは投げられてしまった。

　あとは坂道を転がり落ちるように結論が出るまで止まらない。

　それが俺にとって成功なのか、失敗なのかはわからないが……。

「あーもう！　やってられるか！」

「お、お兄ちゃん!?」

「……悪い。ちょっとあまりの書類の多さに気が滅め入いってな」

　突然叫びだした俺を心配そうに見やる皐さ月つきに、なんでもないと手を振る。

　そうだ。こいつがまた明るい顔を見せるようになるためにも、不安要素は取り払わなければならない。由枝さんが欠けようと俺がしっかりと──

「あ、ひなくんひなくん。電話～」

「ん、ありがと。鈴すず莉り」

　唐突に鳴りだした電話を鈴莉から受け取り、耳に当てる。

「………………はぁ!?　なにをやってるんだ！」

　そしてそこから聞こえてきた報告に、思わず声を荒らげてしまった。

「どうして外に出した！　中でも護衛をつけて………………ああ、そうか。そうだな。そう言われたら、仕方ないな……」

　受話器を戻し、苛いら立だちのままに頭をかきむしる。

「あの……どうかしたんですか？」

　その様子からなにかを感じたのか、皐月が神妙そうな顔で訊たずねてくる。

　事ここに至ってはもはや俺も笑顔を形作ることはできず、おそらくは険しい顔のまま先程の報告を、口にする。

「今度は……詞ふみ香かが襲われた」

「っ……！」

「待て！」

　俺おれの言葉を聞くなり身を翻した皐さ月つきを大声で縫い止める。

「待て。どうするつもりだ」

「どうって……様子を見に行くに決まってるじゃありませんか！　さっきの今です。もう医務棟に搬送されているんでしょう!?」

　なにを今いま更さら、と皐月はきつい視線で俺を睨にらみつける。

　先の由ゆ枝えさんの惨状を、こいつも知っている。だからその直後ともいえるタイミングで襲撃された詞ふみ香かがどういう状況なのか、心配するのはよくわかる。

　だが、

「すでに処置中だ。それに、異能で治療する。命に別状はない」

「……っ。そう、ですよね。連絡が入ったってことはもう発見されて、治療が始まってるってことですよね」

「そうだ。それに、詞香が襲われたのは屋外とはいえ、本部の敷地内だ。今単独で歩き回るのは危ない。今は、ここにいろ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　どうして詞香ちゃんが外に？　由枝さんのお見舞いに行くって……」

　そうだ。由枝さんのお見舞いに行くと、そう言っていたから俺もこの部屋から出るのを許可した。こっそりと護衛かんしはつけていたものの、遮しや蔽へい物ぶつの多い屋内ならばまだ大丈夫だと。

　実際屋内ならば、範囲は狭いながらも鉄壁の守りである“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟との相性も合わせて、大丈夫だっただろう。

　しかし、俺が見誤っていたのは……詞香の優しさ。

　つい先日知らしめられたはずの、あの子の優しさ。

「外に咲いてる花を、な。摘んでいこうとしたらしい。由枝さんのお見舞い用に」

「詞香ちゃん……らしい、ですね」

「ああ。こんなところにいるのがもったいないくらい、優しい子だよ」

　さすがにそれを押しとどめることは、護衛にもできず。

　そして報告によれば……そこで、やつと鉢合わせた。

「…………行きがけの駄賃か、それとも狙ねらったものか……」

　いや、さすがに詞香があのタイミングで外に出るとは読めない。

　ならば運が、悪かったということだろう。

　これでまた一つ、計画が狂った。全体から見ればたった二つの損害。だが、それはどちらも要かなめとなるもの。

　それぞれのバックアップを用意していなかったのは明らかな采さい配はいミス。

　しかし、突出しすぎた彼女たちのバックアップたり得る存在がいないことも、また事実。

　いやはや、昔の武将ならば『天は我に味方せず』とでも嘆くところだ。

　しかし嘆くことは、できない。する暇ひまも、ない。

「鈴すず莉り」

「うん。いいんじゃないかな。ふみちゃんもってことなら、ちょっと分が悪すぎるもん」

「だな。最悪は想定しておかないと」

　鈴莉と視線を交わし、笑いあう。

　想おもいは同じ。二人で一つ。

　ならば出る結論は、話し合うまでもなくただ一つ。

　事ここに至っては、もはやどうしようもない。

「皐さ月つき」

「皐月ちゃん」

「はっ、はい」

　様々なことが同時に起こりすぎてパンク気味の皐月へ、横に並ぶ鈴莉と共に、少しでも記憶に残ってくれれば幸いと、最大限の──俺おれたちができる最高の笑顔を向ける。

「お兄、ちゃん……？」

　俺たちの笑みからなにか感じ取ったのだろう。皐月の顔が怪け訝げんなものになる。

「皐月。今いるだけの職員を護衛につける。おまえは、すぐに避難しろ。なに、心配はいらない」

「うん。すぐに私たちも追いかけるから」

　だから、と。

　文章として繋つながっていなくとも、これまでのことを思いだしながら、だから、と鈴莉と笑顔のまま声を重ねる。



「先に、行っててくれ。────ありがとう──」



　それは、俺が言葉を言い終えるか否いなかという瞬間だった。

　風切り音を立てて飛んできたのは、何度も何度も見たことがある金かな槌づち。皐月がつっこみにも攻撃にも使う、お気に入りの工具。

　それが今、俺が手をかけていた電話に突き刺さり、もう一本は受け止めなければ顔面直撃コースに飛んできた。

「お兄ちゃんもお姉ちゃんも……！」

　震える声は金槌を投げた皐月のもの。

「いつもいつもいつもいつも……！」

　震えているのは声だけでなく、女の子らしい華きや奢しやな体も、ローツインにまとめられた栗くり色いろの髪も、なにかを堪たえるように握りしめられた小さな手も。皐月の全てが、震えていた。

　そして様々な感情が共振した震えは臨界に達し、俯うつむいた皐さ月つきが……叫ぶ。



「いい加減にしろ!!　バカ兄にバカ姉!!」



　いつものですます調も抜きでキッと上げられた顔は怒りと悲しみに彩いろどられており、栗くり色いろの瞳ひとみに浮かんだ涙を振り払うように皐月は腕を振り、叫び続ける。

「皐月にはなんにも説明なしですか!?　そんなに皐月は頼りないですか!?　いつもいつもいつも、お兄ちゃんは皐月の知らないところで全てを片付けようとして!!　そのくせ自分の犠ぎ牲せいは厭いとわないで!!」

　それに!!　と皐月は手元に創つくり出した金かな槌づちを再び俺おれめがけて投げ、

「なんですか二人とも、さっきの笑顔は!!　まるで……まるで、これで一生のお別れみたいな笑顔だったじゃないですか!!　どうして！　どうしてそんな笑顔で皐月に避難しろなんて言うんです!!」

　感情が暴走しているのか、皐月は投げるものを金槌からクッション、剣、石など不規則に変え、俺に投げつけながらわめく。

「なにが起こっているのか、説明してくださいよ！　それが《御み園その》に関わることなら、本家筋の人間として！　お兄ちゃんやお姉ちゃんに関わることなら、お二人の妹として！　皐さ月つきにも、手伝わせてくださいよ!!　由ゆ枝えさんに、詞ふみ香かちゃんまで襲われて……それで皐月だけ逃げろって言うんですか!?」















　もう……と皐月は投げる手を下ろして床に雑多な物を転がしながら、

「もう……皐月を、仲間はずれにしないでください。手伝えることがあったら言えって言ったじゃないですか。皐月は、守られるだけのお姫様じゃないんです。お兄ちゃんやお姉ちゃんと一緒に、横に並んでいきたいんです……」

　悲しみに歪ゆがんだ顔は大粒の涙で濡ぬれており、それは数日前を──そして、皐月と出会ってすぐの、あの夜を思いださせるもので──。

「……気づいてます？　今のお兄ちゃんは、皐月のために暗殺者と戦ったあの日よりももっと険しい顔で……余裕が、全くないんですよ？　心配するなっていう方が、無茶ですよ。皐月の知らないところで、親しい人がいなくなるのは……もう、嫌なんですよ……」

「………………余裕がない、か」

　荒ぶる感情を吐き出し終えた皐月が床に座り込むのを見ながら、ようやく絞り出せたのはそんな一言だった。

　まさか、ここでも指摘されてしまうとは。

「さて……どうするかね」

　視線は隣へ。

　俺おれの視線を受けた、苦笑とも慈しみとも見える顔の鈴すず莉りは、泣きながらへたり込む皐月へその澄んだ鈴のような声で静かに言葉を紡つむぐ。

「ねえ、皐月ちゃん」

「……なんですか」

「知らない方がいいことって、いっぱいあるんだよ？」

　それは、

「知ったら、隠そうとしてたその人の努力を無駄にしちゃうかもしれない。これまでのことの裏を知ってしまったら、親しい人の傷ついた本当の意味を知ったら、後悔するかもしれない。それでも──」

　鈴莉はいつもの柔らかな、母性すら感じさせる微笑ほほえみで、皐月に問いかける。

「それでも──皐月ちゃんは知りたいの？　私たちが今してることを、手伝いたいの？」

「知りたいです」

　それは僅わずかな間も挟まない、即答。

「皐月ちゃんは優しいから、絶対に後悔するんだよ？　知らなきゃよかったって、絶対に思うんだよ？」

「お兄ちゃんやお姉ちゃんが隠していたってことだけで、それが皐月にとって辛つらいことなんだろうな、っていうのは簡単に想像がつきますよ」

「だったら……」

「だからこそ、皐さ月つきは逃げません」

　皐月は立ち上がり、並び、寄り添い立つ俺おれと鈴すず莉りを真まっ直すぐ見据える。

「お二人の妹として、そんなものをお二人だけに背負わせるわけにはいきません。皐月が関わっているのなら、なおさら」

　向けられる瞳ひとみはぶれることなく。決意を秘めた瞳は揺らぐことなく。

「だってさ」

　俺を見上げた鈴莉は短く呟つぶやき、肩をすくめる。

「どうするの、ひなくん？」

「どうするって……」

　ここまで言われては。

　悲しい思いをさせないために黙り、皐月が知らないままに片をつけようと思っていた。

　だが、今俺たちを心配する以上のことも背負うというのなら。他ほかならぬ本人がそう決意したのなら。

「俺には……反対することはできないな」

　まったくこいつは。出会ってまだ半年も経たっていないのに、みるみるうちに成長していって……いや、これこそが皐月の本質なのかもしれないな。

　本当にやってられるか、という気分だ。ここまできて計画に狂いが生じすぎている。

　ただ、由ゆ枝えさんと詞ふみ香かの退場がマイナス要素だったのに対し、皐月の決意は──プラス要素だ。実質面だけでなく、俺や鈴莉の感情面でも。

　溜たまっていた息を吐き、強こわ張ばっていた体の力を抜く。

　時間は、あまりない。

　それでも、皐月が望むのならできる限りのことを──今回の始まりから全てを、話そう。

「──全ての始まりは、七年前の事故にある」

「事故って……」

　俺の唐突な切り出しに戸と惑まどいながらも皐月が見やるのは、俺の腕を掴つかんでいる年のわりに幼く、小さな少女──鈴莉。

「そうだ。俺が両親を亡くし、瀕ひん死しの重傷を負い、鈴莉が後遺症を背負って記憶をなくした事故──いや、あの事件は本来、あの場にいた人は誰だれも、狙ねらわれていなかった」

　そう。

「狙われたのは、当時の鈴莉と同年代の少女。彼女はとある特殊な家系の本家筋であり、その日は──サプライズで腹違いの兄と、会う予定だった」

「え……」

　俺の言葉の意味を理解した皐月の顔から、さっと血の気が引く。

　だが俺おれは、語り続ける。彼女なら──あそこまで言い切った俺たちの妹なら、受け止められると信じて。

「しかし秘されるべき存在であるにもかかわらず、本家筋を絶やそうと目もく論ろむやつに少女の情報はもれていた」

　本来もれることのない情報。それでも──内部からは、容易たやすい。

「そいつは処理班イレースの班長だった。当時の《長おさ》と付き合いも長く、情報を得ることができるだけの地位にあった」

　しかし、

「やつはあるとき、任務から帰ってくると同時に《長》へと襲いかかり、殺せぬとわかるや否いなや逃亡し、行方をくらました」

　そうしてその数ヶ月後、あの悲劇が起きた。

「《長》を殺せなかったそいつは生活に困窮していた男を雇い、こう言った。『あそこに小学生くらいの長い髪の少女が来たら……殺せ』と。しかし、その場に現れた少女は狙ねらわれた本家筋の少女ではなく、本来は来るはずのなかった──彼女の兄と幼なじみの、少女だった」

　だが、

「雇われた男は殺人を犯すという焦りのあまり、勘違いをした。幼なじみの少女こそが、ターゲットだと。トラックをカフェに突っこませ、周りにいた子供や大人を巻き込んで殺しながらも、最後まで知らなかった。本当に狙われていた少女は、手違いでその頃まだ家にいたということを」

「それ……じゃあ……」

　すでに皐さ月つきの顔は青を通り越して紙のように白くなっている。

　告げられた真実に戸と惑まどいながらも、彼女はそれを口にする。

「お姉ちゃんは……皐月の代わりに……」

「そうだ。それが、全ての始まり」

　皐月の前に歩いていきながら、続きを口にする。

「その後、俺は両親の、鈴すず莉りの復ふく讐しゆうのために犯人を捜した。《長》になり、《御み園その》の力を最大限に活用して」

　そして、

「簡単ではなかったものの、容疑者というレベルでは──見つかった。だからこそ、やつが元処理班の班長だったということまで把握できている」

「え……。でもお兄ちゃん、前に話したときはわからなかったって……」

　言いかけた皐月は、俺がすでにあのときからごまかしていたのだと気づき、言葉を切る。

　なにか言いたげな視線は感じるものの……俺はそれに気づかないふりをしてさらに続ける。

「だが、その頃にはすでに鈴すず莉りは回復し、俺おれも復ふく讐しゆう心しんなんてものは薄れきっていた」

　もう、関わってこないのなら。俺たちに、《御み園その》に関わってこないのならば放ほうっておこう、と。わざわざ危険を冒してまで、すでに取り返しのつかない過去を追い求める必要はない、と。そう、判断した。

「よって《御園》を用い、他ほかの異能者組織を用い、表の政治や警察、マスコミを用い、側そつ近きんを用いて行う作戦は、全ての下準備を終えた状態で──いつでも動き出せる状態のまま、凍結した」

「それじゃあ……今、お兄ちゃんたちが作戦を動かしているのは、どうして……」

　へたり込んだまま俺を見上げる皐さ月つきに手をさしのべ、皐月の柔らかな手が握り返すのをたしかに感じながら、再開のときを告げる。

「皐月、おまえだよ」

「皐月、ですか……？」

「そうだ。おまえが、俺たちの前に現れた」

　当然、最初は腹違いの妹だなんてことは知らなかった。

　彼女が鈴莉の間違われた対象だなんて、考えもしなかった。

「だけどタイミングよく──あまりにもタイミングよく『本家筋である』という理由で、おまえは殺されかけた」

　もれるはずのない情報。

　知られるはずのない存在。

　ならばそれはどこから出てきたものなのか。

「俺が思い当たるのは、過去の一件だけだった。それ以外は《長おさ》として、俺や鈴莉に危険が及ばないよう徹底的に潰つぶしてきたのだから、それ以外に思い当たる要素はなかった」

　そこに、繋つながりを感じた。

「だから、俺は過去の作戦を再度動かすべく、準備を始めた。情報を持っている、過去にも皐月を狙ねらったやつが未いまだ皐月を狙い続けているのならば、それを封殺するために」

　そして、次の事件が起きた。

「《異い戦せん雪せつ原げん》。やつらが喧けん嘩かを売ってきた一件も、違和感があった。明らかに勝てない戦い。勝っても未来が見えない戦い。それでも餌えさをつり下げられ、必死に《御園》へ戦いを挑む彼らに」

　だから、伊い瀬せ深み雪ゆきを問い詰めた。

　その結果は案の定というべきもので、

「情報を操作し、《異戦雪原》を《御園》へけしかけたのは同じやつだった。だからあの一件を俺はこう結論づけた。あれは《御園》の戦力を削そぐため、もしくは戦力をはかるためのものだったのではないかと」

　ならば、それはなぜか。一連の事件が全て繋つながっているのなら、なぜここで皐さ月つき個人ではなく《御み園その》全体を狙ねらいだしたのか。

「狙っていた皐月が本格的に《御園》の──《長おさ》の庇ひ護ご下に入ったからだ。皐月を殺すためには、どうしても《御園》とあたることになる」

　なぜそこまで執しつ拗ように皐月を狙うのか、それはわからない。求めているのが皐月なのか、それとも本家筋なのか、それすらも不明だ。おそらく本人に訊きくまでわかることはないだろう。

　だが、犯人の動機など関係はなく。俺おれがすべきことは変わらない。

「処理班イレースを削られようと、俺が過去に立てた作戦は動かせるものだった。だから、これ以上なにかが起こる前に──また皐月が狙われる前に、俺はやつを捕らえることを決意した」

「じゃ、じゃあ……お兄ちゃんが今しているのって、全部……全部…………皐月のためなんですか!?」

　怒りか、はたまた別の理由か。急速に顔を赤くしながら立ち上がった皐月を鼻で笑う。

「うぬぼれるなよ。いくら兄だからって、全ておまえのためだけに動いていると思うな。俺は《長》だ。《御園》を──その根幹たる本家筋を害そうとするのならば、それは俺の──《御園》の敵だ」

　故に────潰つぶす。

「…………そうやってごまかすのは……ちょっと、ずるいですよ」

　なにがずるいのか、皐月は赤い顔のまま唇をとがらせる。

　だが、俺の説明はまだ終わっていない。

　今までのことは俺が動いた動機。本当にこいつに手伝ってもらうのならば、俺がなにをしていたのか、これからなにが起こるのかも説明しなければならない。

「やつは──皐月を狙い、いくつもの事件を起こした黒幕は、単独犯だ。狭くとも広い日本。足取りを掴つかむのは難しい」

　だから、

「周囲を囲み、動きを封じた。派手に動くことで、《御園》の《長》が本気になったのだと知らしめた。皐月を狙うのならば、《長》が邪魔だと印象づけるために」

　そしてあえて、

「日本中が警戒厳しい中、《御園》の本部だけを手薄にすることで、向こうから来てもらうようにした。《長》を殺せば、庇護のなくなった皐月を殺すのは容易たやすい。そう、思わせ──てっ!?」

「お兄ちゃんはアホですか!?」

「説明途中にいきなりビンタかましてくる妹の方がアホじゃないのか!?」

　ひりひりする頬ほおを押さえながら叫び返せば、皐さ月つきは栗くり色いろの瞳ひとみをつり上げ、俺おれを睨にらみつける。

「難しくて半分も理解できませんでしたけど、要するに──お兄ちゃんが皐月を助けるために、皐月を狙ねらう犯人を自分を囮おとりにして誘おびき出してるってことでしょう!?」

「十分理解できてるじゃねえ──かっ!?」

　二発目!?　こいつ、なんて好戦的な……っ。

「そんなに皐月皐月でぶっちゃけ妹にマジ惚ぼれてるんじゃないのかこの兄ヒャッホー、みたいな話なのに、どうして最初から皐月に相談しないんです！　皐月がどれだけ心配したと思ってるんですか、このアホ兄！」

「アホアホうっさいぞ、アホ妹！」

「えとえと……その、二人とも落ち着いて？　ね？　今は兄妹喧げん嘩かしてる場合じゃ……」

「お姉ちゃんは黙っててください！」

「鈴すず莉りはちょっと黙ってろ！」

「ひゃい！」

　あー、そうですか。そこまで言いますか。

　こっちだってなあ……こっちだってなあ……！

「こんなこと、そうそう伝えられるか！　実際伝えたらおまえ、魂抜けそうなくらい呆ぼう然ぜんとしてたじゃねえか！　こっちこそ精神崩壊しないかビクビクしてたっての！」

「そりゃ呆然ともしますよ！　実は昔殺されかけてて、その影響でお姉ちゃんもお兄ちゃんも死にかけたとか！　皐月こう見えて、繊細な乙女なんですよ!?」

「繊細な乙女が兄に金かな槌づち投げてビンタかましてくるか、このアホ！」

「乙女ならそれくらいしますよ！　乙女嘗なめないでください！」

　言いざま、また振り下ろされた手を掴つかんで止める。

「ちょ、離してください！　叩たたかせろ！」

「おまえもう目的すりかわってるだろ!?」

　振り上げられた逆の手も掴んで動きを止め、唸うなる皐月を至近距離から睨む。

「おまえに心配をかけるのは心苦しかったさ！　それでも真実──俺たちがどうして動いているかを知ったら、優しいおまえは絶対に『自分のせいで周りに迷惑を』って悩むのがわかってたから──それを俺はおまえがウチに来てすぐのときに知ったから！」

　そして『自分のせいで周りに迷惑を』と思ってしまったら、皐月は絶対に──



「おまえは俺たちから離れようとしただろ!!　それが嫌だったから、俺はずっと黙ってたんだよ!!　妹と──ようやく見つかった血の繋つながった家族と離れたくないのは、おまえだけじゃねえんだぞ!!」

　これほど怒鳴ったのはいつぶりだろうか。

　肩で息をしながら、同じく息を切らせている皐さ月つきを見据えて叫ぶ。

「俺おれは鈴すず莉りが第一だ。だけどな、おまえだって俺の家族だ。俺はもう家族を失いたくない！　絶対に、なにがあっても。そのためになにを犠ぎ牲せいにしても、家族だけは守り抜く！」

　そのまま睨にらみ合っていたのは一分だっただろうか、五分だっただろうか。

　不意に腕の力を抜き視線を逸そらした皐月は、未いまだ興奮のためか赤い顔でどこか拗すねたように、呟つぶやいた。

「…………そんなこと真顔で言われたら……皐月、もうなにも言えませんよ」


















「それで、どうするんです？」

　そう皐さ月つきが切り出したのは、数分後。お互いの息が整った頃。

「詞ふみ香かちゃんが本部の敷地内で襲われたってことは、すぐにでも作戦を立てないと──」

　早口でまくし立てる皐月の言葉を手で制する。

「皐月。おまえが手伝ってくれるつもりなのは嬉うれしい。正直なところ、由ゆ枝えさんが抜けた穴を埋めるのに少しでも力が欲しいところなんだ。細かい説明もこれからしたかった」

　でも、

「ちょっと、兄妹喧げん嘩かのしすぎで……遅刻したみたいだ」

「え……？」

　困惑する皐月を引き寄せながら呼びかけるのは、正面。

《長おさ》の部屋に入る唯一の入り口、頑丈な──しかし今はその面影もなく泡を吹き、溶け落ち始めている、分厚い扉。

　気づかぬうちに周囲を満たす朝あさ靄もやのように、静かにいつの間にか間近まで忍び寄り、今まさに侵入せんとしていた男。

「久しぶりの古巣はどうだ？　──元《御み園その》処理班イレース班長、灰はい島じま芥あくた」

「なかなか悪くないね。多少構造が変わっていて道に迷ったけどねぇ」

　応えるのは、腐り落ちた扉を踏み越え《長》の部屋に入る、病的に細い男。

「えっ……灰島芥ってあれですよね。ニュースで凶悪犯罪の首謀者って……」

「そうだ。あれも作戦の一環だった。こいつを、ここまで連れてくるための」

　俺おれの言葉を聞いた灰島芥は、目を何度か興味深そうに瞬かせる。

「ほう。では、ボクがここまで来るのは全て計算通りだったというわけかね。それは一本とられたね」

「白々しい。わかっててこの機会を逃さなかったくせに」

「いやいや。最初は本当に驚いたね。まさかここまで大規模に、日本中を巻き込むなんてねぇ」

　入り口を塞ふさぐように立つ灰島芥は、俺が写真で見た現役時代よりもさらにやせ細っており、変わらぬギラギラとした光を湛たたえる瞳ひとみだけが彼の存在を強烈に主張している。

「さて……」

　呟つぶやいた灰島芥は、その薄汚れた白衣にも見える裾すその長いシャツを後ろに流して、手を広げる。

「とりあえず、悪役らしくこう言っておこうかね？　本家の娘を置いていくなら、逃げる邪魔はしない、とねぇ」

「はっ、妹を見捨てる兄がどこにいるっていうんだ」

　おどけたようにふざけたことを口にする灰島芥の言葉を一いつ蹴しゆうする。

　むしろ、訊たずねるべきはこちらから。

「灰はい島じま芥あくた。《御み園その》の、我が血族の一人として《長おさ》が慈悲をかけてやろう。今すぐそこに跪ひざまずいて命を請うのならば、こちらも考えなくはない」

「《長》？　《長》と言ったかね？」

　それまで俺おれを皐さ月つきの護衛程度にしか思っていなかったのか、灰島芥は心底驚いたというように呆ほうけたあと、なにかを納得したように頷うなずいた。

「ボクもキミと同じくらいの歳としで処理班イレースの班長だったのだから、それもありえる話だねぇ」

　そう言うと、灰島芥は慇いん懃ぎんに腰を折り頭を下げる。

「お初にお目にかかるね、今代の《長》。先代──キミのお父上にはたいそうかわいがってもらったからねぇ。礼は尽くさないと」

「なにを戯たわけたことを。その先代の《長》を襲い、後に皐月を狙ねらった事故に巻き込んで殺したのはおまえだろう」

「ボクが殺そうとしたのはともかく。あれこそ、不慮の事故というものだねぇ。いかな“〝万ばん能のう”〟の《長》といえど、人間である以上不意打ちには対処できないという、いい実験結果だねぇ」

　なるほど。つまり──

「降伏する気はないということだな」

「ここまで状況が整っていて、今いま更さら実験を中止する必要性はないねぇ」

　灰島芥は俺の確認に頷くと、そのぎょろりとした目に狂的な澱よどんだ光を宿らせ、

「もうボクは待ちきれなくてねぇ。早く、実験を始めさせてくれないかね？」

「つれないな。こっちはいろいろと訊ききたいことがあるんだが？」

　後ろに鈴すず莉りと皐月をかばいながら、少しでも時間を稼ぐべく口を動かす。

「例えば、どうしてこいつ──皐月を狙うのか、とか」

「ふむ。思って当然の疑問だねぇ」

　俺の時間稼ぎに付き合うつもりかはたまた別の意図があるのか、灰島芥は楽しそうに話し出す。



「──知識欲、ただそれだけだね」



「……は？」

　思わず間の抜けた声がもれ、思考と後ろで動かしていた手が止まりかける。

「知識欲？　ただそれだけ？　なにを──」

「……やはりキミもそういう反応かね。常人は理解してくれなくて困るねぇ」

「あんたの考えなんて、理解したくもないがな。ここに来たのも、皐月を殺すためだろう？」

「その通りだねぇ。それこそがボクの七年越しの──《御み園その》を抜け、追われる身になりながらも続けた実験の最終段階。それで──」

　ぐるんと瞳ひとみを動かし、灰はい島じま芥あくたは俺おれの後ろに視線を向ける。

「本家の娘さんの準備は、できたかね？」

「……気づいてたか」

「当然だねぇ。腐っても、処理班イレースの班長を務めていた身。そのあたりは癖のようなものだねぇ」

　よほどの自信があるのか、灰島芥は両手を広げ狂的な笑い声を上げ始める。

「ふ、ふふふ……本家の異能！　予備実験として、しっかり目に焼きつけておかないと！　しっかりとボクに見せておくれ！」

　皐さ月つきの異能を見たいがために、待っていたということか……？　なんとも余裕のあることで。……いや、やつの優先順位的に言えば、皐月の異能を知りたいという知識欲の方が勝っていたということか。

「だったら、最大限その余裕を利用させてもらうとしよう……か！」

　皐月が背後で創つくり出した拳けん銃じゆうを握り、無造作に灰島芥めがけ引き金を絞る。

《異い戦せん雪せつ原げん》の一件のあとに調べ、俺の異能に──手に触れたものを最適な方法を持って最高性能で使用することができる“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟に最も合うと判断した大型拳銃。スチェッキン・マシンピストル。

　拳銃であるにもかかわらずフルオート機構を備えており、毎分七五〇発もの九ミリ弾を吐き出すこいつは、本来ホルスターを兼ねたストックがつくほどの扱いづらさだが──“〝万物の使用者”〟を適用すれば、そんなものは微み塵じんもリスクとなりえない。

　最適な方法で狙ねらいをつけ、反動を逃がし、銃の最高性能を引きだし、構造上避けられないブレすらもゼロに近づける。

　彼ひ我がの距離は五メートルもない。その至近距離で正確に急所を狙って放たれる弾丸の嵐を、しかし、

「おっと……それは、あまりおもしろくないねぇ。よく知りすぎている」

　あっさりと、灰島芥はその弾丸をかわしてしまう。

　本人も言っていたが、腐っても元処理班班長。やはりこの程度は不意打ちでも効きはしないか。

　だが、そんなことは……わかっている。

「くらえ、です！」

　数歩横にずれた灰島芥めがけ、皐月が金かな槌づちを投げる。

　そしてそれだけでなく、灰島芥の動きを阻害するように彼の周りに背の低いコンクリートブロックや岩が創り出される。

「物を創つくり出す異能。珍しくないタイプとはいえ、多種を……」

　だが、下へ手たに動けば足を取られる障害物があっても灰はい島じま芥あくたは平然と動き、皐さ月つきの投げた金かな槌づちをかわす。

「っ、まだまだ！」

　皐月は一声気合いを入れると、手元に創り出した金槌を灰島芥めがけ幾度も幾度も投とう擲てきする。

「投げるだけ……ふむ……」

　まるで本当に実験でもしているかのように、皐月と俺おれの動きを見てぶつぶつと呟つぶやきながら攻撃の隙すき間まを縫うように動く灰島芥。

　その細身を追い俺も弾をばらまくが……こちらもやはり、純粋な身体能力のみでかわされてしまう。

　今のままでは決め手に欠ける。だが、やつは今のところ攻撃を仕掛けてくる気配はない。

　できることならやつが油断し余裕を保たもっている間に決着をつけてしまいたい。それは皐月も同じ考えのようで、

「お兄ちゃん、盾を！」

　判断は一瞬。

　皐月と鈴すず莉りを背後において、目の前に創り出されたベニヤ板へ手をかけ、『盾』を適用する。

　その瞬間、盾に守られていない向こう側から──圧力を感じた。

　それは狭い空間に膨大な数と質量を持つ物体が創り出されたことによる圧力。

　俺の後ろを除く部屋半分──灰島芥がいたところを中心に創り出された、膨大な数の剣。

　それらは上から下に貫く物もあれば、地面から生えたように直立する物もあり。中には歪ゆがんだ形で互いの剣を絡ませるようにして、刃を横へ突き出す剣すら存在する。

　まさに剣の結界。剣で構築された茨いばらの檻おり。

　皐月の声を聞いて盾を作っておかなければ、その膨大な量故にこちらまで傷ついていたことは容易に想像できる。

「屋内で高さがないので威力は低めですが、それでも切れ味鋭い金属の塊かたまり。逃げるなら逃げ場を埋め尽くすまでです！」

　それだけの物を創り出した皐月が、同時創造の負荷がかかった頭を押さえながら俺の横で勝ち誇る。

　しかし、部屋に現れたのは無数の剣だけでなく──

「皐月。まだ、終わってはいないみたいだぞ」

「白い……靄もや？」

　剣の中心、灰島芥がいたところから染み出すように出てくる白い靄。

　それはようやく俺おれたちの元へ届いた金属の溶ける異臭と共に、本質を表す。

「これだけの数と種類を同時に！　これだけ正確に創つくり出せるとはね！　さすがは本家──“〝万ばん能のう”〟の異能！」

　靄もやのかかったところから泡立ち、溶け落ち出す大量の剣。

　部屋半分を埋め尽くしていた無数ともいえる剣は見る見る間にその姿をどろどろとしたものに変え……中で歓喜の声を上げる男を露あらわにする。

　灰はい島じま芥あくたは笑い声を上げながら、すでに形すらわからなくなった剣を踏みしめる。

「いいねぇ！　おもしろいねぇ！　物を創り出す異能ならば、ただ一種類しか創り出せない異能にあって、これだけの種類を創り出せる異能！　やはり本家の異能というものはおもしろい！　──────だけど」

　急にテンションを下げ肩を落とした灰島芥は、心底残念だというように首を振る。

「初めての異能でいいサンプルにはなったけれど……実戦向きの異能ではないねぇ。種類という横は広くとも、底は浅い。できてせいぜい、創った物を投げるか落とすか、といったくらいかね」

「そうだな。だから────俺が使う」

　灰島芥が首を振り、ほんのコンマ数秒俺が視界から外れた瞬間、創り出された西洋剣を握って回り込む。

　俺の言葉は斬ざん撃げきから僅わずかに遅れて。

　最高の剣士と同等の知覚、運動能力を手に入れた俺は動作と動作の虚を衝つき、灰島芥へ刃を振り下ろす。

　不意打ちの刃は服にふれ、切り裂きながらその奥の肉を断たんと走る。

「……っ！」

　だが、紙一重。

　服を切り薄皮を一枚切ったところで、かわされる。

　かわされた剣は勢いのまま、灰島芥の背後で未いまだ形をとどめていた剣をまとめて数本切り飛ばす。そのときにはすでに灰島芥は数歩以上の距離をあけ、楽しそうに俺の手元に視線を送っていた。

「かわせないタイミングだったはずなんだがな」

「何度も言わせないでほしいね。実戦の年季が違うからねぇ」

　言葉を交わす間も灰島芥の視線は俺の手元に。忙せわしなく動く眼球は切り飛ばされた剣も視野に収めており、

「こちらもおもしろい異能だねぇ……。さっきはただの板で身を守っていたし、今度は金属を真っ二つ。銃もフルオートのくせに、やたらと狙ねらいが正確だったねぇ。いったいどういう異能なのか……」

「自分で味わえば、わかるんじゃないのか！」

　俺おれの異能は手にする物により、脚力や視力といった身体能力すら物を最適に扱えるよう底上げする。

　故に最高の剣士として踏み込んだ一歩は常人の数歩以上であり、振われる剣は空気をも断つ神速。

「おっと、これはなかなか」

　だが、それすらも灰はい島じま芥あくたは笑いと共に身を振り、かわしきる。

　細身で運動は不得意なように見えて、こいつの身体能力は異常に高い。おそらくは、処理班イレース時代から鍛えていたがために。

「とんでもない速度と切れ味だねぇ……。これまでボクが相手したはぐれなら、今のでどいつも死んでいただろうね」

「それをかわすってか。化け物め」

「化け物というのならば、キミの方がよほど化け物じみていると思うけどねぇ。その化け物の秘ひ訣けつは……物をうまく扱う異能、といったところかね？」

　ほう、たった数合で見抜くか。

　久く世ぜ竜りゆ也うやにも見抜かれたが、やはり“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟の力はわかりやすいらしい。

　異能を看破されても表情を動かさず、隙すきだけを探す俺に灰島芥は無造作に手を上げる。

「できれば本家の娘さんと合わせて、観察結果の答え合わせがしたいところだねぇ。証明ができなければ、実験も不十分なものになってしまう」

「そう言われて答えるとでも？」

　俺が笑い再び切りかかりながら言えば、その答えは想定通りだったようで、

「思わないねぇ」

　灰島芥もかわし、同じように笑う。

　そして灰島芥はその笑みを深く、暗くする。

「素晴らしい異能だけど……間合いを詰めた判断は、賢明とはいえないねぇ」

「っ……！」

　俺が剣を振り下ろした瞬間、まるで高温の窯かまに飴あめ細工でも突っこんだかのごとく剣が泡を吹いて溶け、同時に剣を持っていた俺の腕も、強力な酸がかかったように皮膚が泡立ち、焼け爛ただれる。

「ぐぁ……っ」

「お兄ちゃん！」

「ひなくん！」

　二人の叫ぶ声を聞きながら剣を手放し、全力で後ろに飛び退すさる。

　だが、手から剣を離してしまった俺の動きは遅い。それでも灰島芥は追撃することなく、笑みを浮かべる。

「ボクの異能──“〝腐ふ朽きゆうの雲うん海かい”〟を知っていたから、遠距離攻撃を加えているのだと、思っていたんだけどねぇ……」

「もちろん知ってたさ。あんたの異能は《御園》の記録マスターデータにも残っていたからな」

　白い靄もやを体に纏まとわせながら不思議そうな灰はい島じま芥あくたに吐き捨てる。

“〝腐朽の雲海”〟──あの白い靄の範囲内にある物を溶かし腐らせる、腐食の異能。その威力は鋼鉄製の剣が溶けたことからも一目瞭りよう然ぜんで、消すのではなく溶かし腐らせるという生理的おぞましさは……

「現役時代は、見せしめによく使われていたそうじゃないか」

「見せしめ、ねぇ……。ボクはただ《長おさ》に『知りたいなら調べ尽くしていい』と言われたから知識欲を満たしていただけなんだけどねぇ」

　憂ゆう鬱うつそうにため息を吐つく灰島芥。その顔は本気で知識欲を満たすためだけに、見せしめになるレベルのことを行っていたのだと物語っている。

　あんのクソ親父おやじめ……！　人それぞれ性格に合わせた使い方ってのがあるから否定はしないが、そんな使い方しててこうまで狂わせてたら元も子もないだろうが。

「まあ、今いま更さらそんなことはどうでもいいか」

　今はただ──

「おまえを倒す、それだけだ！」

　突き立つ剣を引き抜き、再び“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟の力を適用する。

　俺おれの腕は話している間に鈴すず莉りからもらった“〝自じ己こ治ち癒ゆ”〟ですでに癒いえており、溶かされる前と遜そん色しよくのない力と速度で剣を振るう。

　これにはさすがの灰島芥も驚いたようで、一息に間合いを詰めた俺の腕を見て目を見開く。

「これは……興味深い！　ボクの見立てが間違っていたということかね!?」

「答えるわけがないと言っただろう」

　だが、それでもあえて言うのならば、

「嫁からの、愛の力だよ！」

「ふ、ふふ……！　なんて非論理的な。だけど、おもしろい！　こういう予想外のことこそが、ボクの知りたいものだからねぇ！」

　振るう剣は再び、紙一重でかわされる。

　最高の剣士と同等になっている今の俺の攻撃をかわすとは、本人が否定しようとも化け物としか形容できない。

　さらに、灰島芥は喜色を強めて、

「どんな異能なのか。どこまで回復できるのか。武器に与える影響は。制限時間はあるのか。知りたい！　確かめたい！　実験を──始めたい！」

　周囲に纏まとう“〝腐ふ朽きゆうの雲うん海かい”〟の濃度を、さらに上げる。

　薄い靄もやだったものは見る間に霧ほどの濃さになり、今度はついさっき同じ剣を溶かすのにかかった時間の半分で溶かしきる。

　その靄は当然剣を握る俺おれにもかかり、見る見る間に皮膚が溶け、さらには腐った果実のように黒ずみだす。

　おそらくは一瞬で骨まで到達したと思われる腐食の毒。それは激痛を発し俺の意識すらも焼きにかかる。

　それでも、

「その程度で……《御み園その》を束ねる《長おさ》が止まると思うな！　──皐さ月つき！」

「は、はい！」

　俺の意図を理解した皐月が、俺の手元に、周囲に、大量の剣を創つくり出す。

　剣を掴つかみ目の前の男へ切りかかる。

　その剣が途中で溶けようとも手元に創り出される剣を掴み、周囲を彩いろどる大量の剣を次々に引き抜き、溶ける前に届けと切り続ける。

　久く世ぜ竜りゆ也うやとの戦いを思いださせるそれは数合数十合と、溶けた剣の雫しずくが豪雨のように飛び散る中繰り返される。

「おぉぉおおおおおおおおおおおおおおお！」

　だが、あの戦いと違うところ。それは──相手の異能。

　剣が届くということはそれだけ灰はい島じま芥あくたに、彼の纏う“〝腐朽の雲海”〟に近づくということであり。腕どころか顔や体、足などにも及ぶ異能の腐食は、すでに常人ならば数十回以上死んでいて当然の損傷を俺へと与えている。

　長引くのはまずい！

　それがわかっているにもかかわらず、逸はやる気持ちとは逆に剣はなかなか届かず、俺の耐久実験でも行っているつもりらしい灰島芥は“〝腐朽の雲海”〟の濃度を次々と上げていく。

　溶かされると同時に俺の体を癒いやす“〝自じ己こ治ち癒ゆ”〟がなければ、とっくに俺も死んでいたことだろう。



　だがそれも、致死の攻撃を受け続ければ────限界が、訪れる。



「お姉ちゃん!?」

　それを告げたのは、後ろから聞こえてきたなにかが力なく倒れる重たい音と、皐月の悲鳴。

「だい、じょうぶ……だから。今は、あっちに集中、して……」

「全然大丈夫に見えませんよ！　真っ青じゃないですか！」

　ちらりと視線を向ければ、床に膝ひざをつく鈴すず莉りと慌てて駆け寄り、体を支える皐さ月つきの姿が見える。

　鈴莉の顔は皐月の言葉通り血の気が引いて真っ青で、小さな体は自分を支えることすらできないのかふらふらと揺れて頼りない。

　皐月に揺すられてもぼんやりとした様子から察するに、ここまで堪こらえてきた反動か意識も相当に朦もう朧ろうとしているようだ。

「おや？　“〝腐ふ朽きゆうの雲うん海かい”〟が届いているわけでもないのに……持病かね？」

「ああ、そうだよ！　てめえのせいで俺おれたちが背負ったうちの、一つだ！」

　叫びながら意識を研ぎ澄ませ、剣速を上げる。

　まずい！　もう時間がない！

　こうしている間にも俺は傷つき、それを“〝自じ己こ治ち癒ゆ”〟が癒いやしている。

　本来鈴莉のものである“〝自己治癒”〟が。

　異能は術者に対価を求めない。だが、俺の持つ“〝自己治癒”〟は事情が異なる。

《血けつ樹じゆ》を通じて譲渡された、元々鈴莉のものである異能。

　異能者にとって異能は命と同義であり、共有する異能いのちを持つ俺と鈴莉は、繋つながっている。

　そんな変則的な状態で異能を過度に──皐月が同時に多種を創つくり出すように限度を超えた負荷をかければ、その影響は術者に──本来の持ち主である鈴莉にでる。















　普段ならば気にすることのない程度の負荷。

　久く世ぜ竜りゆ也うやとの戦いで負った切り傷程度ならば、問題はなく。

《異い戦せん雪せつ原げん》との乱戦で負った傷ならば、一日ほど寝込むことで回復する。

　ならば、すでに数十回以上死に至る傷を癒いやしたのなら……？

「お、おぉおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　雄お叫たけびを上げ、一秒でも、刹せつ那なでも早く終わらせるために限界を超えて腕を振るい続ける。

　一本でだめなら二本。二本でだめなら三本。それでもだめなら数本まとめて鷲わし掴づかみにして振るう。

　それでも俺おれの剣はギリギリのところで届かず、傷は──“〝自じ己こ治ち癒ゆ”〟によってすぐに癒やされる傷は、数を増やしていく。

　その上、

「ふむ。腐食では間に合わないようだねぇ。だったらこういうのはどうかね？」

「がっ……！」

　振り抜かれたのは灰はい島じま芥あくたの拳こぶし。

　これまで異能に頼りきり、灰島芥が動かなかったためにノーガードだった俺は鳩みぞ尾おち狙ねらいのそれを僅わずかに逸そらすことに成功するも、かすった脇わき腹ばらに強い痛みを感じる。

「今ので肋ろつ骨こつ二本といったところかね」

「体術もできるのかよ……っ」

「キミのように“〝腐ふ朽きゆうの雲うん海かい”〟を抜けるのもいるからねぇ」

　そう言う灰島芥の首筋には、カウンターで俺が叩たたき込んだ剣の痕が僅かにつき、血の線を描いている。

　だがそんなものは致命傷にはほど遠く、“〝腐朽の雲海”〟に加え体術まで用いてくるというのならば……さらに“〝自己治癒”〟を使わざるをえなくなる。

「お兄ちゃん！　いったん下がってください！」

「おや」

　声と同時に俺と灰島芥を遮って、横一列に剣が降り注ぐ。

　その皐さ月つきの援護をうけて後ろに下がれば、

「少しでも皐月が攻撃します！　お兄ちゃんはお姉ちゃんについててください！」

　皐月が俺と入れ替わるように前へと一歩踏み出す。

　その足は恐怖のためか震えており、苦しんでいる鈴すず莉りになにが起きているのかもわかっていないだろうに、何度も傷ついた俺に代わり前に立つ。

「やはり異能というのはおもしろいねぇ。多種で、その範囲は止まるところを知らず、対価もなく奇跡を起こす」

　その間を小休止にするつもりか、灰はい島じま芥あくたはニコニコとどこか無邪気さすら感じさせる笑みで笑う。

「本家の異能はさらに素晴らしい。とくに今代の《長おさ》の異能は、これだけやってもわからない。まるで二つの異能が混在しているようだね」

　わからないと言いながらも、そのわからないことが嬉うれしいというように灰島芥は身を折って笑い続ける。

「これだけ素晴らしい異能。わからないことが多すぎる異能。だからこそ、気になるんだよねぇ。知りたいんだよねぇ」

　ぎょろりと灰島芥は俺おれと皐さ月つきを見て、

「この力が、いったいどこから来ているのか。そのためにボクは──君たちを殺したい」

「なにを言ってるんです……？」

「キミのお兄さんが訊きいたことの答えだねぇ。ボクの目的だよ」

　皐月の呟つぶやきに律儀にも答えた灰島芥は、子供が自分のおもちゃを自慢するかのように、授業で初めて知ったことを友達に自慢するように……目的を、話し出した。

「《血けつ樹じゆ》になぞらえれば本家は幹となる。幹たる本家は“〝万ばん能のう”〟であり、分かたれた分家はまるで本家から力を分けてもらったかのように、単一の異能しか持たないわけだね」

　だったら、と灰島芥はなにかに取り憑つかれたように病的な細さの顔を歪ゆがめ、

「だったら、幹を──異能の源泉たる本家を絶やしてしまえば……どうなるんだろうねぇ？」

　もしかして、



「異能が──全部、消えてしまうんじゃないかねぇ……？」



　鈴すず莉りを抱き起こしていた手が止まる。

　…………こいつは、なにを言っている？

　そのために、まさかそれを知りたいがために、それだけのために、皐月を──俺を殺そうと……？

　呆ぼう然ぜんとする俺たちを見て、灰島芥は残念そうに首を振る。

「やはり、ここまで言っても理解してもらえないようだねぇ……。新しいことを知ろうとする者は、常に孤独だねぇ」

　そして、こちらへと踏み出す。

「実験に協力してくれると一番楽だったんだけどねぇ。賛同してもらえないとなると、もはや力ちから尽づくしかないね」

「っ！　させません！」

“〝腐ふ朽きゆうの雲うん海かい”〟を纏まとい近づく灰はい島じま芥あくたに、皐さ月つきが金かな槌づちを投げ、剣を降らす。

　しかし灰島芥はそれらをもはやかわすでもなく、“〝腐朽の雲海”〟によって溶け落ちるのに任せて歩を進める。

「さっきも言ったはずだけどねぇ。その異能は便利だけど──戦闘には向かない。日常でこそ、役に立つ異能だねぇ」

　灰島芥は一歩一歩確実に近づいてくる。

　それを視野に入れながらも、俺おれは抱き上げた鈴すず莉りから視線が外せない。

　鈴莉の息は荒く、白い顔は土気色になっている。うっすらと目は開いているものの、それは本当に見えているのか、ぼんやりとして焦点が定まらない。

「ひな、くん……」

「大丈夫だ。大丈夫だから」

　俺が後方に下がったことで──傷を負わず、本来の持ち主である鈴莉とふれあっていることで少しは楽になってきたのか、鈴莉が小さく俺を呼ぶ。

　柔らかな手は俺の手を取ろうとするが、力が入らないようで震えるだけ。その小さな手をこちらから握りしめる。

“〝自じ己こ治ち癒ゆ”〟を使わざるをえないようななにかがあっても『私のことは気にしないで。大丈夫だから』といつも俺を支えてくれた鈴莉。

　しかし、その負荷は──限度を超えた負荷は、小さな体には重すぎる。

　視界の端では皐月が物量による遅滞作戦に切り替えたようで、容易に溶かすことはできないであろう質量の、鉄塊とすらいえる鉄板で灰島芥を囲んでいる。

　だがそれも長くはもたないだろう。すでに鉄板はこちらからもわかるくらい歪ゆがみだしており、俺たちとの距離はもうほとんどない。

　その隙すきに皐月は次々と防壁を創つくり出していくが、それが焼け石に水であることは本人が一番よくわかっているはずだ。

　破られてしまえば……皐月も、俺も──そして俺と命が繋つながっている鈴莉も、死ぬ。

　物を創ることしかできない皐月では決定打に欠け、それを扱い届かせることのできる俺は、もう動けない。

　小さな体でどれだけの苦痛に耐えていたのか、腕の中で荒い息を吐く鈴莉。もう彼女にこれ以上の負担をかけることはできない。かければ、最悪──。

「そろそろ諦あきらめてくれないかね？　すでにどうやっても勝てないことはわかったはずだけどねぇ？　キミたちが死ねば、それで結果は出る。楽しみじゃないかね！　異能が消えるのかどうかなんて！　普通は試すことすらできないことを、知ることができる！」

　すでに防壁は半分以上が溶け落ちており、そこから哄こう笑しようを響かせる灰島芥の姿が露あらわになっている。彼が俺おれたちを手にかけるまで、あと一分か。それとも二分か……。

「……っ」

　俺の手は二本しかない。守れるものは限られている。それは人や物に限らず、思想や友情なんて目に見えないものも。

　すでに俺の手は鈴すず莉りを──そして鈴莉の命を預かる俺を守ることで精一杯だ。

　なにかを守るためには、なにかを捨てなければならない。

　だからもう、俺の優先順位の中で一番高い鈴莉に負担をかけることはできず──守ると決めた妹に死が近づいているというにもかかわらず……俺は、動けない。

　────一つだけ。一つだけ、方法は……ある。

　この状況を打破するためにアレを──その後の保証がないために、最終手段と定めていたアレを使えば……だが、それは……最悪、全てを台無しにしてしまうかもしれないもので……っ。

　俺がこうして迷う間にも、時間は刻一刻と過ぎていく。

　だけど、使えば──。



「だからって!!」



　俺の迷いを断ち切るように、高らかに響いたのは、少女の声。

　狭い空間広しと剣を生み出し、壁を創つくる妹──皐さ月つき。

「だからって！　倒せないからって、敵かなわないからって……皐月は諦あきらめません！　そんなことで、そんな理由で──お兄ちゃんを殺させはしません!!」

　皐月は防壁を溶かして近づく灰はい島じま芥あくたに足を震わせながら、それでも毅き然ぜんと立ち続け、金かな槌づちからより殺傷力の高い剣に持ち替えて投げる。

「人殺しはダメ、とかきれい事は言いませんよ。皐月だって殺人とまではいかなくても、いろいろと自分勝手なことで、他ほかの人に迷惑をかけてる自覚はありますし！」

　でも、と皐月は溶かされてもかまわずにさらに一回り大きな剣を投げつけ、叫ぶ。

「だからこそ、皐月はあなたがお兄ちゃんを殺そうとするのを止めます！　あなたが自分の思いのままに、欲求のままにお兄ちゃんを殺そうとするのなら──」

　皐月は、すぐ側そばに迫る灰島芥を見据え、その決意を口にする。



「皐月も自分の思いのままに、欲求のままに、大切な人を──お兄ちゃんを守ります!!」



「だったらキミからでもいいんだがね？　キミも本家の一族なのだから、殺すのが後でも先でも変わりはないよ」

「皐さ月つきが死んだらそのときはそのときです！　でも──」

　ニヤリと口元を歪ゆがめて続けられたのは、俺おれがいつも考えること。ついさっきもそれに基づいて答えを出した、その根幹。

「皐月は、皐月の優先順位に基づいて行動するだけです！　いつも大きなことから小さなことまで、皐月の知らないところでいろんなものから守ってくれるお兄ちゃんを、今度は皐月が──守るんです!!」

「それで、キミがお兄さんの代わりに死んでもかね？」

　一つのことを押し通すならば、必ずついて回るものがある。

　それは、対価。

　お金を支払い物を手に入れるように、なにかを手に入れようとするのならば、対価は必要不可欠となる。

「ええ」

　だが、



「皐月はそのためなら、家族を守るためなら、自分の命であっても──なにを犠ぎ牲せいにしても、かまいません!!」



　それすらも、皐月は過負荷で充血しはじめた目で灰はい島じま芥あくたを睨にらみつけ、力強く、ためらいなく、言い切る。

　一つのために自分の命すら投げ出すという、とんでもない発言。

　しかし、俺はその叫びを聞いて、自然と口元に笑みが浮かんでいた。

　…………ああ、くそ。妹に思いださせられるなんてな。

　それは、ほんの十数分前に俺が叫んだ言葉。意識的か無意識的か、同じ思いを叫んだ皐月。やっぱり似てるよ、おまえ。本当に、嫌になるくらい。

　そっと鈴すず莉りの背をなでて机にもたれかけさせ、立ち上がる。

　ああ、そうだ。迷う必要なんてない。

「……ひなくん」

「ああ」

「いってらっしゃい。必ず……戻ってきてね」

「鈴莉をおいて、俺がどこかに行くなんてことは絶対にないよ」

　俺の答えを悟ったのだろう、疲労と苦痛の浮かぶ顔で鈴莉が小さく手を振る。

　その愛いとしい彼女に──俺を救い、今も救い続けてくれている小さな愛しい人に力をもらって一歩を踏み出す。

　ああ、そうだ。所しよ詮せんはわがままの言い合いだ。

　灰はい島じま芥あくたは自身の知識欲のために本家を絶やしたい。

　御み園その皐さ月つきは自身の優先順位に基づいて御園日向ひなたを守りたい。

　ならば、俺おれは？

「決まってる。決まってるよなあ……！」

　そのために俺は生きている。

　俺の命を繋つなぎ、常に側そばにいてくれる大切な人。

　いつ惹ひかれたのかなんて、わからない。お互いにお互いが自然と求め合っていたというのが真実正しい、愛いとしい人。

　さあ、思いだせ御園日向。

　おまえはなぜ生きている。

「俺の行動原理は──」

　そう、たった一つ。



「────鈴すず莉りを、守る。大好きな、愛しい鈴莉の側に居続ける!!」



　これを使えば、その後元に戻れる保証なんてない。あるいは、俺なんかを守ろうとしてくれている皐月は悲しむかもしれない。

　だが、鈴莉を守る。そのためならば、

「たとえ自らの命であろうと、他者の命であろうと──どんなものでも、犠ぎ牲せいにしてみせる!!」

　突然大声を上げた俺に、対たい峙じする二人の視線が集まる。

　後ろからはいつも見守り、側にいてくれる愛しい鈴莉の視線を感じる。

　様々な感情のこもった熱い視線を受けながら、部屋中の視線を一身に浴びながら、俺はその言葉を、口にする。

　そうだ。鈴莉のために。鈴莉のためだけに生き、行動するのならば、こう考えてもなにも問題はない。

　だから……全てを変える一言を、口にする。



「この世界は、鈴莉か──それ以外の物か、だ」



　瞬間、世界から色が消えた。

　机やソファーや絨じゆう毯たん、散らばった刀剣類や溶け落ちた鉄板。

　視界内の全てから──否いな、僅わずかに振り返れば、穏やかな笑みを浮かべている鈴莉以外の全てから、色が消え失うせた。

　もちろんそんなものは幻覚だ。目は壊れてないし、脳もいかれちゃいない。

　だが、人であろうとなんであろうと、それが鈴すず莉りでないのならば──全て同じ。

　全ては──物。

　一歩一歩、灰色の世界を踏みしめる。

　クリーム色をしていたソファーも、薄い赤だった絨じゆう毯たんも、鈍色にびいろに輝いていた鉄板や刀剣も、全てが同一に。色を失い、意味を失い、等しく物と成り果てた。

　動かぬ物の世界で数歩を歩み、俺おれたちを守るように立ちはだかる御み園その皐さ月つきの横へ立つ。

　灰色のソファー、灰色の絨毯、灰色の鉄板に刀剣類。それらから視線を横に動かしたとて……そこにあるのはただの灰色。

　周囲のソファーや絨毯と同じように、色を失った皐月。



　物と同じになった皐月の肩に、手を触れる。



　全てを認識と定義で成り立たせるのが本家の異能。

　ただの棒を剣と見立てるように、トタン板を盾と見立てるように。もっともっと自身の根幹部分を改かい竄ざんする。俺の中に存在する、人という定義を改竄する。

　意識の変革。ただ唯一、大切な鈴莉のために。それ以外を全て、物として。















　俺おれの異能は“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟。手で触れた物を最適な方法をもって最高性能で使用することができる、全てを使うための異能。

　そう。俺の異能の範囲が物にしか及ばないのであれば──全てが物であると、そう自身に思い込ませ、見立てればいい。



　人間すらも──物として、使いこなせばいい。



「お、お兄ちゃん……？」

　御み園その皐さ月つきがなにかを呟つぶやくが、認識する必要性はない。ただ、いつものように。久く世ぜ竜りゆ也うやを倒したときのように。伊い瀬せ深み雪ゆきを倒したときのように。物を最高性能で使用し、鈴すず莉りの害になる物を打ち払うのみ。

　だけど、最後に一言だけ。使い、引き返せなくなる前に、一言。

「皐月。こんな俺を守るなんて言ってくれて、ありがとう。────使わせてもらうぞ」

「え、お兄────あ、あぁあああああああああああああああ!?」

　言葉を切ると同時に“〝万物の使用者”〟を展開すると、御園皐月が叫び声を上げる。

　それもそうだろう。俺の異能は最高性能を引き出すもの。脆ぜい弱じやくな人間という物の枠で、堪こらえられるはずもない。ましてや、俺が今引き出しているのは──皐月の本質。

　だが、その悲痛な叫び声に応えるように、周囲の様子が一変する。

「くっ……!?」

　周囲を埋め尽くしたのは、先程までと変わらず刀剣の群れ。

　しかしそれらは全てが漫画やゲームのごとく光を放つ、異形の剣群。風を巻き、炎を纏まとい、雷を迸ほとばしらせる、神話や創作物にしか存在しない、聖剣や魔剣の群れ。

「なるほど。“〝万物創造オムニア・クリアート”〟というのは、こういう異能か」

　肩にふれた皐月から流れ込んでくる情報が《血けつ樹じゆ》を通じて検索され、俺へ彼女の最適な使い方を教える。

「まだ隠していた力があったとはねぇ……！　いったいキミは、いくつ異能を持っているんだね!?」

　灰はい島じま芥あくたと名称のついた物が、人間における喜色も露あらわにわめく。

　その質問に答える義理も義務もないが、答えるとすれば──

「──この世の、異能の数だけ」

「っ……！」

　言葉と同時、おとぎ話の剣を全て発射する。

　御園皐月は重力を利用し、あるいは手で投げていたが、そんなことをする必要はない。

　剣を宙に創造し、その僅わずか後ろに別の物を創造し、剣を前へと押す。それを認識できるだけの速度で──人の脳に走る電気信号と同速で繰り返せば、手をふれるまでもなく、重力に頼ることもなく──剣群はその刃を走らせる。

　それは刹せつ那な。濃度をさらに上げた“〝腐ふ朽きゆうの雲うん海かい”〟によって魔剣聖剣の幾本もが溶け落ちる。

　所しよ詮せんは偽物。想像上の産物。よく漫画やゲームを嗜たしなんでいた御み園その皐さ月つきの記憶と《血けつ樹じゆ》に眠る記録を元に創つくり上げたまがい物。

「ぐっ……！」

　だが、まがい物であろうと、創り出した剣はただの剣ではなく、空想上に描かれる特異な剣。

　その空想が現実を侵食し──“〝腐朽の雲海”〟を、灰はい島じま芥あくたの腕を貫く。

　御園皐月は“〝万物創造オムニア・クリアート”〟を使用するにあたり、こう言っていた。

『形、機能、名称の一致が必要』と。

　ならば、この世に存在しない物であろうと、それが空想上の物体であろうと。一致させられるだけのデータを《御園》数千年の記憶と記録が詰まった《血樹》から引っ張り出してしまえば──創造できる。

　そして、その使用における制限すらも。

「なるほど。形を『見えないが、見えている物』として定義すればいいわけか」

「なに……をっ!?」

　瞬間、灰島芥の脇わき腹ばらが切れ、おびただしい量の血が噴き出す。

「見る限り、空気は侵せないようだな。できていれば、とっくに肺の中が焼け爛ただれているだろうから当然と言えば当然だが」

「だから、といって……なにが……っ。起こったんだね……!?」

「空気を創った」

　空気。窒ちつ素そ七八パーセント、酸素二〇パーセント、アルゴン二酸化炭素その他ほか二パーセント。常に周りに存在しているが、液化固化させなければ見ることのできない物。

　機能は単純、名称も単純。形は、わからないのではなく──不定形。故に『見えないが、見えている物』と規定する。

　細かな情報は《血樹》“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟“〝万物創造”〟が相互にリンクし、強制的に吸い上げる。

　こんな無茶苦茶な定義であっても、この世に存在すらしない聖剣や魔剣であっても、物を最高性能で使う異能、“〝万物の使用者”〟を用いれば──“〝万物創造”〟という規格外の異能を用いれば、可能となる。

「空気を創り、気圧差を生じさせる。その位置、向きを制御し、おまえの横に真空を作り上げた」

「かまいたち……。だったら、むしろこの程度で済んで僥ぎよう倖こうだったねぇ」

　腕に剣を突き刺されたまま、脇わき腹ばらから血を流したまま、灰はい島じま芥あくたは笑う。

「お兄、ちゃん……」

　手元で御み園その皐さ月つきがか細い声を上げる。

　俺おれに使われるままだった御園皐月は、自身の身に起きていることを理解したようで、強制的に最高性能で異能を使われる負荷に震えながら言葉を紡つむぐ。

「好きに……使ってください……！　お兄ちゃんを……お姉ちゃんを、守るために。皐月を──“〝万物創造オムニア・クリアート”〟を、“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟で……最高性能で……！」

　それが、

「それが、皐月の覚悟です……！　お兄ちゃんを守ると決めた皐月の、対価です！」

　言い切った御園皐月が、力を抜き俺の手に身を委ゆだねる。

　彼女がどう思おうと、どのような感情で俺に使われようと、すでに俺には関係がない。

　それでも、抵抗せず使わせてくれるというのはありがたい。

「空気を創造。魔剣を創造。防壁を──」

　ふむ、この最高性能を引き出した“〝万物創造”〟ならば、あれも創つくり出せるか。

　むしろ《血けつ樹じゆ》に繋つながっている分、架空の存在よりよほど創りやすい。

　最強の守り。空間を分かち、異世界を作り出す小さな巫み女この力。

「防壁──“〝閉じた小部屋”〟を創造」

「な……っ！　それは、側そつ近きんの少女の異能じゃないのかね!?」

　目の前に創られたのは見えずとも、そこに存在する異能の結界──“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟。

　目に見えぬ空気が創れるのならば、空想の産物である魔剣が創れるのならば、異能の産物であろうと、創り上げる。

「くは……くはははははは！　“〝万物創造”〟！　ここまでのものとは！　創れないものなんて、存在しないじゃないか！」

　あまりのチートぶりに笑いしか出てこない。

　使ってみてわかる。日頃御園皐月が使っていた“〝万物創造”〟など、本来の力の一割も引き出していない。

　これはすでに異能という枠組みすらおこがましい。“〝万ばん能のう”〟そのもの。

　存在そのものがズル。人体という物体の枠組みにあり、物体に頼って生きている人間にとっては敵かなうべくもない、この世のバグ。

　それは、まるで──

「──神の御み業わざのようじゃないか！」

　これだけの力を持っていて、『あれだけしかできない』などと自らを卑下し殻に閉じこもるとは、なんともったいない。

　彼女の力は無限の可能性を秘めている。

　それこそ、使う者すらも──創造してしまえばいいのだから。

「だけど──」

　今この場で、そこまでの力は必要ない。

「灰はい島じま芥あくた。これまで散々いろいろとやってくれたな」

“〝万物創造オムニア・クリアート”〟が猛威を振るうこの状況にあってなお、楽しそうな灰島芥へ口角を上げ、獰どう猛もうに笑いかける。

「さあ、本番を──」

　いや、もうここに至っては、



「終演の鐘は鳴った。七年前から続く、この悲劇であり喜劇を──終わらせよう」



　手を広げ、その動きを追随するように聖剣魔剣を宙へ創つくり出す。

　創り出した空気は気圧を局所的に変え、室内に暴風とそれによる真空を生み出す。

「ふ、ふふふ……！　なんとおもしろい！　これが本家の異能だというのかね！　単一の性能どころではない、分家の異能すらも創り出し、使いこなす。まさに“〝万ばん能のう”〟……！」

　すでに靄もやどころではなく、濃密なミルクのような濃度になった“〝腐ふ朽きゆうの雲うん海かい”〟を纏まとい、灰島芥が哄こう笑しようする。

「なればこそ！　これだけの力が消えたとき、ボクたち分家の異能者たちはどうなるのか！　試す以外に道はないねぇ！　知的好奇心がうずいてたまらないねぇ!!」

　灰島芥は笑いながら、大おお怪け我がを負っているとは思えない速度で血の尾を引きながら迫る。

　愚直にも真まっ直すぐ、ただ己の提起した問題の答えを知りたいという、純粋すぎる知識欲の赴くがままに。

　その狂気を孕はらみながらも、子供のように真っ直ぐな瞳ひとみは俺おれへと向けられながらも、

「“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟を創造する」

「…………っ！」

　手は、届かない。

「剣を創造」

　御み園その皐さ月つきから手を離し、崩くずれ落ちかけた彼女を鈴すず莉りと並ぶように机にもたせかける。

　そして最後に創った何の変哲もない普通の剣を手に、“〝閉じた小部屋”〟へ捕らえられた灰島芥へ歩を進める。

　灰島芥の声は“〝閉じた小部屋”〟に阻まれ、すでに聞こえない。

　目の前の灰島芥は“〝腐朽の雲海”〟では“〝閉じた小部屋”〟が溶かせないとわかったのか異能の靄を消しており、血を流しながら病的な狂った笑みを浮かべている。

　その口が、はっきりと動く。

『復ふく讐しゆうは成ったかね？』

　と、問いかける。

　だから、俺おれは聞こえないとわかっていても、小さく呟つぶやき返す。

「復讐なんてものに意味はない。未来を──今ある、今隣にいる幸せを守っていくこと。今以上に、さらに幸せになること。その方がよほど重要だと、そんなことはとっくに理解しているさ」

　剣を握り直し、

「だがな──」

　腕を上げ、

「おまえは、俺の妹を──残された家族すらも奪おうとした」

　振りかぶり、

「だからこれは復讐じゃない。家族を──守るためだ」

　後ろから聞こえるのはその妹と、愛いとしい人の声。

「お姉ちゃん……お兄ちゃんは、人を……」

「そうだよ。ひなくんは人を物であると自分自身をだますことで、そう思い込むことで、異能者を物として、“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟で使ったの」

　その声を耳に入れながら、

「ひなくんは私以外を全部物と考えることにした。もうひなくんに使えない物はない。この世に存在する限り、ひなくんは全てを使いこなし、支配下に置くことができる」

　守れたことに安あん堵どを抱きながら、

「だから今のひなくんは、本当の意味で“〝万ばん能のう”〟。全てを使い、統べる者。そう──」











　────森羅万象オムニアを統べる者。









　俺おれは目の前の物を、破壊した。


















「うーみー!!」

「…………みー」

　白い砂浜。まぶしい太陽。鮮やかなエメラルドグリーン……ではないものの、満ちては引いていく、青い海。

　その夏といって真っ先に浮かびそうな砂浜を、御み園その皐さ月つきと月つく詠よみ詞ふみ香かが海へ向かって走っていく。

「………………あつい。……死ぬ……」

「あ、ちょっと詞香ちゃん！　海に入る前にリターンしないでくださいよ！　なんのためにここまで来たんです!?」

「……起きたら、拉ら致ち……されてた。意味……不明」

「あ、はい。すみません。テンション上がって、つい拉致っちゃいました」

「…………！」

「あ、ちょっ!?　砂投げないで！　目が！　目がぁ!?」

　てへ、なんて舌を出して反省の色など微み塵じんも見せない御園皐月へ、月詠詞香がその無表情に明らかな怒気をみなぎらせ、手当たり次第に砂を投げつけだす。

　そんなある意味じゃれあって楽しそうな二人は当然水着姿で、御園皐月はフリルのついた少女趣味が全開な薄い青のセパレート。月詠詞香は突然拉致されて準備もなにもなかったため、小学校時代のスクール水着。

　どちらもよく似合っており、二人の戯れる姿は見ているだけで気持ちがほっこりとしてくること間違いなしだ。

「で、あんたは泳ぎに行かなくていいの？」

　声に振り返れば、そこに立っていたのはここまで運転してきてくれた御園由ゆ枝え。

　モデルのように均整のとれたボディを布面積の少ないシンプルな黒ビキニで覆おおっており、ここに他ほかの男がいたらナンパされまくっていたことは確実だ。

　しかし彼女にとっては幸か不幸か、今この砂浜にいるのは俺おれたちだけ。見渡す限り人っ子一人いない。

「せっかくアホみたいなお金かけて、貸し切りなんてブルジョワなことしたんだから、楽しまないと損よ？」

　そう。本来ここは普通の海水浴場なのだが、《御園》の財力と権力で無む理り矢や理り貸し切った。

　名目上は先日重傷を負い、異能による治療を受けたものの、未いまだ動きの鈍い御園由枝と月詠詞香のリハビリに使用するため。

　本音は、

「鈴すず莉りの水着姿を他のやつに見せるなんてこと、できるわけがないだろう。そのために金で解決できるならいくらでも使ってやるさ。ナンパもされないしな」

「…………あんた、過保護に磨きがかかったわね」

「なにか問題でも？」

「いーえ、なにも」

　皮肉気にそう言った御み園その由ゆ枝えは、俺おれと俺に寄り添っている鈴すず莉りを一いち瞥べつし、砂のかけあいに発展している御園皐さ月つきを──その胸むな元もとを見て、ため息を吐つく。

「格差社会って、辛つらいわね……」

「持たざるものはとくにな」

「持たざるってほどじゃないわよ!?　あることはあるんだからね!?」

　黒髪を振り乱して吠ほえる御園由枝。

　しかしその胸元はビキニで強調されていても……強調されているからこそ、慎つつましやかでなだらかな平原がもの悲しさを訴える。

　全体としてみれば、スタイルがいい。ファッションモデルなんて適役だろう。だが、胸は……残念だ。

　それは鈴莉は言うに及ばず、地味にそこそこある御園皐月にも到底及ばず。正確なところはわからないものの、月つく詠よみ詞ふみ香かと近似していることだろう。まさか月詠詞香の方が大きいということはあるまい。……ある、まい。

「……ふっ」

「あんた今鼻で笑ったわね!?　これだから大艦巨砲主義は……っ」

「残念だが、俺は小艦巨砲主義だ」

　そんな言葉があるのかわからないが。ともかく鈴莉。

　御園由枝はそんな俺の返答にもう一度深いため息を吐くと、いろいろと諦あきらめたようで海へとゆっくり向かいだした。

　その歩く姿はぎこちなさも危なっかしさもなく、体の完治に意識が追いついているのだと如実に伝えてくる。

　黒髪を潮風になびかせて歩く御園由枝と入れ替わるように、こちらへ駆けてきたのは先程まで月詠詞香と戯れていた、御園皐月。

　彼女は体中についた砂を一度海に入ることで洗い流したようで、濡ぬれた犬のようにふるふる体を振って雫しずくを太陽にきらめかせると、俺の隣──鈴莉とは逆側に腰掛ける。

「いやー、海ってこんな感じなんですね！　見る機会はよくありますけど、実際に入ったら驚きばかりです」

「そうか。それはよかったな」

　若干おざなりに返し、鈴莉と寄り添いあいながら、ぼーっと海を見つめ続ける。

　御園皐月も俺につられたように視線を海に向け……ぽつりと口を開く。

「あれから三週間経たちましたけど……どうです？」

「とくに変わりなし、だな」

「そう、ですか」

　あれから──灰はい島じま芥あくたを倒し、七年越しの決着をつけて家族を守りきったあの日から、三週間。

　俺おれたち学生はとっくに夏休みに入り、重傷を負った御み園その由ゆ枝えや月つく詠よみ詞ふみ香かもすでに海で遊べるくらいには回復していた。

　しかし、最後のとき『鈴すず莉り以外は全て物である』という根幹の定義を改かい竄ざんしてしまった俺は、そうそう定義が元に戻ることはなく……今も、世界がどこか色いろ褪あせて見えている。

　だが御園皐さ月つき曰いわく、外から見る分には、

「でも、あんまり変わりがなくてよかったです。元々お兄ちゃん、お姉ちゃん以外に容赦なかったですし、関心もあんまりなかったでしょう？　人が物になったところであんまり扱い変わらないです」

　とのことだ。

「そうやって聞く分には、俺が冷血人間みたいじゃないか」

「え……自覚なかったんですか？　それはさすがにないわー、ですよ」

「オーケイよくわかった。どうやら沈められたいようだな」

「ストップ！　皐月を使おうとするのはマジでストップです！　あれものすごい体力持っていかれるんですよ!?　なんか血とか吐きますし！　海で遊べなくなっちゃいます！」

「うむ、それが目的だ」

「ほらやっぱり冷血じゃないですか、この兄！」

　もーやですー！　となにをしたかったのか、泣き真ま似ねなんてしながら再び海へと駆けだしていく御園皐月。

　そんな守ることのできた妹の姿を見送りながら、そっと寄り添う鈴莉に呼びかける。

「そろそろ大丈夫か？」

「…………うん、たぶん」

　レジャーシートの上に膝ひざを抱えて座り、俺の肩に頭をのせている鈴莉が小さく頷うなずく。

“〝自じ己こ治ち癒ゆ”〟の過負荷に耐え続けた鈴莉は決着がついた直後、緊張の糸が切れたように昏こん睡すい状態に陥り、一週間あまりも寝込み続けた。

　幸い命に別状はなく、後遺症が残るようなものでもなかったが……その間ほぼ寝たきりだったために、元々少なかった体力はさらに少なくなり、御園由枝や月詠詞香同様、現在リハビリ中だ。

　もっとも早期現場復帰のために《御園》の医療トレーナーたちにみっちりしごかれている二人と違って、鈴莉の場合は俺が付きっきりで進める、ゆるゆるとしたものではあるのだが。

　そんな体力が常にレッドゾーンの鈴すず莉りは、ここに来る車で絶賛車酔いになってしまい、こうして他ほかのみんなが遊ぶ中、ビーチパラソルの陰で俺おれとまったり体を休めていた。

「んと、ひなくん遊んできていいよ？　私はここでひなくん見てるから」

「じゃあ俺も、ここで鈴莉を見てることにするよ」

「もう、ひなくんったら……♪」

　多少回復したらしい鈴莉が甘えた声を出しながら、その体を俺へと押しつける。

　車酔いでダウンしていた鈴莉ではあるが、しっかりと水着には着替えており、数日前一緒に買いに行った、フリル付きの白いビキニ姿になっている。

　白いビキニが鈴莉の白い肌を引き立て、小さな体でありながら豊満な胸むな元もとやきゅっと細い腰のくびれを強調する。腰回りについたフリルがスカートのようになっているのも、色気とかわいさとを併せ持つ鈴莉のために作られたかのように似合っていた。

「鈴莉、水着似合ってるぞ」

　だから想おもいのままに感想を伝えれば、幼い顔はにぱっと笑みを浮かべ、

「ありがと～。誰だれに褒められるより、ひなくんにそう言ってもらえるのが一番嬉うれしいよっ」

　そのまま瞳ひとみを閉じて持ち上げられた顎に手を添え、そっと唇を交わす。

「んっ………………えへへ」

「……鈴莉の味がする」

「あは、私もひなくんの味がした～」

　世界の中で唯一色づいて見える鈴莉の肩に手を回し、俺の心音を聞くように胸元に頭を預けた鈴莉とぼんやり海を見る。

「終わったんだよね～」

「そうだなー」

　それは七年前から続いた、一連の事件。

　俺に異能が譲渡され、鈴莉が記憶を失った、原因。

　それは首謀者の灰はい島じま芥あくたを倒したことで決着がついた。彼の、本家を断つことで異能がどうなるのかを試す、という実験のために狙ねらわれた御み園その皐さ月つきも、生き残った。

「なんだか実感がないね～」

「そもそも復ふく讐しゆう心しんはなかったからなー」

　別に犯人を見つけ出して復讐することが目的ではなかったのだから、実感がわかないのも当然と言えば当然。御園皐月を守るためという目的がなければ、動くこともなかった。

　それが鈴莉もわかっているのだろう。実感がわかないと言いながらも、それはさしたる問題でもないというように俺の胸に頭をすりつけ続ける。

「ひなくんが無事でよかった」

「鈴すず莉りが無事で、俺おれもほっとしたよ」

　お互いにそう言って顔を見合わせ、クスクスと笑う。

　ああ、こうやって鈴莉の心配しかしていなかったりするあたりが、周りから冷血に見られたりするのかもしれない。

　たしかにそれならば、なにも以前と変わるところはない。

「さて！」

「おっと」

　ぴょこんと立ち上がった鈴莉は、逆光でその小さなシルエットを濃くしながら、座ったままの俺に手をさしのべる。

「それじゃあひなくん、私たちも泳ぎにいこっか」

「そうだな。せっかくの海だ。泳がないと」

　鈴莉の手を取り、立ち上がる。

「砂浜に相合い傘も描かないとな」

「周りに自慢できる人いないけどね～。波打ち際で追いかけっこは？」

「する。でも、鈴莉の体力が怖いから早足くらいで」

「あは。だったら、いっそ手を繋つないで歩こうよ」

　横に並んだ鈴莉が腕を絡めて、俺の腕を大きな胸に挟みながら笑う。

　だから俺もそれに応えて、頷うなずき返す。

「ああ。隣で、一緒に」

「うんっ！　絶対に離れないように、二人で！」

　空に浮かぶまぶしい太陽のような顔で、鈴莉が笑う。

　一緒に行こう。

　どこまでも、どこまでも。

　一区切りがついても、俺たちはずっと二人で一つ。

　寄り添い合って、互いに愛を交わし合って。

　これからもずっと、物語は続いていくのだから。
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　後日談の、後日談。

　ファンディスクのファンディスクとでもいうべき、俺おれたちらしい、その後。

「やっぱり人目があったから、あんなのは私たちらしくないと思うのです！」

「だな。俺たちはもっとこう、直接的じゃないと」

　海でひとしきり遊んだ、その日の夜。

　夕飯を食べ終えた俺と鈴すず莉りは、自室のベッドに腰掛けていた。

「ん～♪」

「今日はやけに甘えんぼうだな」

「んっとね、そういう気分なの」

　ずいぶんと昔から鈴莉の定位置になった俺の膝ひざの上で、鈴莉が俺の腕を抱く。

「ひなくんも私に甘えていいんだよ？」

「鈴莉にはいつも甘えてるぞ？」

　言いながら、手を伸ばして鈴莉の頭をなでる。

「ふにゅ♪」

　しかし気持ちよさそうな声を鈴莉が上げたのもつかの間、

「はっ！　これは違う！　ひなくんが甘えてるんじゃなくて、私が甘やかされてるんだよ！」

「いや、今いま更さらだろ。そんなこと」

　俺が鈴莉にあまあまで、甘やかしっぱなしなんてたぶん知り合いなら全員知っている。

　それは鈴莉も同じなので、

「だよね～」

　結局は言ってみただけらしく、すぐになでられるがままになる。

　ああ、やっぱりこんなとりとめもない会話が楽しい。

　鈴莉と話しているだけで、愛いとしい人と一緒にいてふれあえるだけで、こんなにも幸せな気分になれる。

　本当に……守れてよかった。

「ひなくんひなくん」

「どうした？」

　鈴莉は小さな体を俺の膝上で揺らしながら、少しだけいたずらっぽく笑い、

「ひなくんは私のこと、好き？」

「いや？」

「ふぇ？　じゃあ……大好き？」

「正解」

　ご褒美に、上目遣いで小首をかしげる鈴すず莉りにキスを落とす。

　でも、正確には、

「大がいくつか、なんて数えきれないくらい大好きだ」

「えへへ～。すっごく嬉うれしいっ♪」

　はにかむ鈴莉がなんともかわいらしい。

　それじゃあ今度は、こちらから。

「鈴莉は？」

「ふぇ？」

「鈴莉は、俺おれのこと好き？」

「ううん？」

「じゃあ……大好き？」

「うんっ♪」

　同じやりとり。

　意味なんてとくにない、お互いの気持ちを──お互いにわかっている想おもいを伝え合う、ちょっとした儀式にも似た、ただのじゃれあい。

　でもそれがなにより楽しくて、愛いとおしくて。

「大がいくつか、なんて数えきれないくらい大好きなの！」

「あーもう、鈴莉はかわいいなあ！」

「あはっ、ひなくんもかっこいいよ～」

　鈴莉と俺は繋つながっているから。

　好きという気持ちは筒抜けで、言葉にせずとも伝わりあう。

「ひなくん大好き～」

「鈴莉、大好きだぞ」

　それでも言葉にすれば、それだけでもっと──さらに、幸せになれる。

「ひなくんは私のどこが好き？」

「んー、どこっていうのでもないかな。その無邪気でちょっと黒い性格も、幼い顔も、大きな胸も、細くて長いきれいな足も……全部。俺は、鈴莉の全部が大好きなんだ」

「えへへ。私も～。ひなくんの情熱的でこうと決めたらどんな犠ぎ牲せいも厭いとわない性格も、私をお姫様抱っこしてくれる腕も、一緒に歩く足も、かっこいい顔も、全部。ひなくんのぜ～んぶが大好き♪」

　はにかむ鈴莉を抱きしめ、笑いあう。

「ずっとず～っと一緒だよ、ひなくん」

「もちろん。なにがあっても、ずっと一緒だ。しっかりと、戻ってきただろう？」

「うんっ。ひなくんと私はずっと一緒。二人で一つ」

「そうだ。絶対に離れたりしない」

　そんな風に二人の絆きずなを確かめ合って、指を絡め合ったり、鈴すず莉りの銀ぎん紫しの髪をいじったり。

　鈴莉は鈴莉で抱きかかえた俺おれの腕に頬ほおをすりつけたり、ちょこんと膝ひざ上うえに腰掛けたまま足を絡ませてきたりとじゃれあう。

　穏やかな、二人だけの時間。

　二人きりの──恋人同士の時間。

「ね、ねぇ。ひなくん？」

「んー？」

　首筋に顔を埋め、きれいな銀紫の髪越しに鈴莉から漂うほのかに甘い匂いを嗅かいでいると、鈴莉がどこか甘い声で呼びかけてきた。

「その……甘やかしてくれるのも嬉うれしいんだけど。もっと、大人扱いしても……いいんだよ？」

　見上げる頬はうっすらと赤く、瞳ひとみは切なげな潤うるみを帯びて懇願するように俺を見つめる。

　膝に座った体は蠱こ惑わく的てきに揺すられ、短いスカート越しにお尻しりを柔らかく俺へ押しつけて誘う。

　もちろん、その意図はしっかりと伝わり、鈴莉を抱きしめる力を僅わずかに強くする。

「そうだな。もう夜も遅いし……ちょっと大人扱いして、鈴莉をもっと確かめようか」

　言って、鈴莉のお腹なかに回していた腕を解く。

　鈴莉のお気に入りであるノースリーブの白ブラウスの上から柔らかなお腹をなぞり、ブラウスのボタンを飛ばさんばかりに押し上げる胸へと、手をふれる。

「あっ……」

　最初は優しく。

　鈴莉の小さな体とは不釣り合いなほど大きな胸を下からすくい上げ、軽くたぷたぷと揺する。

「ふぁ……ひなくん……」

　切なげな吐と息いきをもらす鈴莉は、小さな手をそこだけが別の生き物であるかのように蠢うごめかせ、俺の太ももを細い指でなぞりだす。

　鈴莉の指が触れたところからゾクゾクとしたものが電流のように全身へ走るのを感じながら、俺も手の動きを揺らすだけから、変化させる。

　五指を広げても収まりきらない豊満な双そう球きゆうを服の上から優しく揉もみ、ブラウスの隙すき間まから差し込んだ指で、ボタンを一つずつ外していく。

「ひなくんったら……えっち♪」

「徐々に上に手を伸ばしてる彼女さんは、エッチじゃないのかな？」

「えへへ～。わたしもえっちぃからねっ……んっ」

　言葉でじゃれあいながら、唇をあわせて舌を絡ませながら、服を半分ほど脱がせた鈴すず莉りを抱え上げる。

「きゃっ♪」

　そのまま小さく嬉うれしそうな悲鳴を上げる鈴莉をベッドに横たえ、その上に覆おおい被かぶさる。

　はだけられたブラウスからはブラジャーをずらされた胸が、そのきれいな桃色の先端も露あらわに存在を主張している。

　だけど、そちらはさっきかわいがったので、今度は……こっちを。

「ぁんっ」

　黒のパンスト越しに鈴莉の足をなでれば、鈴莉は甲高い声をもらす。

　敏感な鈴莉の中でも、とくに敏感な細くて長い足。そのどことも違う柔らかさを楽しむように指でなぞり、ときに爪つめを立てる。

「ひ、ひにゃくん……っ」

「気持ちいい？」

「うんっ……うんっ」

　はちみつのように甘い声で鳴き、潤うるんだ瞳ひとみで何度も頷うなずく鈴莉にキスを落とし、ストッキング越しに足をいじる手は休めないまま……胸にも、手をふれる。

「ふにゃぁっ……!?」

　子猫のような鳴き声を上げた鈴莉の胸は、何度触っても飽きることがない。僅わずかに力を込めれば沈み込む柔らかさも、押し戻してくる弾力も、ふるふると揺れる瑞みず々みずしさも。どれもが俺おれを虜とりこにする。

　足も、黒のストッキングが幼い容姿に反して妖よう艶えんな色気を醸しだし。じゃれるように俺の手と絡んできて、理性を溶かしていく。

　うっすらと下の白い肌を透けさせる黒ストの足をなで、太ももの丸みを強調するランガードにそって……舌を這はわせる。

「ふにゃぅ……!?」

　敏感に反応を返す鈴莉にかまわず、舌でナイロンの滑らかさを楽しむ。

「あ……はぅ……っ。ひな、くん……っ。きちゃ……っ」

　ストッキングが唾液で濡ぬれ、色を濃くする面積に比例して、鈴莉の声がどんどん甘くなり、その高さを増していく。

「ふ、ふぁぁああああああああああああああ♪」

　それは俺の舌がストッキングと下着越しに足の付け根にふれた瞬間最高潮に達し、鈴莉の細い体が反り返る。

　ぴくぴくと快感に震える体は次第に収束し、荒かった鈴すず莉りの息も少しずつ整っていく。

「ひなくん……」

「ん？」

「ひなくんも……ね？　ご奉仕、してあげる……♪」

　そう言った鈴莉は赤く上気した顔で、小さな手を俺おれへと伸ばす。

　それはズボン越しに俺へふれ、優しくなでるように……しかし、明確な意図を持って刺激する。

「あはっ、さわさわ～」

「すず、り……っ」

　もどかしいような刺激の合間に、時折挟まれる強い刺激。

　俺が鈴莉の弱点を知り尽くしているのと同じように、鈴莉も俺の弱点を知り尽くしている。

　すでにいつの間にか前は開かれており、細い指がふれる。

「んっ……どう……？」

「鈴莉の指、すべすべで……気持ちいい」

　かわいい彼女による愛あい撫ぶは、ただでさえ愛いとしい鈴莉にふれ理性が焼き切れかかっている俺には致命的で……

「鈴莉……」

「うん。私も、もう……我慢、できないよぉ……」

　蕩とろけた顔の鈴莉は俺の言葉なき問いかけに頷うなずき、腕を俺の首に回す。

「んっ……ちゅっ」

「……は……ぁ。んむ……」

　ぷるんとした鈴莉の唇に俺の唇をあわせ、キスを交わす。

　歯列を舌で割れば、鈴莉も同じように舌を伸ばしてきて、小さくぬめったそれと絡め合う。

「は、ぁ……」

「ん、ぷぁ……」

　唇を離せば銀の糸が互いを結び、それが切れるよりも早く、再び唇をあわせる。

　それが何度繰り返されたか。お互いの唇がお互いの唾液でふやけきった頃。

「ひなくん……」

「鈴莉……」

　お互いを呼ぶ声は同時に。

　そこに込められた気持ちも、同じもので。

　鈴莉は足を俺の腰に絡め、離れまいと。なにがあってもずっと、一生離れないと伝えるように俺おれの腰を足で抱きしめる。

　それは俺も同様に。鈴すず莉りの小さな体を包むように、腕を回して抱きしめる。

　俺を真まっ直すぐに見つめる鈴莉の瞳ひとみは曇くもりなく。

　瞳に映るのは幸せと愛いとおしさ。

「鈴莉、大好きだ」

　一生変わることがないと断言できる想おもいを口にすれば、ふにゃ、と鈴莉は柔らかな笑みを浮かべる。

「うん。私も」

　鈴莉は俺と同じ想いを嬉うれしさに潤うるんだ熱い視線にのせ、すでに吐と息いきのかかる距離をさらに詰める。

　そうして紡つむぐのは、これまでに何度も、ずっと昔から伝え続けてくれていた想い。

　俺を虜とりこにし続けている砂糖菓子のように甘い声で、鈴莉はその言葉を紡ぎ、



「ひなくん、大好きだよ。愛してるっ♪」



　一生記憶に残るであろうきれいな笑みで、唇をあわせてきた。



　　　　◇　◇　◇　◇





　　　　◇　◇　◇　◇





　　　　◇　◇　◇　◇



　そして、数年の時が流れ……。



「パパー！　ママー！」

「お話、終わったー？　そろそろ行こうよー」

「ああ、お待たせ」

「今行くよ～」

　手を振る愛らしい小さな二人に返事をして、隣で微笑ほほえむ昔からずっと俺の側そばにいる愛しい人と小さく笑いあう。



　物語は続く。

　区切りはあっても。

　ずっと一緒でいることを誓った二人に、終わりはないのだから。



　これはそんな永い時の、ほんの僅わずかなお話──。



















あとがき



　お久しぶりです、水み月づき紗さ鳥とりです。

　いきなり四巻を読んじゃってるアウトローさんは、はじめまして。水月紗鳥です。



　やー、『森羅万象オムニアを統すべる者』も四巻ですよ。

　今巻をラストまで読んでくださった方はもうおわかりかと思いますが、物語自体はここでおしまいです。それでも、日向ひなたと鈴すず莉りの物語に終わりはありません。



　とまあ、頭から微ネタバレをつっこんだところで、今回の裏話。

　今回は「やりすぎ♪」という修正の多いこと多いこと。

　担当様と、

担「オムニアを読んでいると、どこまでやっていいのかわからなくなるんですよね……」

私「あー、私もです。どこまで書いていいのか、麻ま痺ひしてくるんですよね」

　なんて話もあったくらいで。

　どんどん甘さへの耐性値が高くなって『いやー、これくらいはまだ甘くないんじゃない？』とか思っちゃうこの怖さといったら……。

　そして、いつものようにページ数的な意味での『甘さ控えめ』は、残念ながら今回もです。イチャイチャをずいぶんと削りました。

『最後くらいずっとイチャつかせたい』という思いと『最後だからしっかりまとめないと』という狭間でなかなか悩みました。

　その余波で、また由ゆ枝えさんの出番が消えました。

　当初の予定では、詞ふみ香かの“〝閉とじた小こ部べ屋や”〟編のように由枝さんの“〝揺ゆらぐ雫しずく”〟編もあったのですが、いろいろあってそれすらなくなるという由枝さんの不幸っぷり。



　続いて今巻のネタバレ含みの話でも。

　最後だから、と結構ぶっちゃけるのでいつも以上に読後推奨です。

　いいですかー、読み終わりましたかー？

　では──



『森羅万象を統べる者』の主人公は日向じゃないです!!

　主人公は皐さ月つきです!!



　ね？　いろんな意味でとんでもないことぶっちゃけたでしょ？

　というのも、私は一巻のあとがきでこの作品のコンセプトを『エロゲのファンディスク』と書きました。

　だったら、この作品は誰だれのファンディスクで、誰の物語なのか、ということです。

　日向ひなたと鈴すず莉りの物語の本編は、作中でも要所に出てくる七年前の事故から一巻冒頭の告白までです。

　そのため、それ以降の本シリーズ『森羅万象オムニアを統すべる者』は日向と鈴莉のファンディスク──彼らにとってのアフターストーリーです。

　ですが、人の物語は常に重なり合っています。

　日向たちにとってはアフターストーリーであっても、自身に隠された秘密を知り、様々な事件を乗り越え成長してきた皐さ月つきにとっては、本シリーズ『森羅万象を統べる者』こそが本編です。正確には、本編における序章、でしょうか。

　だから、本シリーズの主人公は、日向ではなく皐月なんです。あくまでストーリーの主軸としては、ですが。

　コンセプトとテーマは『イチャイチャ』なので、そちらの面では日向と鈴莉が主人公で疑いようもありません。

　──という話を、実は担当様とは最初からしていまして、

担「皐月ちゃんはほんとにいい子ですねぇ」

私「主人公ですし～」

　というやりとりが何回もあったり。

　このあとがきを読まれた後、『主人公は皐月』という視点で一巻から読み返していただけますと、しっくりくるかと思います。



　長々と書きましたが、まとめると。

『森羅万象を統べる者』は、

　日向と鈴莉にとっての、アフターストーリーフアンデイスク。

　皐月にとっての、本編にしてスタート地点。

　という位置づけのお話です。



　ですが、今巻の最後にも書いたように、物語というものに終わりはありません。

　このシリーズの中に書いたのは、日向や鈴莉、皐月の一生のうち、ほんの少しだけ。

　劇的な事件やイベントがなくても、文字やイラストとして記されていなくても、物語は最期の時まで──場合によってはそれすら超えて、続いていきます。

　そういうことを伝えられれば、というラストのシーンでした。

　紆う余よ曲きよく折せつあった『森羅万象を統べる者』シリーズですが、このラストシーンだけは最初から決めていまして。今回それが実現できたので、個人的には結構満足しています。



　……さて、そこそこ真面目まじめにシリーズ通してのネタバレをまとめたところで、近況でも。

　暑い！　とにかく暑い！

　埼さい玉たまに引っ越して、四巻の作業は全部埼玉だったんですが（三巻は半分くらい石いし川かわ）、暑すぎて石川に戻りたくなりました。

　今年は特に暑かったそうですが、もともとかなり暑さに弱い私は死にそうでした。クーラーを昼夜を問わず三週間近くつけっぱなしとか初めてやりましたよ。

　あとがきを書いている今はずいぶん気候も秋めいてきて、クーラーいらずの日々になっていますが、今年の夏は思いだすだけで汗が出てきそうで辛かったです。

　そんな中、人生初のサイン会というものを開いていただきまして。

　デビューからまだ一年も経たっていないのに、まさかのサイン会ですよ。

　しかもなんと舞台は────台たい湾わん!!

　海外ですよ!!　海外!!

　驚きです。もう驚き以外にないですよ。

　担当様からサイン会の連絡をいただいたときはツーリング中で、休憩中にメールを見て素で「はい!?」とか叫んでしまいました。うん、事故らなくてよかった。

　サイン会は大きな会場にイベントステージがあって、その規模に「はわわわわ……」とおろおろしてるうちに無事に終了しました。

　ファンの皆様の熱気やらなにやら、いろいろとすごかったです。

　かなり広かったホテルやおいしかった料理など、サイン会関係についてはブログにまとめているので、もしよろしければご覧ください。検索したらすぐ出てきます。

　このような場を設けてくださった青せい文ぶん出しゆつ版ぱん様、台湾のファンの皆様、楽しいサイン会をありがとうございました!!



　それでは、謝しや辞じを。

　担当様、お忙しい中素早いご連絡やご対応をしてくださり、ありがとうございます。休日や深夜でも、私が納得いくまでお付き合いくださり、とても感謝しております。

　イラストの有あり河かわサトル様、四巻でもたくさんのイラストをありがとうございます。どれもかわいくかっこよく、感謝の極きわみです。なかでも今回の結婚式シーン口絵は特にお気に入りです。

　編集部の皆様、出版に携たずさわってくださった皆様、並びに全国の書店員の皆様。この作品を世に出すことができたのは、皆様のおかげです。ありがとうございます。

　そして友人たち。引っ越してバラバラになっても、チャットやらメールやらでいつも通り付き合ってくださり、ありがとうございます。このノリやかけあいはだいたいキミたちとの付き合いで形成されたものだと思っています。なんだか日常も相変わらずネタだらけのようですね。いいネタ源としてそのまま変わらないでください。



　最後になりましたが、この本をお買い上げくださった読者の皆様に心より感謝を申し上げます。

『森羅万象オムニアを統すべる者』は終わりますが、私・水み月づき紗さ鳥とりはまだまだ書き続けていきますので、これからもお付き合いいただけますと幸いです。

　次は、新作でお会いできることを願いつつ──。



水月紗鳥


















　著者

　水月紗鳥（みづき・さとり）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　徳島に生まれ石川を経た、埼玉在住の８割引きこもり。

　　外が暑すぎて、クーラーの効いた部屋で絶賛ダウン中。

　　大きいのと小さいの、どっちが好きか訊かれると、小さくて大きいのが好きな人。うん、やっぱり小さくて大きいのが一番。



　イラスト

　有河サトル（ありかわ・さとる）

　　神戸と明石の境目で生息中。最近週替わりでイベント→海外イベント→イベント→疲れて体調不良→パソコンクラッシュと締め切りさんがおててつないでやってきた（今ここ）。毎週何かが起きます。途中まで楽しいことばかりだったのに、今週はなにが起きるのかな（震え声）

　　ＨＰ：‥http://activemover.harisen.jp/
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